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神経難病患者の心のケアに関する看護師の思い

要旨

【目的】 紳経難病患者の心のケア について、 看護師淋 どのように恩い、 敢り 組んでいるかの実態

を明らかに し、 神 経難病患者のより良いケアのあり方を検討すること。

【方法】対象：神経難病患者への看護経験の ある看護 師２０名。 調査潮間：２００４年５月 ～２００５年 ３

月。 調査方湊：棉経難病 患者 の心のケアに対する看護 師の思い、 実際の取り組み、 エ ピソー ド

などについて半構成的面接によるイ ンタ ビューを行った。得 られた データ は逐 語録に起こ し複

数の研究者で文章に含まれる中心約意味内容を抽幽 して質釣婦納的 に分析 した。

Ｅ倫 理的配慮】 研 究の主旨を説 明 し、 参カ籔は自由意志であり、 辞 退淋可能であること、 得淀情報

は本研究の目的以外で使用 しないことを文章と口頭で説明 し彪。

【結 果・考察】 対 象 者 は 女 性 １９ 名、 男
性 １ 名 で、 平

均年 齢 ２蝸 歳（ＳＤ６．０３
）
、 臨床 平 均 年 数 ７．５

年（ＳＤ６．２５
）で あっ た。 分 析 の繕 果、

大カ テ ゴリ ー２０、 申 カ テ
ゴリ ー６５、 小 カ テ

ゴリ ー１４６ 淋

抽出された。 大カ テ ゴリーは 屠 護師淋思う心のケア∬看護 鰯の心 を支えるもの∬看護師の心

のケアの取り組みを鰹む屯のｊの ３ つ に分類された日 「看護 師沸思う心のケア」 は〈病気をも

ちながらも本来の人生の意味を再確認できるような働き がけ ＞で、そのため＜ 患者がリフ レッ

シュできるよ う征働き かけ ＞〈苦悩の軽減 ＞＜ 告知後の 心理状態のフ寿 ロー＞な どに努める

ことカミ重要であると思ってい淀。 心のケアに取り組む上では、＜ 心と体は関連がある＞と心身

を トータルに捉完ることや、〈患者の気 祷ち を察節 できる ようアンテナを張る＞感覚を持っこ

と、 ＜患者が話せる 雰囲気＞ を作ることが重 要と考完、 豪淀、 ＜ 自労や患者 の言動 をふり返る

＞な ど看護 師自身の内面に 冒を向け患者と の麗係を見つ めること洲心 のケアにっな淋 ると考

えていた。 曙 護師の心を支えるもの」は＜ケア の方法に患者 固有の工夫を見つけ出すことが難

病看護の醒醐蛛＞と捉え、＜退院 に筒 けて患者・家族 と協働 する＞〈患者・家族の得湯洗 い承認

を得ることがモ チベー ショ ンとなる＞な どの患者 やその 家族と目標を 薬宥 し遂行 して いく こ

とや、 患者 家族 からの信 頼を得ることカ
ミ看護師の気持ちを支え、 塞た、 〈神経難病患者への思

い込み那 覆さ れたこと によ る驚き 〉によっ て神 経難病患者 へのステ レオタイ プ化 した 見方が

除かれ、 患者の理解 を深めて いた。 屠 護 師の 心のケアの敢り組み を阻むもの」 はく身の回り

の世話に追われている＞な どの体撤によ るもの、〈独 特なコミュニケーショ ンの方法が存在す

る＞〈 難病 看護は期待通り の成果が得 られない＞な ど神 経難病の疾患 や病態に麗連 し危看護

の難 しさや達成感のなさ、 そして、〈 心のケア に対する苦手意識＞＜患者の気持ちに触れるこ

とカ杯 安なので関 わらない〉〈信頼 関係 は心のケア の基盤という思 い込み＞な どの看 護師の

意識や、患者 の話 を〈聴き だす 技術の不昆〉淋心のケアの敢り組みを困難に していると捉 えて

い危。 し危がって、 心 のケア を行う危 めに は神経 難病の疾 患特性の理解、 看護体制の整備 に加

え、看 護師淋抱 える問題 の解決を考慮に入れ危看護教育プログラムの開発の必要性が添唆され

た
。





亙．研 究 の 経 緯

一神経難病患者の心の ケア に関する看護師の思いを探って一

原三紀子

東京女子医科大学看護学部

本 研 究の 敢り 組み ば、 「神経 難病 患者 の病 気 の受 け止 め方 とソ ー シャル ・ サ斌一 トとの 関

駒 と いうテ ーマ で 薯者 秘取 り組 ん 花先行 研 究が 大き なきっ か けと なっ た。

私自身、 神経内科と脳外科の混合病棟で約 １五年闘看護に携わり、 脳外科の看護に比べて

神 経内 科の 看護 は 目標 や 貿的 が 定 めにく く、 ま 彪、 自 分自 身の 看 護の 手応 完と して に れ

で 良かっ ね とい う 実感 がつ か み にく い 経験 を し ばし ぱ し持っ た。 看 護 鰯カ葦精 一杯 看 護 に

敢り組んでも脳外科の看護のように患者の員に見完る心身の回複を目の当淀りにすること

淋殆 どな い。 目 常 生活 動 作ほ 自 立 して いて も神 経 症状 で 体 の煩 わ しさ を消 す こ との でき な

い患者 へ の関 わり や、 告矢目直後 の患 者の 気持 ち のフォ ロー で は戸 惑う こと も 多く あっ 花。

しか し、 この よ うな 思い に 反 して神 経 難 病は 医 学の力 で治 癒 困難 な 病気 で も ある た め、

それゆ完に看護の猿自性が発揮される看護であるという自負心のような思いもあった、 そ

の よう な 思 いを抱 く 中 で、 神 経難 病 患者 の病 気 の受 け 止 め方 と ソー シ 抑レ・ サ ポー トと の

関 係に つい ての 研 究を行 っ た。

この 調 査結果 で は、神 経 難痛 は医 師 にも治 せな い病 気 である に も関 わら ず、斌 象者 の ７０％

以 上が 医 師 に相談 に乗っ て も らい、 励 ま され た 経験 が ある と 回答 して い危。 その 一 方で、

看護 師 か ら励 ま され たり 語 を闇い て もらっ た 経験が ある と 回答 して い危 人 ほ ５０％以 下 であ

っ 危。 こ のこ と か ら、 神 経 難病 患 者に と って 看 護 師の 存在 は 意識 さ れて い な いと いう 悲 し

い結果が読み敢れた。 神経難病患者からは 帳 師にも治せない病気だからこそ医師を頼る

しかな い。 他 に は頼る も のが ない か ら」 と いっ だ声 も 闘かれ た。

看 護 の独 自 性の 発 揮する 余 地 は ない の であ ろ う かと落 胆 し花。 と こ ろ淡、 分 析 を進 め る

申 で、 看護 師 の支 援 を受 け 危と 感 じて い た人 ほ ど、 病気 を 前 向き に受 け入 れ、 病 気に な っ



た こ と でこ れま で 気 づか な かっ た人 生 の価 値 に気 付く こ とが で き、 病 気 にな っ たなり に新

しい 世 界を 広 げら れる と 感 じて いだ 結 果カ滞 られ だ。 つ まり、 神経 難 病 患者カ茎病 気 を持 ち

荏カｓら もよ り前 向 き に病 気 を受 け止 め ていく こ と と、 看 護 靹の 関 わり に は関 係 があっ た。

この こ とか ら、 神 経難 病 患者 が病 気 を 祷ち な が らも 前向 き に生 きて いく ため に は看護 師 の

関わ り添 重 要で あ ると 考 完 られ た。 こ の調 査 ほ外 来通 院 患者カ
葦主な 対 象 であ っ たた め、 外

来 の シス テ ム上、 看護 師 と 関わる 機 会 す らない と 回答 して いた 人も 多く、 看 護 師と いう 職

種 邪 自分 の た めに 何 を してく れる 人 な の が理解 で きて い ない 人 もい た。 し於 し、 外 来通 院

申の神経難病患者の場含もさまざまな不安や葛藤を抱完ており心理的フォローを必要とす

る 人 も多 い。 こ の よう な 背景 か ら、 神 経難 病患 者 に対 す る外 莱看 護 爾 の役 割 を明 確 に看 護

稿 談 の 場も 設 ける 必要 控 を感 じた。 そ して、 ケ ア に携 わ る看 護 節カ榊 経難 病 患者 の 心 のケ

ア を ど のよ うに 捉 え敢 り、 ケア１こ組 ん でい るの か、 看 護 鰯の 思 い を明 ら か し、 患 者 一看 護

鰯の 両者 の視 点 からケ ア のあり 方 を考 完淀 いと 患っ危。

神経難病患者の外来看護相談に関する検討は、 神経難病患者の看護に携わる有志の看護

鰯達と共岡研究チームを組んだ。 本研究と外来看護相談に関する研究はそれぞれ研究助成

金 の 敢 得の タイ ミ ン グで ほ ぼ同 時にス タ ー トし危。 外 来 看護 相 談に 関 する 研 究で は神 経 難

病 患 者 の心 理的 体 験 を経 蒔的 なイ ンタ ビュ ーを 行 うこ と を通 して、 改 めて 神 経難 病 によ る

病 む体 験 を知る こ とが 出来き、 対 象 理解 のた めの 示竣 を与 完 てく れ 危。

本研 究 では研 究期 間 中、 約 ６３ 国の デイ ス カ ッ ショ ンの場 を 設け分 析 を深 めた。 長き に渡

る 検 討 であっ 危 が チー ム での デイ スカ ッ ショ ンを 員々 重 ねる こ とで、 看護 観 を広 げる こ と

カ§でき た。 研究 と は、 一 人個 室 にこ もっ て 行う ス タイ ル も ある だ ろう。 しか し、 より 複 数

の 研 究者 で 間い ・ 考 完る こと は、 研 究の 信 頼性 を 高め る こと だ けで は なく、 研究 者自 身 の

枠 を広 ばる上 でも 重要 な過 程で あり 意義 ある もの であ った。

本研究を進めるにあたり内容分析に関する特別講義 をして頂いた冒本赤十字看護大学

河口て る 子先 生な らび に調 査に ご鶴 力頂 い淀 看護 鰯の 皆様 に感 謝 をこ め、 ここ に研 究結 果

を報告 する百
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巫．研 究 計 画

１、 研 究 胃 的

神 経 難病 は、 確 定 診 断ま で に時 閻 を要 する こ とカミ多く、 ま た、 診 断 さ れて も 治療 の 手

立て 淋 征い こ と か ら患 者の 不 安 は尽 き ない。 運 動障 害 に よる セ ルフ ケ ア 能力 の 低 下は、

患者 の 生活 の 自立 を 奪 い家 庭 や杜 会 生活 にお け る役 割 を変 化 させ る。 ま た、 構 音 障害 な

どの コ ミュ ニ ケ山 ショ ン障 害 は、 他 者と の意 志 の疎 通 や交 流 を困 難 と さぜ 杜 会 的な 孤 立

を招 き やすく これ ま で 築い てき た 生 活を 脅 かす。 こ う した 障 害 は病 気 の進 行 に 伴い 悪 化

し複 雑 化す る。 した がっ て、 患者 の ボデイ ・イ メ ー ジ の変 化 や自 己 概念 に 与 える 動 揺 は

は か り 知 れ な い
。
そ の た め

、
不 安
、
悲 嘆
、 シ ョ ック、

生 き る 意 欲 の 喪 失 な ど 患 者 の 精 神

面に 与える 影 響は 多大 と いえ る （前 川・深 澤・ 正 木，１９９５）。 こ１う した聞 題 は、 家族 にも

影 響 を及 ぼ し、 介 護や 経 済 的な 負 担 を増大 さ せる。 ま た、 遺伝 的 要 因 をも つ疾 患 の 場合

は患 者と 家族 が 責 め合 っ たり、 恨 み合 い、 家族 の 絆 を ゆが めて しま う深 刻 な 事態 を引 き

起 こ す こ と も あ る（川 村
，
１９９５）
。
こ の よ う な こ と か ら、 看 護 師 は、

患 者 や そ の 家 族 が 抱 え

る 諸 間題 を的 確 に 把握 し、 継 続 したサ ポー トカ
ミ受 け られ る よう に 支援 して いく 必 要が あ

る。 しか し、 著 者 が行 荏 った 入 院 およ び外 来通 院 患者 へ の先 行 調 査 で は、 看護 師 と自 分

の 病気 に 対す る 思 いや 気 持 ちに っ いて 会話 を した経 験 を もつ 者 は 少 なく、 病 院 で の看 護

師 の 存在 が自 分 にと っ て どの よ う に有用 で ある か を語 っ 危患 者 は 稀 であ っ た。 しか し、

神 経難 病 患者 は 看護 師 か らケ ア を され てい る経 験が 少 征 いと 回 答 して い た にも 関 わ らず、

患 者 の肯 定的 な 病気 の 受 け止 め 方と 看護 師 の支 援 には 征 の季冒関 が示 され、 看 護 師 の支 援

は 患者 が 前淘 き に病 気 を受 け 止 めて 行く 上 で関 係淋 あ り、 看 護 師 によ る 支援 の 重 要性 が

示 唆 され た。 そ のた め、 今 回 の 調査 研 究で は、 神経 難 病 患者 の 心 の ケア に つ いて 看護 師

淋 どの よ うに 思 い、 取 り組 ん で いる の かの 実態 を明 ら か に し、 神 経難 痛 患 者の より 良 い

ケ アの あり 方を検 討 する こ とを 目的 と した。

２、 研 究 方 法

１） 研究協カ者：神経難病患者の看護に当った経験のある病棟および外来で勤務する

看護 師 ２０名

２） 研究デザイ ン：半構成的面接法を用いた質的帰納的研究

３） 調 査方 法：

デー タ 収集 は、 調査 票 をも とに 研究 協カ の得 られ た看 護 師へ ４０ 分 程度 の繭 接を 行

な う。

①イ ンタ ビュー は、 半 構成的 な 質闘紙 を用 い、 テ ー プ レコー ダー で 録音 する。

②イ ンタ ビュー の所 要 時間 は４０ 分程 度と する。

③イ ンタ ビュ ー で録 音 した内 容 は逐語 録 にする。



４） 調査期 間

２００４ 年 ５ 月 ～２００５ 年 ３ 月
。

５） イ ンタ ビュ ー 内容

① これ ま での神 経 難病 患者 の 看護 体験 の中 で、 嬉 しいと 感 じた こと は どのよ う な

こ と で す か
。

② これま で の神 経難 病 患者 の看 護体 験の 中で、 難 しいと 思っ たこ と、 困っ た こと

悩 ん だこ と は どのよ うな こと です か。

③神 経 難病 患者 の 心の ケア につ いて は、 どの よう に 取り 組ん で いま す か？

あな たの 心 のケア に 対す る思 いを お話 し下 さい。

④神 経 難病 患者 の 心の ケア を取 り組 む上 で大切 に して い るこ と をお 話 し下さ い。

＊ 心のケアとは何 を意 味するのか分らないと いう 回答 も１ つの実態と捉える。

６） フィー ル ドの 概要

調査 場所 は都 内 ２ ヶ 所の病 院 に調 査鶴力 を 得た。Ａ 病院 は病 床数 １４２３ 床 の東 京都 内

にある 大 学病 院 であり 診療 部 門は 外来 １９ 科と 専門 セ ンタ ー逐 科 を有 す る高 度先 端医 療

を担う 病院 で ある。 神 経 内科 病棟 の病床 数 は ３０ 床 で、 外来 診療 は 一部 予約 制 を取り、

毎 目６名 の医師 が 診療 に あた って いる。 月 平均の 外 来神経 難病 患 者 数 は、１００名 前後 で

ある。 Ａ病院では神経難病患者が入院する混合病棟と脳神経内科の外来で調査 を行っ

た。 病棟 の 特性 と して は、 脳神 経 外科 との 混合病 棟 が２ ヶ 所、 腎臓・救 命 急の ３ 科が 入

る 混合 病棟カミ１ ヶ所 で あった。 勤務 形態 はそ れ ぞれ ２ 交替制 で プライ マリ ーナ シ ング

繍 を取 って い た。 ま た、 Ｂ 病院 は診 療部 ２４ 科と 救急セ ンター を もつ 東 京都 内に ある病

床 数 ５０８ 床 の申 核病 院 であ る。 神 経内科 病棟 は２４ 床 を有 し外 来 診療 は 完全 予約制 を と

り 常 時 ２～３ 名 の 医師 があ たっ て いる。 須 平 均の 外来神 経 難病 患 者 数は約 ５０～６０宅 で

ある。 神経 内科 外 来と 病 棟は脳 神 経外 科と の混 合病 棟 １ ヶ所 で 調査 を 行っ た。 病棟 の

勤 務 体制 は３ 交 替制 で看 護 形態 はプ ライ マ リ ーナ シン グ制 であ っ た。

７） データ 分析 方 法

半構成的面接を行い得られたデ』タは、 逐語録に起こ し複数の研究者で文中に含

ま れる 中 心的意 味 内容 を抽 出 して 質的 帰納的 に分 析 する。



８） 分析の信頼性

分析 につ いて は、 神 経内 科看 護 の経験 の ある研 究者 荏 ら びに質 的 研 究の 経験 者で

デイ スカ ッショ ン を重 ね妥 当性 を高 める。

３． 倫 理 的 配 慮

調査 の 実施 にあ たり 研 究の 主 旨を説明 し、 得 られ た情 報 は本 研究 の 目的 以外 で使用

しな いこと を 説明 し同 意 を得る。 ま た、 研 究への 参加 は自 由 意志 で あり 拒 否や 途 中辞

退 が 可能で ある こ とを 予 め伝 える。 イ ンタ ビュー は、 勤務 時間 への 支 障が ない よう に

注 意 す る。

４
．
研 究 分 担

東京女子医科大学看護学部

同

同

同

同

講師

助教授

助手

教授

教授

原 三 紀子 （研 究総括 者 ・ 面接調 査 ・分 析）

小長谷 百絵 （面接 調 査・ 分析）

海 老 澤睦 （面接 調 査・ 分 析）

寺町優子 （データ分析）

水野敏子 （データ分析）
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ｗ１
「心 の ケ ア」 に つ い て の 文 献検 討

こ の稿 では 訂心の ケ ア」 に関 する 文献 検討 を行 う。 ま ず、 看護 の理 論家カ
ミ心 のケ アを ど

の よ うに考 完説 明 して いる かを 述べる。 次に 厚生 省看 護対 策総 合 事業 で行 われ 危 「心の ケ

ア 技 術研 究」 （主任 研究 員： 野 鳴佐 由美）につ い て説 明 し、 最後 に ｒ心 のケ ア」 をキー ワ ー

ドと して遇 去 ５年 間の 文 献を 分析 して 心の ケア の概 念分 析 を行 う。

Ｉ． 看 護理 論家 が述 べ る心の ケア

看 護 の領 域に おい て ｒ心の ケ ア」 が重 要で ある こと は言 うま でも 荏 い。 看 護 が人 間を 対

象 と してお り乃 人間 を 理解す る 危め に人 間の
「心」 ほ重要 在要 素 である こと は まち がい 那

な い。

ナイ チ ン ゲ ー ル は 看 護 に つ い て 次 の よ う に 述 べ て い る。
「看 護 は 生 き た 身 体（亘Ｖｉｎｇ

ｂｏａｉｅ？）と 生き た心 （１ｉ∀ｉｎｇ ㎜ｉ鋤） と身 体と 心と淡
一 体と なっ て表 現 さねた 感 情（飴ｅ１ｉｎｇＳ

ｏｆｂｏ搬ｂｏａｙａ搬 独ｉｎａ） に働 き か けるの で ある」 この よう な看 護の 考 え方 に対 して、 次 の

ような看護の方法論を示 している。 人間の ＜生命過程〉 〈認識（心）〉 〈生活遇程〉 の三者を

ま ず理 解 し、 そ れ らの相 互作用 を理解 す ること で ある。 看 護の 力の か し方 は、 生命カ が 消

耗 しな いよ う に、 ま た 生命力 の 幅カ 拡 が るよ う に 〈生 命 過程〉 を支 完る ＜生 活過 程〉 や 〈認

識〉 に働 き か けてそ の乱 れ を整 えて ゆく こと にあ ると 述べ てい る。

医師の役割は 〈生命過程〉 〈生命体〉 に直接働きかけて（例完ぱ薬を処方したり、 手術を

して 悪 い部分 を 切 除する な ど）、 その 〈生命 過程〉 の 乱 れを整 え てゆく ご とに ある。 ま た ケ

ース ワ ーカー やカ ウンセ ラー はク ライ エ ン トの ＜認識 過程〉 に働き か けて 〈生 活過 程〉 の

乱 れを 整 完て ゆく 専 門職 で ある との べ、 ナイ チ ンゲ甘 ルの 研究 者 である 金井 は 看護 につ い

て は表 のよ うな 事例 を示 し分析 してい る。

Ａ 浸 ５０ 代 再 生 不 良 性 貧 血 入 院 して 日 ヶ 肩 が 経 遇 し て い る

化 学療 法 を行 っ て も 寛 鰯 こは 姦 ら ず 鬼小 板 輸 血 を 繰り 返 し て い る。看 護 師 が 訪 室す る と イ ラ だっ 危 投 げや り な感 じ で 身 体

的 苦痛 や この 先 どう 荏 るの か 抵 ど と 訴 完 だ た め に 看護 師 は そ ん な こ と を 言 わ れ て も、 と い う 思 い で
ｒ頼 張 り ま し ょ う」 と

い う 声 洲亨を して しま った。 数 費 後 にキ Ａ 氏 は 粒 き なが ら 噛 医 者 さ ん は、 犬 丈夫、 大 丈 夫 と 言 う だけ。 看 護 麟 は 脈 を と

っ て ご飯 の 量 を闘 く だ け。 私 の 刻 こ何 か あ っ た ら あ な た だ ち 責 任 敢 っ てく れ る ん で す が」 と 訴 えた。

こ の事 例 では看 護鯛 は 「治療 法 は底 をつ いた と医 師が 言っ てい た」 と いう思 い が言 動に 強

く 影 響 して いた と述 べて いる。 この よう な事 例を 読み 解く とす ると （入 院以 来 ６ ヶ月 の間）

こ の患 者さ ん は病棟 の 申で どのよ うな 生 活を 送っ てい たの かと いう こと に 注目 する べき だ

と述 べ ている。 患者 の ＡＤＬ は 完全 に自 立 し、 手 の かから ない 患者 で ある。 す なわ ち自 立

した生 活淋 送れ るカ の ある患 者 を、 病 院 に閉 じ込 める こと によ って 起 こる 心身 の消 耗に 着



冒 した看 護 をすべ き だと述 べ ている。 だ からと いっ て自 宅 に帰っ たと き に どのよ う な生活

が あるの か をよく 知 らずに 単 に退院 や 外泊 を勧 める のが 良い 看護 だ とは いっ てい な い。

今 こ のと き求 め られる 看護 と して、 治療 に反 応 すれ ばす ぐ退院 できた 患者カ
ミ
、 治療 効 果が

上カミらず、 長期 聞 病院 に閉 じ込 め られ たとき に 起こる 心 の様 子に ま ず着目 す るこ とと 述べ

てい る。 そ して医 師の 治療 淡行 き詰 っ たとき こ そ看護 が その力 を 発揮 す
べ き であり、 看護

は患者 の 生活 の仕 方 を通 してそ の人 の 生命力 の あり方 に力 を貸 す こと だと 述 べて いる。

このような身体一精神一環境要因の相互作用を軸にし危看護論は現代でも十分活用でき

る。 実際、 学 生な ど初 学者 には 一旦 人間 を身 体・ 杜会 ・ 精神 に分 類 して、 その 後統 合 する

と い う思 考遇 程は わかり や すい。
彩

しか し近年人 間 を、よ り大 きな 統』 体 的な場（ｕｎｉｔａＷ 丘ｅ１ａ）に内 包され た もの と してと ら

え、 健 康 を人 間の ダイ ナミ ック な経 験と して 考 えるよ う になっ てき た。 す なわ ち前 者 は部

分 の総 和が 全 体と して とら 乏られ て いる が、 後者 は人 間 を統一 的 存在 と してま た同 時 に宇

宙の 分割 でき ない 全体 性に 連続 した 存在 と して提 完る ことカミ重 要 であり、 患者 ・看 護 師の

全 体の 動 的に進 化 するパ ター ンには 境界 はなく、 看護 師の 実践 へ の参加 は 欠 かせな い もの

と して 明確 に述 べ られて い る。

人間 を環 境 を含 む統一 体 と して提 完る 看護 理論 家の 一人 で ある シスタ ー ・カ リス タ ・ロ

イ（１９９２）は 一 イ 適 応看護 論 入門一 の 中で、人 聞に 対す る環 境 から の入力 へ の対 処機 制 は、

畷 節器機制」 と 聴 知籍機 紬 に分類できると述べている。 患者行動は 「生理的様武一

「役割機能様式」 噌 己概念様式 賄 互依存様式」 のいずれかで反応淋現れる。 そして適応

レベルカＳ観 察 できる の は、 こ の ４つ の 主要カ テ
ゴリー を 通 して で ある と述 べ ている。 この

４ つの 中で 心の 反応 に相 当す ると 思 われる 様 式は人 の 心理 的、霊的側 面 に焦 点 を当 てた 噌

己 概念 様 式」で ある。自 己概念 様 式の基 礎 となる 基 本的 二一 ドは精神 的統 合 とさ れて いる。

す なわ ち自 分が 講 かとい う こと、 そ して統 合 の感覚 を 持っ て存 在す る、 あ るい は存 在 でき

る とい うこ とを知 る とい う 二一 ドで ある。 自 己概念 様 式に は２ つ の下位 領 域が ある。 身 体

的自 己と 人 格的 自 己で ある。 身 体的自 己 には 身体感 覚 と、 ボディイ メ ー ジ（身 体像）の ２ っ

の構成要素がある。 身体感覚は身体的存在としての白分自身を感じ体験する能力と考えら

れ る。
「気分カミ悪 い」 腋 れた」 な どは身 体的感 覚 行動 の例 であ る。 ボデ ィイメ ー ジはそ の

人 が自 分の 容姿 や外 観 を どの よう に 見て いる かと いう こと であ る。
Ｆもう ち ょっ とや せる 必

要 淋あ る」「体 の調 子が す ぐれな い一 な ど はボディイ メ ー ジ に関連 してい る。 人 格的 自 己は

白 己一 貫性、 自 己理想、 道 徳 的・霊 的自 己の ３ つの 構 成要 素を 持っ てい る。 自 己の 有機 体

と して の一 貫性 を保 持 し不均 衡を 排 除する よ うに努 力 する こと で ある。 自 己一 貫性 に 関す

る反 応 は人 間の反 応 や言 葉 による 表 現を観 察 する こと によっ て わ かる。 風 は本 当に 手撮 が

怖 いん です。一
ｒ私は ζのテ ス トで 良 い成績 を 取れる と 思う んで す」 な どで ある。 自 已理 想

はそ の人 が 何に なり たい と か何を した いと か に関連 してい る。 人間 の道 徳 的・ 霊的 自 己は



自分の価値体系と自分が何者であるかの評価を含んでいる。 人間の自已概念に影響する行

動 や勅 激 をアセ スメ ン トでき るよ う にな るた め には、 自 己概念 に 関す る知識 を 持つ こと が

大切 で ある と述 べ られて いる。

ま た 「相 互依 存様 式」 も心 をア セスメ ン トする 上で 重要 な様 式で ある。 こ の様 式 は愛情

や価 値 を与 えたり 受 け取っ たり す ると いう 相互 関係 に焦 点 を当 てた もの であ る。 この 様式

の基 本的 二一 ドは養育 関係 にお け る安 全の 感情 であ り 「十分 な愛 情コ で ある。 す なわ ち人

に養 育さ れる 二一 ドと 逆 に人を 養 育する 二 一 ドの 爾 方を 統合 した もの で ある。 そ して世 話

を したり、 気 づかっ た り愛清 を 注い だり 自分 を主 張 したり 集団 に属 したり、 人 に承 認さ れ

人 に理 解さ れる な どの 二一 ドを 意味 して いる。 相 互依 存様 式 では 「重要 他者」 と 「サポ ー

トシステ ム」 の 関係 に焦 点が あ たって いる。

こ の よう にロイ も 人聞 を刺 激と 反応 を もつ］ つ のシス テ ムと して と ら完心 のア セスメ ン

トに つい て 「自己 概念 様 式一 と 「相 互 依存 様式」 につ いて詳 しく 解 説を して いる。

この よう に看 護理 論家 は人 間 を広 義の環 境 を含 ん だ全体 性、統一性、統合 体と して とら 完、

心は身体や杜会な どの環境との広い相互作用の申で必ず取り上げられており、 看護の重要

な 要素 の一 つ である こ とは 間違 いな い。

次に マー ガ レッ ト・ニ ュー マ ンは健 康 の概念 を 「拡 張す る意 識一 と して全 体の パタ ー ン

と して みる と述 べて いる。 人 間を 統一 的存 在と して、 ま た 同時 に宇 宙の 分割 でき ない 全体

性 に連続 した 存在 と してと ら える こと が重 要で ある と述 べる。 疾 病 は私た ち を侵 す別 の実

態 と して と ら完る の でばなく、人 間一環 境の相 互 作用 が発 現す るパ ター ンの 開示 と してと ら

える 必要が あ ると いっ てい る。 ある 文化 に属 す る看護 婦 が他 の文 化 に属す るク ライ エ ンと

の ケア を有 効 にでき る か どう かを知 るた めに は、 看護 婦÷ クライ エ ン ト関係 の 中で 相互 関

係 の経 験に 周 を向け る必 要が ある こ とを明 ら かに した。 つ 豪り 繭者 の間 の 結びつ き が最 も

重 要だと 述 べて いる。 研 究者 と対 象、 看護 婦と クライ エ ン トと いっ た誤っ だ 二分 法 を赦棄

し、 参加 者 がまと まり と して の結 びつ きの 申で、 進 化す るパ タ 山 ンを明 ら かにす る。 看護

師が 古く て狭 い健 康観 を捨 て、 全 体の 全て のス ペク トラ ム を視 野に入 れて みる こ と淋 でき

るよ うに なっ たと き、 その 人 の実 践は 広添る。 例 え ぱ
「全体 を見 ると いう こと は、 個人 お

よ び 専門 職業 人と しての 拡 張 であっ た。 …・（賂）・ 一 ・ ほ さに〕 人々 〔ク ライ エ ン ト〕 が

経 験 して いるこ１と が私 に示 される と き、 私 はその 人々 の経 験を 分 がち合 っ てい る。」 ｒ私 那

しなけ れ はな らな いこ とは 〔そ こに いて〕 傾 聴す るこ とだ けだ とい うこ と にすく 気 がつ い

た・…（酪）・… 私 は面 接を方 痢 づけ なけ れ ばなら ないと か、 痛 みを 和 らげ たり、 聞 題 を解決

しなけれ ばならな い といっ た 考完 を捨 てる 必要 があ った。 目的 は一（路）一 全 体的 な感 覚を

浮 かび上 淋 らせる こと で あっ わ すな わち看 護 をす る 喜び ば、 人 生の 混 乱と不 確 かさ の時

期 に ある クライ エ ン トと完 全 にとも に あるこ と、 す なわ ち人 生の 予測 でき ない 逆説 的な 事

態 の 無条 件の受 容 にあ る。 自 己への 集 中か ら自 己を越 完 て広が る 広い視 点、 一 種の 宇宙 的



視点 の転 換以 外 に どういう 成 功 した成 果淡 あり うる かを 知る こと は 不可能 で あると ま で述

べて いる。 ヘ ルス ケア の専 門 家の行 為 より む しろ存 在に つ いての 認識 が援 助 の第一 義 的な

働 き なの であ ると 言っ てい る。 これ ら のこと に つい てナ ースク リ ニ シャ ンの ドバー ネ ック

の経 験を引用 して 説明 して いる。 彼 女 は自分 自身 のア ジ ェ ンダを 放棄 し、 在 にか を変 麦る

た め では なく、 た だ単 にク ライ エ ントカ 沁 配 事 や彼 らが行 い花 い と望 む行 為 を明確 化 する

と き付 き 添う ため に彼 らと とも にあ ろう と しだ経 験 につい て語 る。 彼 女は 浮 かび上 がっ て

き た こと は、 自 分カ
ミア ジェ ン ダに基 づい て実 践 しなけ れ ぱな らな いと 思っ てい たこ とよ り

も、 はる かにク ライ エ ン トの人 生に とっ て核 心的 な事 だっ 危と 指 摘 して い る。 一（賂）・一・

ドバーネ ック ぱ、も し必 要な期 間、無 条件 のケ アリ ン グの 関係 を縫 持する こ どが でき れ ば、

信 頼が 確 立され た 時点 で転 換那生 じる こと を 観察 した。 つ いで、 そ の関 係 は幾 分肩 のこ ら

な いも の になり、 そ れを 特徴 づけ てい た 距離感 が消 減 して いく よう に思 われ た、 と 述べ て

おり、 看 護 は身 体的 な援助 や 介護、 教育的 指 導や相 談 にの るこ と以 上に、 た だ 寄り 添い、

思 いや 望み と一 体化 する とき に重 要な 転換 が 生 じる と 述べ てい る。 ブー ガ レッ ト・ ニュ］

マ ンは、 ま さに 心の看 護こ そカ
葦看 護 に他な らな いと 述 べて いる と考 完る。

最 後 にパ トリ シア ・ベ ナー は 「現象 学的 人間 論と 看護」 の 中 で、 看
護 実践 と は、 患者が

病気 とい うス トレス に対処 してゆく の を手助 け しよ うと する 営 みの こと をさ すと 述べ てい

る。 看護 婦 はその 実 践の中 で、 健 康と病 気、 成 長と 喪 失を人 か 体験 して いる がま まの あり

よう を扱 う。 看護 実 践を 可能 にす る根 本条 件 は気 づか い （Ｃ淑ｉｎｇ） で ある とい っ てい る。

本の 中で、 気 づ かい に基づ い た看護 実 践が病 気 の経過 に どの よ うによ い髭 響 を及 ぼ しうる

かを 明ら かに しよ うと して いる。 看 護と は人 の 生き 抜く 体験 と しての 健 康と病 気 に関 心を

持っ て関 わり 合い、 疾 患を あく ま で患者 の 体験 との か かわり の 申で研 究 してい く 営 みなの

だと 理解 すれ ば、 いく つ かの重 要な 領域 で薪 しい展 望が 得 られる。 そ して 旧 来の 心身 二元

論は 統合 的な 人間 観に 取っ て代 わ られる。 優 秀 な看護 婦 は健 康と 病気 と疾 患が どう違 い、

どう いう 関係 にあ る かを理 解 してい る もので ある。 こ の 理解 に導 かれ て看 護師 た ちは、 公

式の 看護 記録 や個 人的 な看 護ノ ー トをと る一 方 で、 患 者 の物 語を 知ろ うと する。 看護 婦た

ちは どの病 気 にも １ つの物 語カミあ り（計画カミ危 機 に瀕 する、 ある い は頓挫 す る、 人闘 関係 淋

かき 乱さ れ る とい っ た物 語）患 者 の 生活 に 起こ っ て いる そ う した 出来 事 に よっ て 症状 そ の

ものが 特 定の意 味 を帯 びてく る こと を知っ て いる ので ある。 病 気 の持 つ意 味 を理解 する こ

と によ っ て看護 婦 は治療 を 容易 に し、 患 者の 回復 を 早める こと が でき る。 治療 の 手立 てが

なく、 治る の は無 理と いう 場合 でさ 完、 患者 とそ の生 活 にとっ て病 気 が いかな る 意味 を持

っ てい る かを理 解 する こと ぱ癒 しの 一形 態で ある。 ク レア ヘイ ステ ィ ン グの事 例 からそ れ

らのこ とカミわ かる。 ㌧（路）一 年 老 いだ 婦人 が娘 さん と 車椅子 に乗 っ てやっ て きま した。・・

（酪）… 私は 背景 的征 質間 から 入る のが 普通 です。 つ ま りな 笹あ な たはこ こ に来 るこ と にな

ったの か一（略）一 彼女に最初に聞いたのは普段も車椅子を使っているのか どうかで し

た。 ・・（略）一 こ う聞 いた 途端、 彼女 の口 か ら言葉 が あふ れ 出 しま した。 …（賂）一 こ の会 話
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に とっ てす ぐに私 たち の閻 に触 れ合 いが 生ま れ、 出会 い は感 情の レベ ルに 移行 しま した。

出 会っ てす ぐで、 彼 女 のこ とを まだ ほと ん ど知 らな いう ち から私 たち は率 直 に気持 ち を語

り 合 うこと が できま した、 うまく 言 うの は難 しい の ですが、 患 者 さん との 閥に 触れ 合い が

生 まれ たと き、 私 には その こと 淋な んと なく わ かりま す。 一（賂）・・彼 女の 全身 を入 念に 調

べ ていく に つれ て、 彼女 はま すま す感 傷 的に なっ てき ま した。 た ぶん 彼女 はこ う した個 人

的 な 事柄 をそ れま で 話 したこ と 淋な かっ た ので す。 ・・（路）・・ に の病 気の こと で親 身に な

っ て話 を闘 いてく れ 危人 はこ れま で １人 もいな かっ た わ。この病 気 を私 にとっ て の大 間題、

一 身上の 事 件と いう ふう に受 け止 めて 私 に声を 掛 けてく れ た人 はい な かった のよ」 これカミ

こ の出会 い にお ける 大事 な点 で した。 実際 私 には彼 女 に してあ げ られる こと は他 に あまり

あり ませ ん で した。」 と 述べ るク レア ヘイ スティ ング はこ の出 来 事を通 じて、 人 の生き 抜く

体験 と しての 痛気 に 理解 を深 める ことカミどれほ ど重 要 かを 認識 した、 と 結 んでい る。 この

引用 でも わ かるよ う に、 病 気 は患 者に とっ て、 病気 その も ので はなく 患 者の 体験 で あり看

護鯛 はそ の 体験に か かわる こ とカ 濾 しの営 みな の だと理 解 すれ ぱ、 心の ケア の重 要性 につ

いて 新 しい展 望が 得 られる。

以 上 に
、
看 護 の 理 論 家 と 呼 ば れ る フ ロ ー レ ン ス ・ ナ イ チ ン ゲ ー ル

、
シス タ ー ・ ロ イ

、
マ

ー ガ レッ ト ・ ニ ュ ー ブ ン、
パ ト リ シ ア ・ ベ ナ ー の 看 護 論 に つ い て 簡 単 に 述 べ た が、 こ れ ら

は看護 の 実践 の中 心 は心の ケア につ い て洞 察を 深め るこ と であり、 心のケ ア が看護 の 本質

であ ると 読み 取る こと もで きる。

π、 心の ケア 技術 研究

心の ケア 技術 研究 は主 任研 究者、 野嶋 佐由 美に よっ て、 看 護者 が提 供 してい る
「心 の看 護

の 構成 要 素を明 ら かに し、 モ デル化 した もの で ある。

対象者は看護経験５ 隼以上の同意を得 られた看護者 ３９名 である。 病者の気持ちや心を

支 完 なが ら、 看 護 が提 供でき 危 と考 完る 場繭 につ いて、 そ の状 況 や看 護者 のとっ た 言動 や

行 動、 そ のとき の 思い、 臨床 の判 断 と働き かけ、 そ して 患者の 反応 や 行動 にっ いて 看護者

に 語っ て もらっ て いる。 得 られ たデ ータ は患 者一 看護 者 の関係、 ク リ ニカ ル
ジャッ ジメ ン

ト、 ケ ア リ ン グ、
Ｅ㎜ｐｏｗｅｒｍｅｎｔ の 視 点 に 沿 っ て 質 的 に 分 析 し て い る。 そ の 緒 果、 看 護 者

に よる ここ ろの 看護 はいく つかの 局 面が複 雑 に絡ま り 合っ てい る織 り なす 心の看 護 を展開

してい ると 述べ て いる。 その 局 面と は 【関係 性の 局面】【ク リニ カ ル ジャ ジメ ン ト】【モ ニ

タリングの局面】【ケアリング行動の局面 舳 看護者の心の動きの局面】 から構成されてお

り、 ζ れ らを織り な す心 の看 護モ デ ルと して 構築 して いる。

礪 係 性 の局 面】 は、【関係 発 展 の方 策】 によ って 患 者と の援助 関係 を 形成 しそ れ ぞれの

段 階で 【関係 の 特質】 を 持ち、 【関係 のモ ニタリ ング】 を行っ て いる。

一クリ ニカ ル ジャ ジメ ン トの局 面】 と は、 看護者 が 臨床 場面 にお いて 患者 のお かれ てい

る状況と適切なケアについて判断することをいう。 看護者はそれぞれの判断基準を持ち内
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容 を決 定 している。 判 断内容 の妥 当性 を高 める た めにク リ ニカ ル ジャ ジメ ン トのモ ニタリ

ン グを も行っ て いる。

ぽ ニタリ ン グの 局面】 と は看 護者 が自 分の 判 断や 体験 を振り 返 り、 分 析 し、 そ れを フ

ィ ー ドバ ック して 薪 たな判 断 や体 験に 活 が して いる。

【ケア リ ン グの局 面】 とクリ ニカ ル ジャ ジメ ン トを もと に選 択 したケ アリ ン グ行 動を 患

者の 状況 に合 わせ て 織り な しなが らケ アを 提供 する こと を いう。 看 護者 は 『存在 の 気づき

を促すケア遜『思いの表出を促すケア』『心の安定を保つケア』『安楽をもたらすケア』『目

常生 活を 整 えるケ ア 打 意 思決 定を 促す ケア』 の ９ つの ケア リ ン グ行 動 を一 つの ケア の 場

面 に組み 合 わせ織 り な して 提 供 し、 患 者の 心一 身 体一生 活 を統合 さ せ、 患者 に力 を 与え１た

り、 闘題 解決 の能 カの 促進 を 図って い る。

織りなす心の看護場面は 『検査・処置の場面』 肺 常生活ケアの場面』 恥 へのケアの場

面』『教育的働き かけの場面』『家族へのケアの場面固『チームでのケアの場面』 で日常生活

で具 体的 ケア を提 供 しなが ら行 わ れて いる とい う特 徴が ある。 こ れ ら６ つ の中 で 陥 常 生

活を 整完 るケ ア』 の場 面が 最 も多 かっ だと 述べ てい る。

『心の ケア の場 面』 で は受 け入れ る ・励ま す ・気 づか う・ 希望 を もた ぜる ・ ねぎ らう・

慰め る・ 認め る・ 分 かち合 う・ 患者 の 意思 に沿 うこ と・ 二一 ドを 満 たす ・そ の人 ら しさ を

引き 出 し大事 にず る・ 話 し易 い雰 囲気 や環 境を 整完 る・ 気分 転換 を促 す ・意 欲や 思 いを引

き 出 す・ 心の 整理 の 時間を 設 ける ・約 束する ・ 情報 の提 供・ 説明 す る・ じっく り 聞く ・待

つと いっ た相 互に より 理解 しようと す るた めの 場面、 た びた び訪 室 し声 を かける 場 面、
一

緒に いる こと や一 緒 に行動 する 場 面な どが抽 出 され てい る。

こ の研 究 は、 看 護 師が 心の ケア を提 供 してい ると いう こと が 前提 であ り、 心の ケ アを ど

のよ うに 提傑 し、 どの よう な 技術 を提 供 してい るの かを 明 らか に したも ので ある。

皿． 週去 ５年 悶の 心の ケア に関 す る研 究論 文

１、 は じ め に

従 来「心の ケア」とい う言 葉 は統合 失 調症 のよ うな 精神 病者 に たい して使 われて き たカミ、

近年、 教 育現 場や 災害 時の 被 災地 の実 践・ 研究 にお いて も Ｆ心の ケ ア」 淋多く 使用 される

よう にな ってき た。 看 護の 斌象 は 人間 である た めに 心の ケア が重 要 であ るこ とが 言 うま で

もな いこ とは 上記 に述 べた が、 心と 身 体の 二元 論か ら、 人閻 を広 義 の環 境 を含 む統一 体 で

と ら 完よ うと する 動き 淋主 流 にな る半 面、 看護 の現 場 では、 身 体ケ アを して 身 体が 治癒 す

れ ば、 お のず と心 の安 寧 はつ いてく る とい うよ うに、 心 のケ アと い う言 葉 は、 身 体 から一

方向 に流 れ、 心に 対時 する 言 葉と して あいま い なま ま使 用 されて き た。

こ の稿 で は、 遇 去 ５年 間の 国内 の文 献 で
「心 の ケ 列 を キーワ ー ドに 含 む原著 論 文を検
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討す るこ とに よっ て ζ心の ケア」 の現 象を 弱 らかに し、 状況 を説 明 し、 効果 的に 示す こと

を試 みた。

２． 方 法

デ ータ 収集 は冒 本の 看護 の文 化 の中 で ｒ心の ケア」 が どの よ うに使 わ れてい る かに 限定

し、 和文 献の 検索 に適 した医 学中 央雑 誌を
「心 のケ ア」 を キー ワー ドに 原著 論文 に絞 り検

索 した。 その 結果 ４４ 件が 検索 さ れた。 各 文献 の申 で 心のケ ア とい う概念カミどの よう に使

われ てい るか に注 目 しな添 ら、 文 献 ごとに 定義 と属 性、 先行 因子、 帰 緒、 関 連す る概念 に

つ い て、 相 当 する と思 わね る箇 所 を記 入 し、 デ ータ ごと にラ
ベ ルをつ け た。 次に 共通 する

項肩 ごと にカ テ ゴリー 化 し、 記 述 する こと によっ て 概念 の特 性 を明 らか に した。 さ らに概

念カミどの よう に使 われ てい る かを 分析 した 結果 を踏 ま 完て、 本概 念の 定 義を 作り、 そ の定

義 を 実践 的に 論証 する た めにモ デ ルケ ース を例示 し、 最 後 に難病 看護 分 野に どの よう に活

用 で きる かを 検討 した。

３． 結 果

分析 は心 のケ ア に関連 する 文 献の 申か ら属 性、 先行 因子、 帰 結 を摘 出 した。

１）属性

属 性 と して、 巨心の 様相】 と 【手を さ しの
べ る方 法】 カミ抽 出さ れ た。

ま ず 【心 の様 相】 は対 象者 の言 語 化 した悲 しみ、 怒 り、 ショ ック、 無 力感、 自 信 喪失、 恐

怖、 不安 な ど 〈精神 的 にネ ガティ
ブな 状況〉、 消 耗感、 急 性ス トレス反 応 な ど 〈心 身の疲 弊

の状 況〉、 失っ た もの に固 執 し他の 思考 が入 り込 ま 荏い 〈と らわ れ〉、 顔 面神経 麻 療な どの

〈身 体症 状〉、 無 表情、 無 言、 落 ち着 きが ない な どの 〈行動 の変 移〉 荏 どが 認 められ た。 そ

れら に対 して 巨手をさ しのべる 方 法】 では、 話 を じっく り聞く な どの 〈傾 聴〉、 音 楽療 法、

作業 療法 な どの 〈精 神療 法〉、〈休 養〉、 正確 な情 報 提供、 治療 の見 通 し、 現状 肯定 な どの 〈清

報の 提供〉、 〈カ ウンセ リ ング〉、 〈薬物療 法〉、 〈被害 者 に落 ち度 がある と いう 風 土の払 拭〉、

〈微 者の 役に 立つ 実感〉 な ど淋 あ げら れた。

こ れ らの前 提 と して、 医療 の婁 場 におけ る 心のケ ア は不十 分 で、 治療 や身 体的 ケア にお

われ て 心のケ ア添 優先 され て いな い状 況が あるむ 特 に他 者 に救 済を 求め る基盤カ
ミなく、 ケ

ア提 供者 が心 のケ アを 意 識 して ケ アを 提供 しな けれ ぱ自 ら精 紳 的サ ポー トを 求 めてこ ない

子 ども、 不妊 カ ップル、 障害高 齢 者、 重篤 な疾 患を 有 する患 者、 ケア を され る側 で はなく

ケア 提供 者な どが 心の ケア の 対象 者と して あ げられ て いた。

２）先行要件

心 の ケア の先 行 要件 と して、 他 者 か らの侵 害（虐 待、 い じめ）、 喪 失 （命 の喪 失、 身 体機

能の 喪失）、 災害 （地 震、 台風、 テ ロリ
ズム）、 治せ ない 疾患、 先 が見 完な い状 況 （不 妊、

高齢障害、 難治性慢性疾患） 失敗体験 （不妊治療後の流産、 糖尿病治療のコン ゆ 一ル不

良）、 ス トレス （学校 生活、 障 害児 の育 児） カ
§あば られ た。

３）帰緒
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心の ケア の帰 結と して、 ま ず 〈感情 が コン トロ ール され る〉 添 あげ られる。 例 完 ば、 不安

が 軽 減す る、 気持 ちカ
ミ楽 になる、 苛立 ちが なく なる、 気 持ち の整 理淋 つく、 自 責 の念 がな

く な る、 無力 感 からの 解放、 落 ち着 いた 表 情を みぜ る添 あ げられ 危。

次 に 〈自信（自 己概念）の回 復〉 で ある。 例 え ば 自杖 歩行 を受 け 入 れる、 周 囲 との 関係
が

回復 する であ る。

さ ら に 〈自 立へ 向 かう前 向き な気 持 ち〉 があ げら れ、 例差 ば、 次な る 課題 に挑 戦 しよう

と したり、 職 場復 帰へ の意 思 をか ため たり な どであ る。

ま た 〈身体 的在リ ラ ック ス〉 も指 標と してあ げら れて いる。 例 完 ぱ、 副 交感 神 経が 優位

にな る、 神経 麻藻 が消 失す るな どである。

最 後 に 〈慢 性疾 患が ロ ン トロ ー ルされ る〉 カミある。 例 え ば、 治 療効 果カ
ミ継続 す る、 疾患

の自 已管 理が でき るな どである。

４、 考 察

１）本概念の定義

概 念分 砺の 結果 を踏 ま 完 「心の ケア」 は 憾 情の コ ン トロ ール が でき、 自 己概 念の 回復

添得 られ、 自 立 へ向 がう前 向き な 気持 ち、 身体 的な リラ ック ス、 慢性 疾 患のロ ン トロ ール

がも た らされ るこ とを 冒標 と して いる。 手 をさ しの べる 方法 と して は、 傾 聴、 共 感な ど を

含 む 精神 療法、 被 害者 を守 る風 土 をつく り、 休養 を 与 えるこ二とな どが 行 われる。 これ ら は

他者 か らの侵 害、 喪失 体験、 失敗 体験、 治 せな い疾 患、 災害 な どを先 行 要件 と して、 悲 し

み、 怒 り、 シ ョ ッ ク、 無 力 感、 自 信 喪 失、 恐 怖、 不 安 な ど 〈精 神 的 に ネ
ガ テ ィ ブ な 状 況〉、

消耗 感、 急 性ス トレス反 応な ど 〈心 身の疲 弊〉、 失っ 危も のに 固執 し他 の 思考が 入 り込ま な

い 〈と らわれ〉、 顔面神 経 麻藻 な どの 〈身体 症状〉、 無表 情、 無言、 落 ち着 きが な いな どの

く行 動 の変移〉 な どの 心 の様相 を 示 し、 あ るい は示 すと 予想 さ れる 対象 者に 対 して行 わ れ

る」 と 定義 でき る。

２）難病看護分野にどのように活用できるか

難治性の疾患を持つ患者は、 身体的な違和感（初期症状）を持ち始めた頃から悪い病気で

はな い かと不 安感 を 持ち、 そ の症 状が 進行 し始 める と なんと か しな けれ ぱと い う焦 燥感 那

増大 す る。 そ こ で患者 は、 身 体機 能の 低下 の原 因の 説明 を 求め、 何 ら かの治 療 によ り機 能

低 下が 改善 され ると いう 期待 感を 持っ て病 院 を訪れ る が、 医師 から疾 患 は難 治 性で根 本 的

な 治療 法が ない と告 げら れる。 こ の遇 程で 患者 は大 き な ショ ック を 受け 死の 恐怖 や 身体 障

害 への 不安 な どか ら、 ひ そ かに涙 を流 し、 いっ その こ と死 んで しま いた い ほ どの精神 的 な

ダメ 』 ジを受 け る。 これ らの 状況 はま さ に心の ケアカ
ミ必要 であ る患 者 にほ かな らな い。 難

病 はそ の名 の示 すと おり、 根 本的 在治 療法カ
ミなく、 病 気で あっ ても 完治 ずる こ と淋 ない 疾

患 であ るた めに、 こ のよ うな 疾患 を涛 っ患 者 に対 して 心の ケア は身 体的 ケア と 共に 最優 先

す べき ケア とな る であろ う。
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この よう な患 者 にとっ て 心の ケア の目標 は どん なと こ ろにお け ばよ いの だろ う か。 本 概

念分 析 で は、 心 のケ アの 目標 は、 感清 のコ ン トロー ル がで き、 自 己概念 の回 復淋 得 られ、

自 立へ向 か う前 向き な気 持 ち、 身 体的 なリ ラ ックス、 慢性 疾患 のコ ン トロー ル な どが あ げ

られ た。 難病 患者 も 同様 に、 死ん で しまい た いほ どの ショ ック がや わら ぎ、 身体 の 障害や

ボディ イ メ山 ジ の変容 が あっ ても 自信 を取 り戻 し、 自 己概念 を 再構 築 して、 頑 張っ て生活

しよ うと い う前 向き な気 持ち にな る心 のケ ア目 標が あ げら れる と考 える。

と こ ろが難 病 は自 立 した栓 会人 と して経 年 してζ ら れた方カミ罹患 する ため に、 つ らい心

の様相 を誰 かに相 談 し、 打ち明 け よう と しない こと が多 い。 その た めに 患者の 心 のケ アに

入 り にくく 看護 師 は積 極 的な 取り 組み をせ ずに 見守 ると いう 形 をとり が ちで ある。
「心 のケ

ア」 をキ ーワ ー ドと したいく つ か の文 献の 中に、 難 病患 者が 対象 とな っ た文 献が な かっ た

の も 心の ケア の胃 標を 持 ちにく い 対象 であ るこ とと とも に、 つ らい 状況 が あって も １人 で

乗 り越 完 られる 力 を祷つ １人 の人 閥と いうイ メ ー ジが ある から であ ろう。

しか し難 病の 体 験は 本概 念 に定義 され た 精神 的にネ ガ ティ ブ荏 様相 を示 し、 治 癒す るこ

と だ けた とら われ、 逆 に回 復 しない 現実 を突 きつ け られて 行 動淋 変移 する とい っ た身体 症

状 が韻 現 しても 不 思議 では ない 体験 で ある。 今ま で のよ うに難 病 患者 の看 護の 中 心を身 体

ケ アに おき、 心 の ケア は付 録の圭 う な窺 状 から、 今 後 は心 の ケア を重 視する 看 護 にか完 て

ゆく 必 要が ある。 そ こ で多く の看 護理 論 家が 述べ るよ う に、 患者の 生 活者 と しての 話に 耳

を傾 け、 共感 し、 共 有 し信頼 関係 を 形成 して ゆく 必要カミある。 すな わ ち、 これ らの 患者 の

体験に看護師が深くかかわり体験を共有する瞬間に癒 しの営みが成並することを認識して

これ ま で以 上に 看護 師は 難病 患者 の心 のケ ア に着因 す る必 要が ある。

５． ま と め

ｒ心 のケ ア」 をキ ーワ ー ドした 国 内の文 献 は４４ 件検 出 され た。

そ の うち 心の ケア を実 際に 行っ てい る、 文 献に 関 して属性、 先行 要件、 帰 結 に関 して 要

素を 描出 した。 そ の結 果難 病 患者 への 心の ケア はよ り いっそ う 重要 であ り、 意 図的 に看護

に取 り組 む必 要が ある ζ とが 考え られ た。
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Ｖ
．
結 果

１． 対 象 者 の 概 要

１） 属性

対 象 者 は 女 性 １９ 名（９５％）、 男 性 １ 名
（５，０％
）の ２０ 名 で、 平 均 年 齢 は ２９．５ 歳（ＳＤ６．０３

）だ っ

た。 臨 床 経 験 年 数 は、
７．５ 年（ＳＤ６．２５）、

神 経 内 科 で の 看 護 経 験 年 数 は ３．３４ 年（ＳＤ３．
０２）で あ

った。 施設 別の 殉訳 で は Ａ 病 院 １４名（７０％）、 Ｂ病 院 ６名（３０％）で あっ た（図 １）。 外来 での 看

護 経験 のある 看護 師 は １（５．０％）名 であっ た。 神 経 肉科 への 配属 の希 望 は、 自分 の希 望 １０ 名

（５０％）・ 人に 勧め られ て １名（５・０％）・ 希望 では なかっ た ９ 名（４５％）で・ 対 象煮 半 数は自 分 で

神経 内科 を希 望 じてい た（図 ２）。 最 終学 歴は、 看護 専門 学校 ９ 名（蛎．０％）、 看 護 短期 大学 ４

名（２０．０％）、
看 護 大 学 ６ 名（３０

．０
％）
、
大 学 院 １ 名（５．０％

）で、 取 得 免 許 は、 看 護 師 資 格 の み が

１４名（７０％）、 看 護 師お よ び保健 師 資格が ６名（３０％）であ った（表 １）。

図、１１窟設別 の
内訳

ハ
．珊

図２． 神 経 肉 科 へ の 配 眉 の 希 蟄

自 分 の 希 望 人 に 勧 められ て 希 望 では なし、

２） 神 経 内科看 護 への 関 心

対 象者 に神 経内 科 の看 護に つい て 関心が ある か、
「葬常 にそ う 思う」、

訂か なり そう 思う」

訂や やそ う思 う」 「あま り そう 思わ な い」 「全く そ う思 わな い」 の ５段 階 で尋 ねた 結果、
「非

常 にそう 思う一３ 名（１５％）、
「かなり そ う思う」 ７ 名（３５％）、 「や やそ う 思 う一 ９ 名（４５％）、 脇

まり そう 思わ ない 打 名（５１０％）
「全く そ う思 わな い一 は、 Ｏ名 で、 ５０％の看 護 師は 神経 内科 看

護に 非常 にま た はか かな り関 心が ある と回 答 してい た（図３）。

ま た、 紳 経内 科 の看 護 が 好き で ある か、 ｒ非 常 にそ う思 う」、 訂かな りそ う 思 う」 「や やそ

う思 う」 脇 ま りそ う 思わ ない パ 全く そう 思わ ない」 の ５ 段 階 で尋 ねた 結果 で は、 非 常に

そう 思う」３ 名（１５％）、
「か在 りそ う 思う」 ６名（３０％）、

「ややそ う 思 う」 １０ 名（５０％）、
「あまり
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そう 思わ ない ｎ 名（５．０％）
「全く そ う思 わない」 は、０名 で、 ４５％の 看護 師 は神 経内 科看護 に

非常 にま だは かか なり 関心 が ある と回 答 して い だ（図 ４）。

表 １． 属
性

性別

女 １９ 名 （９５．０％）

男 １ 名 （ ５．
０％）

平 均 年 齢 ２９．５ 歳（ＳＤ６．０３）

臨 床 経 験 年 数 ７．蝸 年（ＳＤ６．２５）

１ 年 未満 １名（５．０％）

１～３ 年 未満 ２名（１０．０％）

３～５ 年 未満 ６ 名（３０．０％）

５～１０ 年未 満 ７名（３５．０％）

１０ 年以 上 ４名（２０．Ｏ％）

神 経 内 科 臨 床 経 験 年 数 ３．３４ 年（ＳＤ３．０２）

１ 年未 満 ５ 名（２５，Ｏ％）

１～３ 年 未満 ４名（２０．０％）

３～５ 年 未満 ７名（３５．０％）

５～１０ 年未 満 ３名（１５．０％）

１０ 年 以 上 １名（５．０％）

最終学歴

看 護 専 門 学 校 ９名（４５．０％）

看 護 短 期 大 学 ４名（２０．０％）

看 護 大 学 ６名（３０．０％）

大 学 院 １名（５．０％）

資格

看 護 師 １雀 名（７０．０％）

看 護 師 な ら び に 保 健 師 ６名（３０．０％）
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図３．神 経難 病看 護 に対 する 看護 師 の関 心 炉２０

神 経難病看竈への関心がある

窒

蒜りそう恩わない ややそう懸う がなりそう恩う 非常にそう思う

図 ４． 神 経難 病看 護 に対 する 思 い ｎ＝２０

神轟内箒の看竈が好きである

彗

あまりそう忍 わ ない や や そう恩う かなりそう思う 非鴬 にそう恩う

２． イ ンタ ビュ ー で語 ら れた内 容

神 経難病 患 者 の看 護 に携 わ る看 護師 か ら語 られ 危内 容 を分 析 した 結 果、 大 カテ ゴリー２０

中カ テ ゴリー６５、 小 カテ
ゴリ ー１４６ に分 類する こと が でき た（表 ３）。 ま た、 大カ テ ゴリー

はさらに ｒ看護師淡思う心のケア ゴ 看護師の心を支完るもの」 Ｆ看護師の心のケアの取

り 組み を阻 むも の」 の ３項 目 に分 類する こと がで きた。 以 下、 大カ テ
ゴリ ー を 一 】、 大

カ テ ゴリ ー を構 成す る 中カテ ゴリー を［ １で示 し、 各 カテ
ゴリ ー を説 明 する に当 たり、 実

際 に語 られ た看 護師 の 言葉 を 「 」 で引用 する。
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１） 看 護師 が思 う 心の ケア

この 項 目 は、 【病 気 を もち な が ら も本 来 の 人生 の意 味を 再 確認 でき る よ う な 働き かけ】、

【患者 がリフ レッ シュ でき るよ うな 働き かけ】【患 者 の気持 ち を察節 で きる よ うア ンテ ナを

は る】、 順 分や 患者 の 言動 を ふり 返る】【心 と体 は切り 離せ な いと いう 見方】、【苦悩 の軽 減】、

【告知後 の 患者 の心 理状 態 のフ ォロ ー】、【患者 淋話 せる 雰 囲気 作り】、 の ８ っ の大 カテ
ゴリ

ー によっ て構 成 され て いる。

（１） 病気 を持 ち なが ら も本 来の 人生 の意 味 を再確 認 でき る よう な働 き か け 笥

こ の大カ テ ゴリ ー は［患 者の そ の人 ら しさ を弓１き出 す】、 １病気 だけ に提 わ れ るの で はな

く 人 生に 帥ミ向く よ うに サ ポー トする］の申カテ ゴリー によ り構 成 され てい る。

「仕事 な どの （患者 が 人 生 で） ポリ シー を 持っ て いる 部 分を 刺 激 する と、 と た
んに 元

気に な る患 者 を見 る と、 そ の 人 ら しさを弓１き 出 せた と思 う」 と、 病 気 にな る 前の 患者 の

姿を 垣間 蒐 る こと が でき る よ うな 働き かけを してい たり、
「趣 昧 や 仕 事な どの患 者 の生

き が い を再発 見 でき るよ う に 手伝 う」 、
「病 気 を受 け入 れ 患者 の 中 で 消化 して、 前向 き

とは 行 か荏く て も 今後 の 人 生 を組 み 立て てい ける よ うな サ ポー トを する一 と いう 働き か

けに ついて 語 られ てい た。

患 者が 病気 申 心 の生 活 か ら脱 却 し、 本来 の 人生 の軌 遣 に少 しで も 近
づ ける よ う に援 助

する ことが 心 のケ ア だと 考完 てい るこ とを この 大カテ ゴリ ー にま と めた。

（２） 患者 がリ フ レッ シュ でき る よう な働 き かけ

こ の大カ テ ゴリ ー は 憾 者が 嬉 しいと 思 うよう な機 会 を提 供 し病 気 に立 ち向 か 乏る よう

にす る１， １気 分 転換 を すす める１の 中カテ
ゴリ ー で構 成さ れて いる。

「少 しの（体の）変 化 で も患 者 にと って は 大き なこ と であ り、 そ れ を伝 える こ と で患者 は

前向き に なる こと が ある」と身 体的 な変 化 を伝完 たり、
「本人 に どう して欲 しい か聞 いて

実施 する」 こ とに よっ て「生活 の 部分 で楽 しんだり 気 持ち 良 いと 思っ て もら える よう にす

るこ とで闘 病 意欲 もわ く ので は」と考 完て いるこ とが 語 られた。 ま た、
「散歩 な どの気 分

転換 をす す める」 こ とに よ って、 病 気 に 立ち 向 か完る よ う な英 気 を養 う よ う な援 助 をす

る こ とにつ い ての 語り を この 大カ テ ゴリー にま とめ た。

（３） 患者 の気 持 ちを 察知 でき る よう ア ンテ ナ を張 る

こ の大カ テ ゴリ ー は １何 か気 になる と感 じた ら関 わる１、 ［患者 の思 い を無 理に き かず表

出を 待つ１、 ［患 者 の置 かれ て いる状 況 を先に 見越 して 関 わる］の 中カ テ ゴリー に より構 成

さ れ て い る
。

心 のケア が 必要 か どう かを判 断 するた め に 訂話 を聞く 必 要 性を キャ ッ チでき る よう に、

短い 会話 の 中で も ア ンテ ナ を 張る」 ｒ侭 か変 だな と か、 何 か言 い た そう だ なと 思 った ら
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な るべく 患 者の そ ぱに いる」、
「気 にな るこ とが あった ら その 都度 さり げなく 話 を聞く」

と、 患者 の 異変 を早 く察 知 じた り、 介入 を試 みて いるこ と
が語 られ 危。 また、

ギ話 したく

な さそ う 征患 者 に は無 理 に闘 か ない でそ の 理由 を考 え るＪ ｒ患者 から の表 出 を待 つ」 と、

患 者の 心の ケア を実 施 するタ イ ミ ングを 計っ ている こ とが 語 られだ。 さ らに
「患者 に心 の

準備 を させる た めに は 言わ なけ れ ばいけ 征いこ と を言 うこ とも ある ゴ 退 院後 の在 宅へ の

引 継 ぎ」 な ど、 今後 患 者が 必 要 とす る ケア を予 め察 知 し働 き か ける こ と で患 者 の不 安 を

取 り 除く 必要 性 につ い て 語 られ てい た。 看 護師 は神 経 難病 患 者 が 心の ケア を 必 要と して

い るの か をふ る い分 け、 必要 と して いる 患 者に は関 わ る こと が でき る よう に 準備 して い

る 看護師 の 姿勢 をこ ｇ 大カテ ゴリー に分 類 しだ。

（４） 自 分 や患者 の 言動 をふ り返 る

この 大カ テ ゴリ ー は 脂 分 の 思い だけ で患 者 を見 ずふ り 返り を 大切 に して いる〕、 ［患者

の 生の 声を後 輩 に闘 か ぜ指 導に 活 かす１の中カ テ ゴリー から構 成 され た。

患者 か ら怒 り な どの マイ ナス 感 情 を表 出 され た際 に は 「患者 の感 情表 出 に つ いて その

場 で感 じたこ と と、 あ と でふ り 返っ て 考え たこ と は違 う ことカ
ミある」 と、 冷 静 に

ふ り 返

る こと か ら ｒ自 分の 員 線 で しか物 を 見 れな いけ れ ど、 そ れ じゃ
だ めだ と 思ら た」 な どの

気 付きカミ得 られ た 体験 が 語 られ た。 ま た、 聯 下 を指 導 する 際 に は、 命 令 す る より も 患

者 の 生の 声を 伝 える こ と で考 え さぜ る」 こ とに より、 ふり 返 り に よる 学 び を重 視 して い

る こ とや 「遇 去 の 失敗 は後 輩 指 導の 原動 カ にな って い る」 と 自 分が 患 者 との やり 取 り の

中 で得 られ たも の を後 輩に 伝え て いこう と してい る姿 勢が 語 られて いた。

患者 の 心を 理 解す る に はふ り返 り によ り 患者 の気 持 ちや 自 分自 身 の 気持 ち を整 理 して

活 か していくこ二と を重 視 してい る内 容に つい て、 この 大カ テ
ゴリー にま とめ た。

（５） 心と体は関連がある

この 大カ テ ゴリー は〔心 と体 は関 連 淡あ ると 思 う１の 中カテ ゴリ ー か ら構 成 され てい る。

心理的に不安定になると病状も急に悪化する患者と接した経験について、
「精神的な

も の が病気 の 進 行 を早 め て しま うこ と もあ る」 、
ｒ将 来 のこ と を 考 完て いく と どん どん

気 持 ちが 沈 ん でいき、 急 に歩 け なく な る人 も いる」 と 語 られ た。 同時 に
訂肺炎 な どで 苦

しい の を取れ ば楽１こな る。 そ れ が 心の ケア」 「体 の苦 しみ をと ら ない と 心ま で行 かな い

ので は一 と、 身 体 的な 苦 痛 を取 り 除く こと がす な わち 心 の ケア で あ ると い う 考完 が語 ら

れ た。 優 先 すべ き は心 理 面 への 介 入な の か身 体面 への 介 入な の か、 看護 師 によ っ て意 見

が 分 かれ ると こ ろ で ある が、 心 と 体 は関係 して おり、 どち らか 淡 悪化 す る と もう 一方 も

悪 化 すると 看護 師 は考 完て いる こ とをこ の大カ テ ゴリ ーに ま とめ た。

（６） 苦悩の軽減

こ の大カ テ ゴリー は 憾 者 の 辛さ や ショ ック を理 解 する１、 ［患 者 を安 心 さ せる よ うに す
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る１の 申カテ ゴリー に より 構成 され てい る。

「患者 は今 ま ででき て いた ことカミでき なく なる危 め、 精神 的 な ショ ック を受 けて いる と

思 う」と 患者 の お かれて いる 立 場 を理解 し、
「その 人の 辛 いこ とを わ かっ てあ げる」、

「難

病 の 人の 気持 ち に なり き る の は難 しい が、 患 者さ んの 思 い を自 分 の 中に 受 け入 れ る」 と

患 者 の思い に 共感 する こと に つい て語っ た。 また、
「合併 症が 起き た とき に は安 心させ て

あげ られる よ うな 言葉 は なん だろ うっ てい つも 考完 なが ら話 すよ う に してい る ∬ ＡＬＳ の

人 は 言葉 に 出せ な い 分、 不 安 だと 思 うの でと り あえ ず気 づ いた こ と は、 例 完 ば良 いお 通

じだ っ たと いう こ と でも 伝 える こ と で安 心 して もら うよ う に して い た」 去、 安心 させ る

ため の言葉 掛 けを 意識 的 に行っ て いる ことカミ語 られ た。

病 気に よっ て 生 じる患 者 の辛 さ を 共感 し、 安 心感 を持 た せる よ う に働 き か ける こと で

患者 の苦悩 を 軽減 してい る肉 容 をこ の犬カ テ ゴリー にま と めた。

（７） 告 知後 の患 者の 心 理状 態の フォ ロー

こ の 大カ テ ゴリ ー は 暗 知後、 告知 内 容や 受 け止 め 方を 確認 し不 安 を軽 減 する］、［医師

の告魚方法への不満 Ｈ 告知後の患者の気持ちを何とかしたいが関わり方が分からず傷つ

けて しま うの で はな い かと いう 恐 ろ しさ をも つコ の申カ テ ゴリ ー で構 成 され た。

看 護 師 は ｒ告短 さ れ た後 は 不安 な こと が 多い と 思う の でそ れ を最 小 限 にす る よう に関

わる」 必要が あ ると 考 えて いる が、 屠 護 師の 声 かけ
が 告知 直後 の 患者 の気 持 ち に追い 討

ち をか ける ので は ない かと 怖い」と いっ た思 いや 「人 によっ て 話 を聴 いて 欲 しい 人もい ら

っ しゃ る し、 そ う でな い 人 もい らっ しゃる の で かか わり は難 しい」 と考
完て お り、 実 際

に告知 後の 不安 を 軽減 する た めの 実践 方法 に迷 いが ある こと が語 ら れて いた。

ま た、 医 師 の 告 魚 方 法に つ い て は 礪 単 に伝 乏 られ る よ う な病 気 じゃ な い の に 医師 は

淡々 と 病名 を告 飾 する の で、 感
覚 的に 麻庫 して いる ので はな い かと 思うｊと、 患者 の不 安

に配 慮 のな い告 短 方 法 に対 して不 満 を抱 完て い るこ とが 語 ら れた。 こ のよ う な、 告知 後

は患 者 が不 安 を抱 え て いる こ と に対 して 介入 す るこ と の重 要 性 を感 じ実施 を 試 みて いる

が、 看護 師 の みな らず 医師 も 患者 の 不安 に的 確 に対 応 でき て い ない 現 状 に葛 藤や 不 満、

そ して 看護 師自 身 も どのよ う に 関わっ て 良 いの か迷 い を抱 い て いる こ と を、 こ の大カ テ

ゴリ ー に ま と め た
。

（８） 患者 が話量 る 雰囲 気作 り

こ の 大カ テ ゴリ ー は、１話 しや す い雰匪１気 や 場 を整 える］、 ［患 者 にい つ も 見ら れて いる

と いう こと を意 識 して 振舞 う１，１患 者が看 護 師の話 しかけ られ 荏い よ う在 雰囲 気に 遠慮 し

て 言わ ない］の 中カ テ ゴリ ー で構成 され た。

看護師は患者からの不安の表 出を促すた めに「何かあったらなん でも棉談してくださ

い って い う よう な 感 じで、 話 しやす い 雰囲 気 を自 分の 申 で 作っ て いる」、 職 温 の
とき な
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どに椅 子に 座っ て 落ち 着け る感 じを作る」、 訂短時 間 でも患 者 のベ ッ ドサイ ドに行く」 と

い った 方法 で 雰囲気 や 場 を整 える よう に努 めてい る。 ま た
「自 分が 患 者さ んのこ二と を知 り

危 い と思 って い る か、 関 心 を持 って い る かと いう こと は 雰囲 気 に 出る と 思う」ため に
「自

分が 患者 に どう映っ て いる の か気 に して いる」と、 雰 囲気 作り に は自 分が 患者 に どの よう

に向 き合 って い る の かと い う 姿勢淡 重 要 である と いう こ とが 語 ら れた。 また、
「患者 は

看 護 師の 表 情を よく 見 て い るの で一 挙 手一 投足 も 配慮 す るこ と が 心 のケ アー と 患 者の こ

と を 常 に意識 し、 看護 師 もま た 噛 者 に関 心 を寄 せて い る 姿勢 を 見せ る ことＪ の 重要 性

を 語 っ て い た。

そ の一 方 で、 「本当 は 患者 の 話 を聞 いて あ げた いけ ど忙 しい オ ーラ が 患者 に 伝 わっ て

いる」、
ｒ患者 も 看護 師 に 話を 闘 いて も らい たい と思 っ て いる よ う だけ ど、 この 状況 で

は無 理 とあ き らめ て いる よ う」 と、 看 護 師自 身カ
ミ患者 か ら 話 しか け られ な い よう な雰 囲

気を 発 してい るこ と にも 気づ いて いる こと 淡語 られ てい た。

患 者が 心 の内 を 表 出で き るよ う な環 境 づく り は、 看 護 師自 身 の 立 ち居 振る 舞 い に かか

って いる こと が自 覚 され てい る内 容 をζの 大カテ ゴリー にま と めた。

２） 看護 師 の心 を支 完る も の

こ の項 胃 は、 【ケ ア の 方法 に 患 者 の 固有 の 工夫 を 見 つ け出 す こ と が 難病 看 護 の 醍醐 味】、

一退 院に 向 けて 患者 ・ 家族 と 協働 す る】、 【患者 家 族の 得が た い 承認 を 得 るこ と がモ チ
ベー

ショ ンに荏 る】、 【難 病 患者 への 思い 込 み淋覆 され たこ と による 驚き】 の ４ つ の大 カテ
ゴリ

ーか ら構成 され て いる。

２）看護 師を支 完 るも の

こ の 項目 は、 【ケ ア の 方 法 に患 者 の 固有 の〕二夫 を見 つ け 出す こ と が 難 病看 護 の 醍 醐 味】、

【退院に向けて患者家族と協働する】、【患者家族の得がたい承認を得ることがモチ
ベーシ

ョ ンになる】、 【難 病患 者へ の 思い 込み が覆 された こと に よる 驚き】 の ４ つ の大カ テ
ゴリー

か ら構 成 されて い る。

（１） ケア の方 法に 患者 の固 有の 工夫を 見つ け出 すこ とが難 痛 看護 の 醍醐 味で ある

この 大カ テ ゴリ ー は［自 分 の提 供 した 情報 や 技術 を 患者 が 喜ん でく れた 事１、 瞳 者 の個

別 性を 理解 しな跡 ら 看護 でき た と 思う 嬉 しさ１、 〔障 害 され た目 常 生 活行 動 の工 夫 を患者

と 共に する１、 旧 常 生 活の ケア の 重 要性 を実感 でき た嬉 しさ］、 憾 者 が 望 む手 足や 枕の 位

置 が見 つけ られ た 体験１、 ［家 族が こ だわっ てい るケ アの 方法 を 要求 さ れる ことカ
ミ難 しい］、

１事 故防止 と患 者の Ａ ＤＬ 拡大 の どち らを優 先さ ぜて い いの かが 難 しい１、 ［細 や かに 丁寧

に関わ りき れな かっ た 患者 が いなく なる と後 悔す る１、［医 師が 看護 師 の した いケ アま で抱

完込み 過 ぎて看 護 師の 独自 性が 発 揮でき な い］の 中カ テ ゴリ ーに より 構 成さ れ ている。

難病 看護 に 携 る看 護 師 は、
「複雑 な病 態 にも か かわ ら ず、 自 分が 行 っ た援 助 で 患者 が

よく なっ て いく 様 子 を見 る ことカミでき たと きよ かった と 思 う一 「患 者のメ ンタ ル 面や 病
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態の個 別 性 を考 完 たパ ンフ レ ッ トを作 成 し淀 ら患 者カミ熟 読 してく れ たこ とが 嬉 しい」 な

ど、 患者 のそ れ ま で の生 活 や病 状 とい った 個別 性 に合 わ せて 自 分が 提 供 した 情 報や 技 術

が 患者 によ い変 化 がも た らさ れた こと に看護 の 喜び を見 出 してい る。 ま た、 吠 院 前の 生

活の話 を聞 いて でき る だ け近 づけ るよ うに する」 吟 の状 況で どうい う風 に した ら良 いか、

ベ ス ト松 方 法を 患 者 と』 緒 に考 える」 准 ど、 病 状 の進 行 に より 目 常 生活 行動 様 式 の変 更

を余儀 なく され た 患 者と と も に新 たな 方法 を模 索 する こ と に難 病 看護 の 面 白さ を感 じて

いた。 そこ か ら目 常生 活援 助 の重 要 性に思 い至り、 さらに
「患 者の 手足 の位 置 が しっくり

行 った とき 嬉 しい」 ｒ枕の位 置 が治 まり がい いと ころ に決ま っ たと き嬉 しい」 と目 常の 中

で患 者の 安 楽 を見 出 すこ と が でき たと き に看護 師 はや り が いや を感 じて いる こ と が語 ら

れ てい た。 その 一 方で、 塚 族 の在 宅 でのケ アの 仕方 を病 院に 取り 入れ る の は難 しいと 思

う」 「良 かれと 思っ て やっ てい るこ とに 対 して家族 に
“う ちで は いつ もこ うや っ ている

”

と 攻 撃的 に 言 われ る と辛く なる」 と家 族 から ケア の 方法 に つい て 要 求さ れる と、 看護 師

独 自 の ケア を提 供 でき なく 荏る こ とに 戸 惑っ たり 否 定さ れ たと 思っ たり して 悩 ん でい る

こと 淋 語ら れた。 ま た、
ｒ転倒 事 故を 避 ける た め、 歩行 制 限を して しま って い る こと が

心苦 しい」 と、 安 全第 一 の考 え方 が患 者の ＡＤＬ 拡大 を 阻害す る こと も あると い うこと に

対 して看 護 師 はジ レンマ を 抱 いて いた。 そ の よ う荏状 況 で、 患 者 の個 別 性 に合 わ せた 援

助 淋 でき な いま ま 退 院や 転 院 され て しま うと、 後 糠 の念 を 抱き、 さ らに、 医師 が 患者 に

しっ かり と か かわ れ．ば かか わる ほ ど、 看護 師 の業 務領 域 を 脅 かさ れ たと 感 じ、 看 護の独

自 性が 発揮 でき 征 いと 思っ て いる こと が語 られ た。

この よ う に、 患 者固 有 の 工夫 を 見つ け出 すこ とカ
ミで き たと き に満 足 感 や充 実 感 を味 わ

うが、 反 面、 そ れ が 阻害 さ れる よ うな こと 淋 ある と悩 み 苦 し んで い る内 容 をこ のカ テ
ゴ

リ ー に ま と め た
。

（２） 退院に向けて患者家族と協働する

乙の 大カ テ ゴリ ー は［人 工 呼吸 器 を付 けて も 退院 でき る こと に 驚 いた１、 腿 院と い う目標

を患者家族と共にたてて達成できた喜び１、 憾者や家族の思いをよく聞き意見調整する】［家

族 が患者 に優 しく 介護 をす る 姿を 見る と勇 気づ けら れる１の 中カ テ ゴリ ー で構 成 され てい る。

人 工呼吸 器 を装 着 したま ま で も退 院 でき ると い うこ とは、 難病 に 携 る 医療 者に と って は

当 然の こと で ある が、 経験 の 少 ない 看護 師 には 予想 外 の出 来 事 であ り、 想 像 も でき な かっ

た もの で ある。 家族 が 人 工呼 吸器 を 管理 でき れ ば、 自 宅に 帰 る こと も でき る の だと いう こ

と は新 鮮 な驚 きと な り、 看 護 師 は自 宅退 院 に向 け た援 助の 可 能性 を 毘 出 し、 実 際に
ｒＡＬＳ

の 患者 に これま で自 分 が経 験 したこ とが な いく ら いの サポ ー トを行 っ て、 よ うや く 退院 で

き たとき 達成 感 を得 た」 「患 者が 喜 ん で退 院す るの を 昆た とき 嬉 しい」 と 家族 や 患 者と と

も に退 院 に向 けた 渚 動 を行 い、 無 事 退院 でき る こと で看 護 の 喜 びを 見 出 して いた。 家族 や

患 者の 話 を聞き、 時 に は 爾者 の意 見カ
ミ合 わ ない ため に 仲介 す るこ と も ある が、 そ れ でも 家
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族が 親身 に患 者の 介護 を行っ て いる様 子 に勇気 付 けられ て いる こと が語 ら れ危。

難 病 患者 の 身体 機 能が 低 下 して も、 自 宅 退院 に向 け て看 護介 入 を 行 い、 達 成 でき た とき

の 喜びが 看護 師 を支 えて いる 内容 をこのカ テ ゴリー にま と めた。

（３） 患者 家族 の得 が たい 承 認を 得る こと 淋モ チベー ショ ンにな る

この 犬カテ ゴリー は江今 やっ て 欲 しい ケアに す ぐに答 え られ ない と 患者 や 家族 に 批判 され

る と 辛い１、
臆 者 に必 要 と され 感 謝 され る 喜び１、 胞 の誰 よ り自 分 が 患 者 に選 ばれ る 喜び１

の ３ つの 申カテ ゴリ ー で構 成 され てい る。 笥

看 護 師 は患 者 や家 族 の二 一 ズ に応 完 ようと してい るカミ、
「患者 や 家 族に “看護 師 は 何も

してく れ ない” と言 わ れる と やる 気 が なく なる」 噛 者 に “本当 は こ う して 欲 し かっ た
”

と いわ れたと き に は落 ち込 んだ一 と、 患者や 家族 か ら正当 な評 価が 得 られ な かっ たり、
Ｆほ

かの 患者 と話 を して い て お、 自 分の 方 を最 優先 に しろ と言 わ ん ぱ かり の 患者 の 対応カ
ミ難 し

い」 「複 数の 患 者 から 一度 にケア を 要 求さ れる と、 そ ん なに
一度 にでき る訳 な い じゃ ない

と 心 の中 で悪 態 をつ い て いる 自 分が い る」 と 患者の 要 求 を自 己 中 心的 だ と考 え うま く 対応

でき ない こと に 難 しさ を 感 じて いた。 しか し、 噌 分 が やっ た ケア に 満 是 して も らえ たり

お 礼 を言 われ る と 嬉 しい」 「蒋 入院 に なっ た 患者 に
“ま だこ の病 棟 に い てく れ た んだ ね”

と い われ ると 嬉 しい」 と、 患者 や家 族 か ら正当 な評 価 を 得 られ な いこ と も多 い 分、 感 謝 さ

れ る と喜 び を感 じてい 危。 ま た、 ｒどう してそ う いう 介助 の 方 法が 良 い の かと い うこ と を

き ち んと 分っ て い る看 護 師 にケ ア を しても ら いた い」 と自 分 の こ と を特 別 に患 者 か ら評価

され たり、
「患 者 も家 族 も看 護 師の ほうが 医 師より 身 近 な存 在 な の で、 い ろい ろ なぶ っ ち

ゃけ 話 を して く れ る」 と、 他 の 職 種よ りも 患 者に 親 しみ を もた れ て いる こと に看護 師 と し

ての 誇り を持っ て いる ことカミ語ら れて いた。

こ の よう に、 難病 は患 者 本人 と 家族 が長 期 にわ たっ て 病気 と 付 き合 っ て いく も の であ る

ため、 患者 家族 は病気 や ケ ア に詳 しく、 そ の 分看 護 師を 評 価す る 目 が厳 しく、 な か な か良

い評 価 を しても ら え ない こ とが 多 い。 だ から こそ、 患者 家 族 から 感
謝さ れ たり 必 要と さ れ

てい る と感 じた と き に は看 護 師は 喜 びを 見出 し、 モ チ
ベ ー ショ ン に つ なが っ てい る こと を

こ の 項 目 に ま と め た。

（４） 難病 患者 への 思 い込 み淡 覆 された こと によ る驚き

こ の大カ テ ゴリー は［患 者は 本 心を 語ら ない と思 って いた が 聞け ぱ 話 してく れ るこ と に驚

いた１、 灘 病患 者 は悲 観的 に なる と決 め付 けて いたが 最後 ま で他 人 を思 いや れる 人 もいて 驚

いた１、 〔自 殺 すら でき な い病 気 の人 が存 在す ると いう こと に驚 い た］ の ３つ の 中カテ ゴリ

ーに より 構成 され て いる。

「患 者 は簡 単 には 本音 を 言 わな い と思 った し、 本 心を 引 き繊 す テ ク ニ ック も なか った け

れ ど、 普通 に聞 け ぱ話 してく れる こ とが わ かっ て驚 い た
「患者 は 悲 観的 に な って いる と
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決 め付 け てい た け れ ど、 最後 ま で悲 観 的 な言葉 を 言わ ず に他 者 を思 い や る患 者 の看 護 を通

して、 難 病 は悲 観 的な 病気 と 決 め付 け て はい けな いの だと 感 じた」 と、 難病 患 者に 対す る

ス テ レオ タイ プ の 思い 込 み を知 らず 知 らず のう ち に持 って しまっ た こ と に、 患 者と の かか

わり を通 して 気 づ かさ れ た時 に、 改め て難 病看 護 に新 鮮 な発 見 を した 体 験に つ いて 語 られ

た。 ま た、 神 経 難病 患 者 と関 わ り始 め て、 「自 殺 す らでき な い病 気 の 人 が存 在 する こと に

驚 いた」 と 衝撃 を受 け てお り、 これ ら看 護師 の驚き を この 項目 にま と めた。

３） 看 護 師の心 の ケア の取 り 組み を阻 むも の

この 項胃 は、 【身 の 回り の植 話 に追 われて いる】、 【ケア チー ム内 の調 和 を重 視 する】、

【難病 看護 は期 待 通 り の成 果 が 得 られ ない】、 【独 特 なコ ミ ュニ ケ ー ショ ン 方 法カ
ミ存在 す

る】、 【信 頼 関係 は心 の ケア の 基盤 と いう 思い 込 み】 、 【心 の ケア に 対す る 苦 手意 識】、

【患者 の気持 ち に触 れる こ とが 不安 なの で関 わら ない】、 【聴 き だす技 術 の不 足】 の ８ つ

の 大カテ ゴリ ー か ら構成 さ れて いる。

（１） 身の 回り の 世話 に追 われ て いる

この 大カテ ゴリー は１ゆ とりが な いの で心 のケア を する 時間 が割 け ない１、 ［患 者 の気持 ち

に目 を向 ける より 身 の回 り の世 話が 優先１、［ロ ボッ トの よう に オムツ や シー ツ交 換 に追わ れ

看護 の価 値が 見出 せ ない］の ３ つ の中カ テ ゴリー で構 成さ れ ている。

「患 者の 思 いを 聞 いて あ げ たい の に 時間的 に 許さ れ ない」 略 っ と か かわり た い け ど時

間 淋な いＪ 「心の ケ ア ？余 裕 ない」 「忙 しく て 一人 ひと り に じっく り 話を 聞く の は 無理」

「看 護 師に は 時間 が な い」 「事故 を 起こ さ ない よう に とい う こと しか 考 えて い ない か ら看

護 の質 が落 ちて い る ん じゃ な い かと 不安」 「看 護師 の 数淋 足り な い の で、 最 低 限の看 護 し

か 出来 ず、 時間 の ロ スが な い よう に 考 完て いる ことカ泊 分 で もす ごく いや」 と、 心 のケ ア

を する 時間 が 取れ な い こと が 語 られ、 そ の 理由 と して
「手 が 空い て い ると き は 患者 と ゆっ

く り 話 が できる が、 忙 しい と 優先 度 が 下がっ て しま う」
「転倒 防 止 や病 状 を 悪化 させ な い

ケア が 中心 で、 心 の ケ アに ま で は実 際 なか なか 至 らな い」
「心の ケ ア の前 に 治療 が優 先 す

る」 ｝ 常 業務 と 心 の ケア は別 な も のに なっ て しま って い る」 と 身 体的 な 援助 を必 要と す

る患 者が 多い だ めにそ ち ら に時閻 が かかり、 優 先さ れて しま うた め であ るこ とが 語 られた。

その 結 果、
「お む つ 交換 と か 体位 変 換 ぱかり やっ て いて、 こ れ那 本 当 に看護 な の かと 思っ

た」 「患者 は動 け な いの で 全部 手 伝っ て あ げな けれ ぱい け ない が、 シー ツ 交換 や おむ つ 交

換 ばかり してい る と “自 分 は 何を して い るの だ ろう” と 思 う」 ｒ身 の回 り の世 話 ば かり し

てい ると、 自分 が ロ ボ ッ トに なっ たよ う な気 が して、 楽 しいと 思 え ない」
ｒ看 護 師が い な

く て も良 い の かと 思 うこ と が ある一 と、 看 護 行為 の 大半 を ルー ティ ン業 務が 占めて い るた

めに 看護 の 魅力 や 看護 師 と して のア イ デ ンティ ティ が 見 出 しにく い現 状 につ い て語 られ た。

こ のよ う に、 身 体的 な 援助 が 業務 の 申 心で あり 心の ケ ア の優 先度 が 下 がっ て いる 現 状と
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それ に対 する 看護 師の 思 いを この カテ ゴリ ーにま と め危。

（２） ケア チー ム内 の調 和 を重 視す る

こ の 大 カ テ ゴ リ ー は［医 師・Ｍ Ｓ Ｗ ・ 家 族 と ケ ア チ ー ム を 組 む１
、
臆 者 ・ 家 族 ・ チ ー ム メ ン

バ ー との間 で板 ば さみ にな っ て辛 い】、［心 のケ アを他 のメ ンバ ー に頼 む と迷 惑が か かる］、 臓

場の 人間関係 が良 いこ と］の中 カテ ゴリ ー から形 成さ れて い る。

看 護師 は 患者 ・ 家族 ・ 他 の医 療者 の 意 見調 整を 行う 役 割 を負 っ てお り、
「患 者 が辛 そ う

だっ た ら医 師に もそ の こ と を伝 え られ るよ う に してい る」 ｒ家 族 も含 め て芽 ポー トして い

く」 噛 者 はや っ ぱり 家 族 に怒 り をぶ つ ける ので、 家 族 も一 緒 に ケア して いく」
ｒ難 病 の

診 断カミつ いた ら す ぐに ソ ー シャ ル ワーカ ー に連 絡 するｊ と、 調 整 内容 が 具体 的 に 語 られ た

が、 その
］方 で 「患 者 の 家族 が診 断名 の本 人 への 告節 を 拒否 した の で、 知 らせ な いま ま 退

院 に なっ たが、 納 得が い かな い」
「家 族が 一番 い いと 思 う説 明 方 法を 取 るの で、 本 人 か ら

家 族 の思 う以 上 に説 明 を 求め ら れて も 答完 ら れな い」 ｒ退院 させ たい と いう 家 族の 希 望 に

出 来る だ け沿 い た いと 思 うけ れ ど、 ほ かの 医療 チー ムメ ンバ ー か らそ れ は無 理 とい わ れる

と、 そ れ もわ か るの で 間 に挟 まっ て 辛 い」 と、 調整 が うま く い かな い とき に は負 担 を 感 じ

て いる こと が 語 られ た。 さら に 「心 の ケア を立 案 して も、 チ ーム の み ん なに 頼 め在 い 感 じ

も ある」 「チ ーム の 人 に迷 惑 を かけ な いよ うに 配慮 して患 者 の プラ ンを 立て て いる」 「患

者 の希 望 に沿 った ケ ア を しだ いと 思 って 先輩 に欄 談 した ら、 そ れ は患 者の わ がま ま じゃな

い かと い われ て ショ ック を受 けた」 と、 自 分カ
ミ思う よ うな 援助 を 行 う た めの 協力 を 他 の看

護 師に 頼む こ と淡 で き ない よ うな 環 境 にある こ とが 伺え１た。 だ か らこ そ
訂職 場 の人 間 関係

が 良い と働 き や すい」 と の発 言 にあ る よう に、 看護 師 は職 場 の人 閻 関係 を重 要 視 して いる

と い ヲこ とカミわ かっ た。

この よう に、 看 護 師 は 患者 にケ ア を提 供 する ため に、 他 の 職種 や 家 族、 勉 の 看護 師 で構

成 され るケ ア ヂー ム 内 の意 見 調整 や 連絡 等 を行 って い るが、 チー ム 内 の人 間 関係 淋 良 好に

保 てな いと うま く ケ アが 提 供 でき な いた め にチ ーム 内 の調 和 を重 要 視 して お り、 こ の こと

が 時 にはケ ア 提供 の 妨 げに な るこ と にも っ なが るこ と が語 ら れた 内 容 につ い て、 こ のカ テ

ゴリ 出 に ま と め た。

（３） 難病看護は期待通りの成果が得られない

この大カテ ゴリーは［治療方法が確立されておらず看護が明確でないため看護実践に確信

が持 て ない１、 ［」 生懸 命 やっ て も成 果が 得 られず 無カ 感 を味 わう】、 腿 院 させ て も難 病 は介

護破 綻す るの でや り甲 斐 がな い１、 脳 外科 と比 べて神 経 内科 の 患者 は顕 著 によく 在 らな い１

か ら形成 され てい る。

難 病と い う疾 患 の 特徴 で あ る、 難 治性 に対 して看護 師自 身 も 「病 気 の原 因 が はっき り し

ない し、 治 療 法も 内服 の 調 整 によ る 対痘 療 法だ し、 目 に見 完 て患 者 が よく な る わけ で はな
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い ので 難 しい」 「慢 性化 す る疾 患に 対 して、 ＡＤＬ レ
ベル を どこま で 上げ れ ばい いの かわ か

らない」 「患 者 に 何を 闘 かれ て も、 先 生に 説明 しても ら いま しょ うと しか言 完 な い」 と戸

惑っ て おり 看護 の 方 向 性 を見 出 ぜな い でい る状 況 淋語 られ て い る。 特 に 医師 と の治 療 方針

の共 有 が出 来 ない 場 合 は 「治 療 方針 を 決め るの は 医師 なの で看護 師 が 役割 を持 って い ると

い う感 じが しない」 ｒ治療 方 針と かよく わ か らな い一 ｒ看 護 師 のや り た いこ と ま で医 師が

やっ て しま う ので 看 護 師の す る こと が ないｊ と 自 已の 存在 意 義 に疑 間 淋 生 じる こと に 繋が

って いる。 ま た、 患 者 の状 況が 悪化 した 時 には 「患者 の状 態が 悪く な ると、 落 ち込む」 隔

み で患者 が 口 を閉 ざ して しま った ら、 どう すれ ば 良い の か看 護が 見 乏 な い去 と、 治 癒 しな

い病 気 であ る淋 故 の 看護 上 の 困難 感 を抱 え てい るこ とカミわ か った。 患 者の 退 院 に向 けて 援

助 して も 「一生 懸 命 退 院指 導 を して も、 再入 院 にな っ た患 者 に
“病 院 が阯 番 良 い” とい わ

れる とが っ かり す る」 「退 院後 は 結局 在 宅介 護 に負 担ポ か か るの で 介 護破 綻 を する こと が

多い か ら他 の科 に 比 べて 看 護 師自 身 にス トレス がか かる と 思 う」 荏 ど、 退院 する こ と淋 患

者 に とっ て も看 護 師 にと っ て も ゴール で はな い とい うこ と に付 随 す る困 惑カミ語 られて い た。

以上 のよ う な神 経 内科 看 護 の 特性 につ い て、
「神 経 内科 の 長期 的 な 治療 リ ズ ム より 外科 の

方が明 確 に先 が 見 える の で わ かり やす く て繭 自 い」 「神 経 内科 は 治 療カミゆっく り す すむ の

で じれ っ た いと 思 う」 と、 脳 外 科 と比 較 して 内科 の 治療 や 看護 の 特 徴 に親 和性 を見出 せ な

い とい う看護 師 の 思い が語 ら れた。

この よ うに、 看護 師 自 身 も難 病と い う疾 患 の特 徴 に戸 惑 い、 看護 のコ ン トロ ー ル感 が も

て ない こと に対 する 不 全感 につ い て語 られ た内容 を このカ テ ゴリ ー にま とめ た。

（４） 独 特な コミュ ニ ケ ー ショ ン方 法が 存在す る

こ の 大カテ ゴリー は ［コ ミュ ニ ケー ショ ンのそ の人 なり の 方法 が つ かみ にく い］、 憾 者 の

意 思確認 に時 間が かかっ て も分 かる ま で聞く】、［文 字盤 や目 の動 き でコ ミ ュニ ケ ーショ ン淡

取れ ると 嬉 しい］の 中カ テ ゴリ ー から形 成さ れて いる。

難 病 患者 は病 気カミ進 行す る と口 頭 で のロ ミコ ニ ケー ショ ンが困 難 に な るた め、 文 字盤 や

目の 動き で患者 の 意 思 を理 解 する 必 要ポ ある。 しか し、
「瞬 き だけ で 文 字盤 を 使っ た コミ

ュニ ケ ー ショ ン は難 しい」 「文字 盤 を指 して く れて も 患者 の 手元 が お ぼ つか な いの で どこ

を指 してい るの かわ か らな く て困 る」 「ナ ース コ㎞ ル で 呼 ばれて も 患 者が 何 を して ほ しい

の かが わ から 柱い」 「患者 の 意思 を うまく 理解 でき な いと、 も うい い と いわ れ て しま い、

自 分に は話 して く れな く な る」 な ど、 患 者 の訴 え をス ムー ズに理 解 で き なか っ た体 験が あ

り、 患 者そ れ ぞれ の コミ ュ ニ ケー シ ョ ン方 法を 理解 す るこ と の困 難 さ を訴 完 て いた。 そ の

反面、
「文 字盤 で患 者が 笑 っ てく れ 危の を 見て、 コ ミュ ニ ケ ー ショ ン が 取れ た こと を実 感

でき て楽 しいと 感 じた」 訂うま く 訴 え られな い相 手 の言 っ て いる こ とが 理 解 でき、 二山 ズ

にこ た えら れだ と き にう れ しく 感 じる」 と、 ハー ドルが 高 い分 だ け 達成 さ れ たと き の看 護

師の 満足 度 は高 い こと が 伺 完る。 したが って、 改 宇盤 を 使っ た コ ミュ ニ ケ ー ショ ンは 時
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間が かか る」 「話 を短 時 間 で終 わ らせ る こと が でき 征いｊ と、 口 頭 で のコ ミュ ニ ケ ー ショ

ンに 比べ て 時間 が か かる こと が 語 られ て いる が、 「呼吸 器 をつ け て いて も、 患者 の 訴え が

わかる ま で聞 こ う とす る 姿勢 を持 つよ う に してい る」 と、 患者 の 意 思確 認 を 時閻 を かけ て

確 認 しよう と して いる こと 淋 語ら れて いた。

この よ うに、 難病 と い う疾 患 独 特の 症 状に より、 コ ミ ュニ ケ ー ショ ン方 法に 工 夫が 必 要

な こと が 患者 へ の 心の ケア に 大き な 障 壁と なる 恐 れが ある もの の、 そ れ を 克服 で きた とき

の 看護 師 の満 是度 は高く なる 可 能性 を 秘め てい る こと が 語 られ た もの を こ のカ テ ゴリ ー に

ま と め た
。

（５） 信頼 関係 は心 の ケア の基 盤 とい う思 い込 み

こ の 大カ テ ゴリ ー は 憾 者 との 信 頼 関係 を作 る ことが 心の ケア の 基 盤と な る１、 腕 気 の核

心 につい て は語 り合 完 なか った と して も患 者と の信 頼 関係 は成 立 する】、 の 中カ テ ゴリ ーか

ら形 成さ れて いる。

「病気 以外 の話 を する こと で まず 信頼 関係 を作 るこ とが 心の ケ アに は 必要 だと 思 う」 「関

係性 を 作る こと で、 患者 が 心 理繭 を 話 しや すい 場が でき る」 訂い ろ い ろ 話を して いく 中 で

患者 と 関係 が作 っ て い ける一 と語 ら れて いる こ と から、 看 護 師 はコ ミ ュニ ケ ー ショ ン を通

してま ず は信 頼 関 係 を作 る こ とで 心の ケ ア をす る下 準備カミ得 られ る と 考 えて い た。 ま た、

「家 族 の希 望で 患 者 に本 当 の こと 邪言 え ない こ とも ある け れ ど、 患 者 はそ の辺 の事 情 をわ

かっ てく れ てい る」 と、 信 頼 関係 を成 立 させ るま で は病 気 か ら発 生 する 患 者 の 心的 側 面に

ついて 患者 と直 接 話 し合 う必 要性 がな いと 考え てい た。

こ のよ う に、 看 護 師は 心 の ケア をす る ため の 準備 と して 信 頼関 係 の成 立 が 必 要で ある と

考え てい る。 ま た、 信 頼 関係 の 成 立 には 病気 以外 の 話を す る こと で 成 立す る と 語っ た内 容

を こ の カ テ ゴリ ー に ま と め た。

（６） 心のケアに対する苦手意識

こ のカ テ ゴリ ー は ［心 の ケア は 頓 聴 する し か ない の で成 果 に 確信 が 持 て ず 達 成 感 が な

い１、 憾 者 の性 格 や 精神症 状 に 付き 合う と気 淋お か しく なる１、 ［患 者 に 寄り 添 う器が なく

て 辛い１、 ［心 のケ ア は難 しいも のだ と決 め付 けて いる］の 中カ テ ゴリ ー から形 成 され てい る。

「心 の ケア は 傾聴 す る し かな い」 「“どう です か” と 闘く しか ない」 「心は 見 え ない の

で、 自 分 淡受 け 取っ た 恩 いが 本 当に 患 者の 気持 ち かわ か ら ない」 噌 分 の して い る こと が

心 のケ ア なの か ど うか 自信 淋 な い」 「確信 を持 っ て出 来 て いな い し、 は っき り しない で や

って い る部 分 も ある」 と、 手 探り で 心 のケ アを してお り、 ま たア ウ トカ ムカ
ミ明 確 で は荏 い

た めに 確信 が 持て な い ことカミ語 られ た。 ま た、
「治 ら な い患 者 は ひねく れて い て 意地 悪 を

する」 「精 神症 状 の ある 患 者 はこ っ ちが しっ か り して い ない と］ 緒 に 参っ て し婁 う」 と 難

病患 者 や精神 症 状 の ある 患 者 に対 す る偏 見 を抱 いて い るこ と が明 ら かに なっ た。
「患 者 を
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見て いてイ ライ ラ す る」 「見て い て も どか しい」 「患者 の 感 情の 波 が激 しい か ら、 当 た ら

れた り急 に優 しく さ れる こ と に気 持 ちが 沈む」 「治 ら ない 患 者の 感 情 を受 けと め て いく 器

が自 分に は ない」 Ｆ患者 に優 しく 出 来な い現 状が 解 決 でき なく て あ がい て いる」 と 語 られ

るな ど、 患 者の
ぺ 一ス に合 わせ た り気 持 ち を受 けと める こ と がで き ない と 自 分自 身 のこ と

を 考 え て い た。 そ の 結 果、
「心 の ケ ア は 難 し い と 思 う」 と 何 人 も の 人 が 語 り、

心 の ケ ア は

難 しいと 考乏 てい るこ とが 伺 完た。

（７） 患者の 気 持ち に触 れる こと が 不安 なの で かかわ らな い

こ の大カ テ ゴリ ー は１気 涛ち を理 解 したり 不 安を 解消 した り な ど間題 を 解 決 したい が戸 惑

い や１布 しさが ある の で手出 しが できな い１、
［患者 の方 が病 気 のこ と をよく 知 って いる の でう

かつ なこ とが言 え ない］、 憾 者 の行 動や 感情 には 左右 され ず受 け 流す１ の中カ テ ゴリ ー から

形成 され ている。

「ちょ っと よく なっ た と 思っ て も目 に よっ て違 う し、 痛 み や庫 れ は目 に 見 完ず 本 人の感

覚で しかな いの で こ ち らは どの 程 度痛 み や庫 れが ある かわ か らな い」、
「難 病 の症 状 は数 字

で現れ れ ばわ かる が、 痛 み な どの感 覚 は１０ 段階 で闘 いて もス ケ ール の幅 が 人に よっ て違 う

ので わか ら ない」 と、 症 状 か ら生 じる 患者 の 幸さ を 理解 する こと の 難 しさ や 「患 者 が希 望

を見 出せ な い時 に、 どの よ うに 希 望を 見 出す のか そ こに か か わろ う とす る 時難 しさ を感 じ

る」 噛 者 の気持 ち が 下向き に なっ て いる時 に、 どう した ら前 向き に 慣れ る のか を導 き出 す

の淋難 しい １ 泣い て ぱかり の 人へ の 心のケ ア は どの よ うに 考え てい け ば良 いの 赤わ か らな

い」な ど、落ち 込 んで いる 患者 に 対 して どう関 わって い いの かわ か らな いと い う戸 惑い、 嚇

気が よく な るわ け で はなく、 よ く て現 状 維持 の 患者 が 退院 し た後、 あの 人 は どう な った ん

だろ うと 考 完る。 どう やっ て か かわっ て い いの か、 声 をか け るタイ ミ ン グ注 どが 難 しく て

出来 なかっ た こと が たく さん ある ’ 治ら ない病 気の 人 の話 を聞く と な んと いっ て いい のか

わ からず、 話 を闘く だけ。 声 掛けカミ難 しい」 「症 状が 代 わり 映え しなく て 患 者も それ を不 安

に思 って いて も自 分が どう返 した らい いの かわ から ない し、 安易 に 励ま す こと も出 来な い」

な どの声 掛 けの 仕 方 に戸 惑 いが あ るた め、 結 果的 に 何 も出 来 ない 状 況を 語 っ た。 ま た 吟

はイ ンタ 山ネ ッ トで調 べて 患 者さ んの 方が魚 識 があ る」 「患者 の 方カミ病気 の こと をよ く短 っ

てい るの で 太刀 打 ち でき な い」 と、 患 者 の ほうが 病 気と 付き 合っ て いる 期 間 が長 い 分経 験 ，

や知 識カミ豊 當 であ る と考 え、 看 護 に自 信 淡持 て ず患 者と 関 わり にく いと 考え てい る。 そ の

状況 は 「自 分が 病 気 のこ と をよ く わ かっ て いな いと、 変に 話 を闘 か な い」 と の言 葉 に表 現

され てい た。 そ の 結 果、
ｒ敢 え て 話は 聞 かな いよ うに す る」 ｒこち ら か ら どう です か、 と は

言わ ない」 噛 者 のイ ライ ラ に 対 して は受 け流 す よう な か かわ り をす る」 聰 者 に 対 して い

らい ら して いる 後 輩 が いた ら、 い ろ んな 人が いる か らと い っ てな だ めて いる」 と、 患者 と

正面 か ら向 き合 わ な いよ う にす る 対 処方 法 を獲得 した看 護 師 もい る こと が 明 らか に なっ た。

以 上の よ うに、 患 者の 心 の闇 題 を理 解 した いと は 思っ て も、 方 法 が わ から な かっ たり 自

一 ３１ 一



信淋 ない こ と から 関 わり を もて な い でい る 現状 につ い て語 ら れた 内 容 を このカ テ ゴリー に

ま と め た
。

（８） 聴きだす技術の不足

この 犬カ テ ゴリ ー は、 ［患 者 の思 い を引 き出 す よう に 関わ る１、 暗 段 の 会 話や ケ ア の中 で

さ り げなく 患者 の話 を 聞く１、［患者 の 思い を無理 に聴 かず 表 出を 待つ
１、 憾 者 の話 の聴 き方、

聴 いた 話の 理解 の仕 方、 手 の 差 し出 し方カ
ミ分ら 在い１、［心 のケ アを す るに は 患者 の思 いを引

き 出す 技術 が必 要 であ る１の 申カテ ゴリー から 形成 され てい る。

心 のケ ア とは す なわ ち 患 者が 心 の内 を 話チ こと で ある とい う 意 見 が あり、
ｒ患 者 が気 持

ち を全部 話 すこ と が でき る 時が 心 の ケア の到 達点 だ と 思う」 「全 部 吐き 出 さ せる こ とが 必

要 だと 思う」 と 語 ら れて い るむ した 淋っ て、 どのよ う に語 らせ る か と いう ＜ 語 らせ る技 術

＞ につ いて の 関心 が看 護 師 に は高く、
「ちょ っ と話 を 聞き た い んで す け ど、 っ て言 う よう

に 改まっ て 闘く の で は なく、 さり げなく 聞く よ うに す る」
「散歩 と か しなが ら、 世 間 話 か

ら さり げ在 く 病気 の 話 に持 っ てい く一 「ま ず は病状 に つ いて の 話 か ら入 る」 と、 患者 の気

持 ちを ダイ レク トに 聞く の では なく、 世 間話 やケア の 中で さり げな く 聞く よ う に して いた。

ま た、 看護 師側 から 働き か けず に
「患者 から 表出 される の を待 つ」 「無理 に 聞き ださ ない」

と、 患者側 から 表 出さ れ るの を 待つ と いう こ とも、 患 者 の心 の ケ ア のた め のテ ク ニ ック で

ある と捕 ら え られて い た。 し か し、 噛 者 の 思い を どう やっ て 聞 き 出せ ばい い か
が自 分 の

課 題 だ」 「患者 の 不安 を 引き 出 して いく ことカミす ごく 難 しい」 と、 どの よ う に話 して もら

完 ぱいい の か戸 惑 って い る 様子 が 語 られ てい る。 ま た、
「こ ちら か ら 踏み 込 ん でこ ん なこ

と闘 いて い い のか しら」 「話 したく ない 感 じの 人に は 突っ 込ま な い よ う に して いる」 と、

話 して こな い 患者 に は看 護 師側 か ら 闘い て もい いの か どう か悩 ん で お り、
患 者 の思 い を聞

きた い けれ ども、 どの よ うに 聞 いた らい いの かわ から ない とい う看 護 師の葛 藤
が 語 られた。

心 のケ ア をす る には 「患者 が 考 完て いる こ とを い かに 引き 出 す か に看 護 師の 力 量が 問 わ れ

て い る」 「心 の ケア が でき る か どう か は看護 師 のカ 次 第 だと 思 うｊ と、 患者 の 思 い を語 ら

せ る 技術 の有 無 が 心の ケ アが でき る か どう か の分 かれ 目 で ある と 考 完て いる こと が明 ら か

に な っ た。

以 上の よ うに、 患者 の 思 いを さり げなく弓１き 出させ、 す
べて 語 ら せる こ と が心 の ケア に

は重 要 であ るが、 そ のよ う な語 ら せ る技 術が な いた め に心 の ケア
が でき ない と 思っ てい る

こ と に つ い て こ の カ テ ゴ リ ー に ま と め た。
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ｗ．考 察

１．神 経 難病看 護 師が 思う 心 のケ ア につ いて

看護 師が 捉完 てい た神 経 難病 患者 の 心のケ ア とは、 【病 気を 持ち な が らも本 来 の人 生の意

味 を 再確認 でき るよ う な働 き か け】、 【患者 がリ フ レ ヅ シュ で き る よう な働 き か け】、 【告知

後 の 患者 の心 理 状態 の フォ ロ ー】、 【患 者の 気 持ち を察 知 でき る よ うア ン テナ を 張る】、 【苦

悩 の軽減】、 【自 分や 患者 の言 動 をふ り返 る】、 【心 と体 は関 連が ある】 【患者 が 話せ る雰 囲気

作 り】 の ８ つの 大カ テ ゴリ ー と して抽 出され た。 これ ら８ つ のカ テ ゴリ →茸、 《 看護 師が

目 指す 心の ケ ア 》《 看 護 師が 心 の ケア と して 取り 組 んで いる こ と》 《 看 護 師の 心の ケ アの

取り 組む 上 で大切 だ と 思う こと 》の ３ つの視 点 から考 察 する。

１） 看 護 師秘 目指 して いる 心の ケア

紳 経 難病 患者 に対 して看護 師 が目 指 してい た心 のケ アと は、 【病 気 を持 ち なが らも本 来の

人 生の意 味 を再確 認 でき る よ うに働き かけ】 をする こ とで あり、 そ のた め、 〔そ の 人 ら しさ

を引き出すコ こ とや、 ［病気だけに提 われるの ではなく 人生に目が向く ようにサポー ト

するコ こと を目指 し、 神経難病患者が病気 を持ちなが らも仕事 や趣 味な ど生きがいを再

発 見 でき る よ う に 支 援 す る こ と や、 そ の 人 ら しさ を弓１き 出 せ る こ と と 捉 完 て い た。

神 経難病患 者が病 を持ち なが らも生きる意 味を探 し求めて いるこ とは、 村岡
（１９９９）

や 檜 垣（２００２）に よ っ て も報 告 さ れ て い る。 村 岡（１９９９） は 筋萎 縮 性側 策 硬 化症 の 患者 の病

を 意 味づ ける プ ロセ ス を グラ ン デ ッ ト・セ オリ ー 法 による ア プ ロー チ を用 いて、 患 者 は病

状カミ悪化 する こ とで 嚇」 を自 己の 現 実と して直視 する よ うに なり、
「病」 に 積極 的な 意味

を 与 え、 新 しい 生き 方 を切 り 開く よう にな り、 生き る 意 味に む かっ て 価 値 転換 を して いた

こ と を報告 して いる。 ま た、 檜 垣（２００２）は、 神 経 難病 患者 の
「病 む体 験」 につ いて 現 象学

的 ア プロー チ を用 い て、 神 経 難 病 患者 が身 体機 能の 喪 失 に伴 い 生活 行 動 の変 化 や物 事 の見

方 や 考え方 の 変 化、 役 割 や性 格 の変 化 な どを体 験 して おり、 ま た、 そ れ ま で気 にと め てい

な かっ た過 去 の 時間 に 重 大な 意 味が 生 じ、 開 けて いた 将 来が 閉 ざ され、 患者 の 時間 的 展望

が 変 化する 体 験 して い た こと を 報告 してい る。 ま た、 他者 と 自 分 の関係 が健 康 な時 と 比べ

て 変 化 した と 感 じる 唆 化 した 世 界」、 そ の変 化 に 伴 う感 情 を 同 時 に語 っ て い る 傭 緒 の世

界」、 苦痛 な体験 か ら自 己 を
「変化 から 身を 守ろ うとす る 世界一 を神 経 難病 患 者の 中心 的世

界 と捉 え、 健康 な 時と 同 様の 人 間 関係 の維 持 の体 験 を語っ て い る
「不 変 世 界」 や、 病 に肯

定 的な 意味 づけ をす る 「新 た な意 味世 界コ を患 者が 体験 して いた こ と を明 ら かに してい る。

そ して、 病 と 共 に積 極 的 に生 き て いく ため に は、 他 者 と の関 わり の 中 で 健康 な 時と 同 様の

体験を多く 積み重ねていると感 じる体験（関係維持）を多く積み重ねる必要があることを示

唆 して いる。 こ れ らの 先 行研 究 か らも、 神 経難 病 患者 が神 経 難病 によ る病 む 体 験を しなが

ら現状 に身 を任 せる だ け では なく、 自 分な りの 意 味世 界 を築 こ うと して いる 存 在で あ るこ
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と 淋 読 み 敢 れ る。

ｙ・フ ラ ンク ル（１９７８／２００６）は、 人 間 は 常 に 生き る 意 味 を探 し 求 め、 意 味の 探 求 に 向 か

う（意味への意 志をもっ）存在であるという。 彼は、 強制 収容所を
生き残った 可能性の最

も高 かっ た人淡未 来の意 味に向 かっ て生きるこ とができ た人達 であった ことを通 して

こ の こ と を 強 調 して いる。そ れ は 人 間 を 刺 激 に 対 し単 に 反 応 す る 存 在 と 提 え る の で は な

く、 人生 が そ の 人 に 問 い か け てく る 問 い に 応 答（ｒｅｓｐｏｎａｉ亙ｇ
）す る 存 在 と して 提 え、 人 生

の意味を問う問いや、生きる意
味を探求することが人の心には存在 するということであ

る。 そ して、 苦 し い 状 況 で あ っ て も そ の
存 在 す る 意 味 に は 癒 しの 力 が あ ると い う。

神経難病患者 が病 気を持ちなが らも人生の意味を再確認すること は、難治性の
病気の

世 界 に 埋没 す る の で は なく、 人 と して の 目 線 で 人 生 の 意 味を 再 び探 す こ、
と で あ り、 した

がっ て、 看 護 師 が神 経 難 病 患 者 の こ れ ま での 人 生 で 大 切 に して き た こ と、 病 気 に
なっ た

ことで失い かけてい たこと を患者自身 で再確認できる よう に働 き かけるこ とは心の ケ

ア の 究 極 の 目標 と して 捉 完 る こ と が で き た。

神経難病は、 回復
が因難 な病気 であり、 病状 の悪化は心や体に同 時にさま ざま な変化

を も た ら す（Ｓｔｒａｕｓｓ，
Ｆａｇｅｒｈ測 ｇｈ，

Ｓ．１９８４
傭
，
１９８７；野 上

，
２００６）
、
そ れ ゆ え

、
患 者 が 自 分 自

身で人生の意味探 しが行えるよ うに働き かけることは、神 経難病を体験 しなが らも自分

の世界で生きていく上 での昆 場を組むための働き かけとも 読み取ることができた。

薯 者 ら（原，２００４
）が、 難 病 患 者 の病 気 の受 け 止 め 方 と ソー シャ ル・サ

ポ ー トの 関 係 に つ

いて調査 した結果 では、看護師の支援を受けたと感 じていた人ほ ど神 経難病 患者が病気

に なったこと でこれま で気づ かなかっ花人 生の価値に気 づく こ とができ たと感 じてい

た（ ド ０，２０３～Ｏ，３０４）。 そ れ ゆ
え
、 看 護 師

が 神 経 難 病 患 者 の 心 の ケ ア の 目標 と して 【病

気をもちながらも本来の人生の意 味を再確認できるような働きかけ】 を行うことを目指す

こ と は患 者の 肯 定的 な 病 気の 受 け止 め 方に 向 けて 支援 す るこ と に もつ な がり、 患 者が 病 気

を抱 えなが ら も前向 き に 生きて いく た め重 要な関 わり と考 え られ た。

２） 看護 師が 心の ケア と して 敢り 組ん でい るこ と

神 経 難病 患者 の 心 のケ ア の取 り 組 み （ス トラテ ジー）を意 味 してい るカ テ ゴリ ー は、 【患

者が リ フ レッ シ皿 でき る よ う 荏働 き かけ】 【患者 の 気 持ち を察 知 で き るよ う ア ンテ ナ を張

る】 順 分や 患者 の言 動 をふ り 返る】 の ３つが あっ だ。

【患 者が リ フ レッ シュ でき るよ う な働 き かけ】 は、 〔患 者 が嬉 しい と 思う 機 会を 提 供 し

病 気に 立ち向 か える よ うに するコ こ とや 〔気 分転 換を すす めるコ こと を意 昧 して いた。

患 者が 病 院と い う非 目 常 的な 空間 で の 生活 を余 儀 なく され る 中、 そ の 空 間と 異 なる 場 や機

会 に 患者 が身 を 置 ける よ う に工 夫す る こと が 心の ケア と して 行 わ れて い た。 こ の よう に、

生 活 の場 を変 化 させ、 患 者の 気持 ち をリ フ レッシュ さ せ るア
プ ロ ーチ は、 運 動 機能 障 割こ

よ っ て自 分で 自 由 に動 き 回り 好き な 場 所 に身 を置く こ と が困 難 と なる 神 経難 病 患者 の 心 身
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の苦悩 を見 据完 た 関 わり と 考 完ら れた。 神 経 難病 は 身体 機 能の 喪 失 を もた ら し、 患者 は 自

分 ら しい 生活 を 営 む こと が 困難 と なる。 その た め、 この よ う な状 況 か らも 自分 の 気 分を 変

乏るご とが 難 しい 環境 にお かれや すい。

病 人 の生 活 に 変 化（Ｖａｒｉｅｔｙ）を 与 完る こ とカミ回 復 を促 す上 で 重 要 在 関 わり で ある こ と は

Ｆ・Ｎｉｇｈ充ｉｎｇａ王ｅ（１８９３／１９９１）も 看 護 覚 書 の 中 で 述 べ て い る が、
自 ら の 意 志 で 動 く こ と が 妨 げ

られる 神 経難 病 患 者 にと っ て、 目 常生 活 に変 化 をも た らす こと が 心 のケ ア と して 行 われ て

いた。 【患者 が リ フ レッ シュ で きる よ う な働き かけ】 は 【病 気 を 持 ちな 淋 らも 本 来の 人 生

の 意味 を再 確認 でき る よう な働 き かけ】 の ため の方 法の １つ と して提 え ら移 た。

ま た、 【患 者 の気 持 ち を察 節 でき る よ うア ンテ ナ を張 る】 は ［患者 の 置 かれ て いる 状 況

を先 に見 越 して 関 わるコ ［何 か気 にな ると 感 じた ら 関わ るコ ［患者 の思 い を無 理 にき か ず

患 者の 表 出 を待 っコ な どを意 味 し、 患 者 に関 心 を寄せ る 能動 的 な 姿 勢が 心 のケ ア と して 実

践 され て いた。 こ の 【患者 の気 持 ちを 察知 でき る よ うに ア ンテ ナ を 張る】 と い う 行為 は、

看 護師 が 主体 的 に自 分 の感 覚 を 研 ぎ澄 ませ、 患者カ
茎言 語 化 して い な い思 い や気 持 ちま で探

る 行為 で ある。 そ して、 【自 分 や患 者 の言 動 をふ り返 る】 は ［自分 だけ の思 い で 患者 を 見

な い でふり 返 り を 大切 に して い るコ Ｅ患者 の生 の 声を 後 輩 に闘 かせ 指 導 に濫 か すコ な ど患

者 との 相 互関係 や看 護 場 面を ふり 返 る こと が取 り 組み と して 行 われ て い た。 【患者 の 気涛

ち を察 知 でき る よう ア ンテ ナ を 張る】 【看 護場 面 での 言動 を ふ り返 る】 こと は、 患者 一看

護 師の相 互関 係 の中 での 患 者の反 応 を キャ ッチ し、 患 者の 行動 の 意味 を 理解・判 断 し看 護援

助 の 必 要 性 を 考 え る 看 護 過 程 を 構 成 す る 要 素 で も あ る（ｏｒａ紬ｏ， １９６１／１９９７）。 看 護 師 は、
こ

う した看 護過 程 の プロセ ス を丁 寧 に踏む こと が重 要と 考完、 心の ケア と して認 識 して いた。

こ れら の営 み は看 護 師 にと っ て は専 門領 域 の違 い に関 わ らず 看護 に 必 要 不可 欠 な行 為と い

克 る。 しか し、 神 経 難病 患 者 の 場合、 発 声 や音 声 を司 る 舌や 口 蓋、 咽 頭 な どの 構音 筋群 や

そ の 支 配 神 経 が 障 害 さ れ る た め（ＷＩ１ｋ泌 ㎝ ，
Ｌｅｍｏｘ／岩 田，

２００６）、
患 者 の 訴 え を 的 確 に 把 握

する こ とも 難 し い場 合 が多 い。 患 者 の要 求 や思 い を適切 に把 握 でき な け れ ぱ、
一方 的 な関

わり に なる 危 険が あ る。 従 っ て、 ベ ッ トサイ ドで交 わ され た 患者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン

を ふり 返り、 ま た、 患者 の 真 意を 本 当に 汲 み取 れた か どう か 見つ め 直 すこ と は、 神 経難 病

の 患者 の理 解 を深 め る 上で 重 要と な る。 看護 場 面で の 患者 や 自分 の 言 動 を丁 寧 にふ り返 る

こと は， 看 護の 基本 的 な行 為 とも 読 み取 れるカ
ミコミ ュ ニケ ー ショ ン 能カ が 徐々 に失 われ て

いく 神経 難病 患者 に とっ て は重要 な介 入 と して認識 さ れて いた。

３） 心の ケア に 取り組 む 上 で大切 だと思 うこと。

心 の ケアに 取り 組 む上 で看 護 師カミ大切 に してい危 こと を現 してい るカ テ ゴリ ー は、 【心と

体は 関連カミあ る】 【苦 悩の 軽減】 【告知 後の 患者 の心 理状 態の フォ ロー】 【患者 が 話せ る雰 囲

気】 の４ つが 挙 げられ た。

こ れ らのカテ ゴリー の うち、 【心と 体は 関連が ある】 な ら びに 【苦 悩 の軽 減】 は、 患者 の
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心 と身 体を切 り 離 した ２ 元 論 的な 視点 で捉 える ので はなく、 全人 的（ｈｏｌｉｓｔｉｃ）な視 点か ら

対 象 を捉 完て い る こと が わ かる（中 木，２００５）。 【心 と身 体 は関 連 が ある】 は 〔心 と 身体 は 関

連コ し、 その 両者 を トー タ ルに捉 え 心の ケア をする こ とが 重要 で ある とい う 見方 であ った。

心 身 は一 体 で あると い う包 括的 な 人間 理解 を基盤 と して いた 視点 で【苦 悩 の軽 滅】を捉 え、

言 葉 をス ムー ス に発 せ な い神 経 難病 患 者に 先 回り して 身 体 に関 す る情 報 を伝 完安 心感 を 与

えるな ど、 心 と 体の 両 者を 気遣 う ケア を行っ てい た。

看 護 の 対 象 者 を 全 入 的 な 視 点 で 提 え る こ と は 、 Ｍ ・ Ｒｏｇｅｒｓ，
Ｍ ・ Ｎｅｗａｎ， Ｊ

・ Ｔｒａｖｅ王ｂｅｅ，

Ｐ・Ｂθ㎜・ｒな どの看 護理 論 家が 共通 して 強調 する 人間 の概 念 であり・ 人間 は第 分の 総和 で は

な く、 総 和
よ り 大 き い 存 在 で あ る と い う 見 方 で あ る（ＰｅｇｇｙＬ・ｃｈｉＢ（１９９５），Ｍａｅｏ蝸Ｋ．Ｋｒａ㎜ｅｒ／

白 石（１９９７）。 この よ うな 全 人 的な 人 閥理 解が 神 経難 病 患者 の 心の ケ ア に 取り 組 む上 で の大

切 な視点 と捉 定 られ て いた。

ま た、 【告 知後 の患 者 の心 理状 態の フォ ロー】 は 神経 難病 患者 は病 気 の診 断 によ って 大き

な 心理 的な 衝 撃 を受 け、 心理 的に 危 機的 状 況に 陥り や す い傾 向 に ある た め ［告 節後、 告知

内容や病気の受け止め方を確認し不安を軽減するコ ことが重要であると看護師は感 じてい

だ。 加 完て、 告 知後 の 心 理 的フ ォ ロー の 重要 性の 理 由 に、 医師 の 淡々 と した 告痢 の 方法

に対 する 疑問 をい だき、 ⊂医師 の 告知 方法 への 不満ヨ から看 護師 のフ ォ ロー が 必要 と感 じて

いた。 そ の一 方 で、 ［告知 前後 の 患者 の気 持ち をな んと か したい が 関 わり 方が わ からず 患者

を傷 つ けて しま う の で はな い かと 恐 ろ しさ をも つコ な ど告 魚後 の 看 護 介入 の 方 法へ の 戸惑

い から心 のケ アヘ の必 要 性 を認 識する こ とにつ なが って い た。

そ して、【患者 が 話せ る雰 囲気】は、 目 頃、 看護 師 は自 分達 がバ タバ タ 慌 しく して いる と、

患者 は遠 慮 して 何 も 言わ な い こと を 感 じ取っ て おり、 その た め、 忙 しく て も
ベ ヅ ドサイ ド

に短 時間 でも 座る 時間 を 作る な ど、 〔話 しやす い雰 囲気 や場 を整 えるコ こと の 必要 性を 感 じ

てい た。 看護 師は 患者 が 話 しやす い 環境 を整 完、 コ ミュ ニ ケ ー ショ ンの場 を 意 図的 に設 定

する 働き か けの 重 要性 を 感 じて い た。 こ の話 しやす い 雰囲 気 づく り は、 患 者 が自 分 の 思い

や気 持 ちを 語 れる ことカ瀕 待 され た 意図 的な 看護 師 の 関わ り を行 う こ とが 心 の ケア と して

大切 である と 看護 師 は捉 完て いた。

看 護 師が 心 のケ ア に取 り 組む 上 で 大切 だと 思 うこ と には、 患者 が 話 せる 雰 囲気 作 り な ど

目々 の 患者 と の関 わり を 通 して 重 要 と思 う場 合 もあ れ ば、 告知 後 の フォ ロ ー の 仕方 な ど介

入方 法 に対 する 戸 惑 い、 医 師 の患 者 への 接 し方 に対 す る不 満 な ど、 実 際 に取 り 組み が でき

てい ない こ と か らケア の 必 要性 を 感 じて いる も のも あ った。 そ の た め、 こ れ ら のケ ア を遂

行す るた め に は、 告知 後 の フォ ロ ー の介 入方 法 につ い て明 確 に して いく こ と や、 医 師 と患

者と の関係 調 整を 行っ て 行く な ど新た な課 題も含 ま れて い た。
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２． 看護 師 の心 を 支 完るも の

看 護 師に とっ て 神 経難 病 看護 へ の やり が いや、 看 護 師自 身の 心の 支 完と 征っ て い たも の

と して 【ケ ア の方 法 に 患者 の 固有 の 工夫 を 見つ け出 す こと 淡難 病 看護 の 醍 醐 味】、 【退院 に

向 けて 患者 家 族と 協働 する】、 【患 者 家族 の 得が たい 承 認 を得 るこ と がモ チ ベ ー ショ ンに な

る】、 【難病 患 者へ の 思い 込み が覆 さ れた こと による 驚き】 の ４ つ の大カ テ ゴリ ーカミ挙 げら

れ た。 看 護 師 は、 患 者独 自 の ケア の 方法 を創 造 する こ とや、 患者 や その 家 族 と目 標 を協 同

しな淋 ら看 護 を遂 行 し、 患 者 ・家 族 か ら得 淋た い承 認 を得 る こと 淡 自分 自 身 の心 を 支 乏る

も の と な っ て い た。

【ケア の方 法 に患 者の 固有 の 工夫 を見 つけ 出す ことが 難病 看護 の 醍 醐味】 は、 ［患 者淋 望

む手足や枕の位置が見つけられた体験］ 〔障害された１目常生活行動の工夫を患者と共にす

るコ ［患者 の個 別性 を 理解 しなが ら看護 でき た嬉 しさコ な どケア を行 う 際に、 患 者独 自の個

別的 な 方法 を 見出 す こ とに 看護 師 は 醍醐 味 を感 じて い た。 神 経難 病 患者 の 場 合、 個別 性 を

把握 したく て も言 語 障 害に より 患 者 との 意 思の 疎通 が 困難 と なる た め 患者 の 訴 完を 理解 す

る こと が困 難 と征 る 場 合も 多 い。 こ う し危 コミ ュニ ケ ー ショ ンの 壁 の克 服 も含 め、 患者 の

気 持ち に近 づ けた こ と を実 感 でき る こと が 看護 師の 心 の支 完 とな っ て いた。 し か し、 神 経

難病 患者 の個 別性 を 理解 した 関 わり を模 索する 串 で、 看 護 師が 遭遇 して いる 困 難さと して、

Ｅ家族が こだ わっ て いる ケア の 方法 を要 求され るこ と淡 難 しいコ 〔事故 防止 と 患者の ＡＤ Ｌ

拡 大の どち ら を優 先 さ せて い いの か が難 しいコ な どカミあっ た。 神 経 難病 患 者 やそ の 家族 の

申 には長 年 自 分た ち なり に 築 いて き てき た独 自 のケ ア 方法 にこ だわ り、 そ う した 独 自の ケ

ア の方法 を、 吸引 ・ 体位 変換・排 泄の援 助 な どの １つ １つ の援 助 に求 め られ るこ との 難 しさ

や、 身体機 能 が低 下・喪失 して いく 患者 の 歩きた い気 持 ちに 添い たい と いう 気持 ちと、 転倒

さ せて はい け ない と い う気 持 ちか ら 迷い や 心苦 しさ を感 じてい た。 それ ゆ え、 こ れ らの 難

しさを 克服 し個 別 看護カミ提 供 でき た こと は看 護 師に とっ て やり が い とな り、 看護 の 醍醐 味

と な っ て い た。

ま た、 退 院 に向 け た援 助 を通 して、 患 者 の意欲 や 満足 を引 き 困 せ たと 感 じた 時 や、 退 院

に向かい患者や家族と同じ目標を持って看護にあたることも看護に神経難病看護のやりが

い をも た ら して いた。 神 経 難病 患 者 の退 院 に向 けた 援助 は、 在 宅 で の 生活 へ の橋 渡 しと な

る 援助 であ る。 神 経 難 病患 者 は多 く の場 合、 時 間と 共 に病 状が 悪 化 し、 そ れ に伴 い さま ざ

ま 荏喪 失体 験 を繰 り 返 す。 紳 経難 病 患者 の 抱え る健 康 問題 の 多く は 生 涯、 患者 が 抱 えて い

か な けれ ばな らず 看護 介入 に よっ て 解決 でき な い問 題 も多 い。 した がっ て、 問題 解 決型 の

看護 介 入 では 解決 に 至 らな い 看護 問 題も 多く あ る。 そ の山 方、 退院 に向 け た 看護 は 退院 に

焦 点カミあて ら れ、 退 院 に向 け た生 活 や在 宅 での受 け 入 れが 整備 でき た こと で 看護 目標 淡 達

成 され る。 こ の場 合 の 看護 目標 は 患 者や そ の家 族が 在 宅で 生活 でき るよ う に 退院 の 準備 を

行 える こと で あり、 看護 介 入 の目 的 や方 法 は明 確化 さ れや す い。 こ のよ う な プロセ ス の 中

で ［患者 や 家 族の 思 い をよく 聞い て 意見 調 整す るコ こ とや、 実際 に 【退院 と いう 目標 を 患
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者・家 族と共 に 立て て達 成 でき たと きコ に看 護師 はやり が いを 感 じて いた。

退 院に 向け た看 護 につ いて目ヨ邊（１９９３）は、 『退院 学』 とい う 言葉 を用 い、 神 経難 病 患者 を

単に 退院 さ せる の で はな く 入院 時 点 から 患者 やそ の 家族 が今 後、 どの よう な 生活 を 望ん で

いる の か、 あ ら ゆる角 度 か らア セ スメ ン トを し退院 に向
け 危計 画 を 立て る こ と の重 要性 を

述 べて いる。 そ して、 そ の 看護 活 動 は
時 の流 れ の順 方向 的 だ けで は なく、 目 的 と して必 要

な もの を得 るた め の逆 方 向 の 考 察（ｐｒｏｂ１ｅ㎜ （間題 点 一 む しろ情 報 と 解釈 した 方 が よい）一

凱ｓｓｅｓｓ 醐 ｎ北（判 断）一 Ｐ１ａｎ（計 画・方 針）一 卿 砒（監 査 一 む し ろ 自 己 チ ェ ッ ク・反 省 の よ う な 意

味）を用 いる な ど、 柔 軟 荏関 わり
淡求 め られる。 神 経難 病 患者 やそ の 家 族に とっ て の退 院は

大 きな ステ ッ プ で あり、 そ こに 具体 的 な目標 を 持っ て 介 入で きる こ と で 看護 師 に 大き
荏 達

成 感を もた ら して いる と考 え られ た。

しか し、 こう した退 院 に向 け
た援 助 では、 患者 や家 族が 自 分達 で築 いて き た習 慣・こ

だ わ

り な どが大き け れ ぱ大き いほ ど、 看護 師に 求める 態度・技 能な どの 要 求度 も高く
なる。 従 っ

て患 者や 家族 から、 信 頼 でき る 看護 師 と して 承認 を 得る こ と は容易 で はな い 場合 も
多い。

その た め、 ケア の 方 法 に患 者 の固 有 の工 夫 を見 つけ 出す こ
と や、 退 院 に向 けて 患者 家族 と

協働 する こと を通 して、 【患者 家族 の 得淡た い承 認 を得る こ
とカミモ チベ ー ショ ンに なる】 と

看護 師 は提 完て い た。 これ ら 【ケア の方 法 に患 者の 固 有の 工 夫を 見 つ け出 す こ と】、 【退院

に 向け て 患者 家族 と 協働 す る】、 【患 者 ・家 族の 得 がた い承 認 を 得る こ と がモ
チ ベー ショ ン

に なる】 とい う３ っ のカ テ ゴリー に 表 わさ れた こと は、 看 護 師 の誰 も
が簡 単に 体 験で きる

もの では なく、 さま
ざま な 困 難 さ を伴 うも の であ った。 そ して、 そ の 困 難 さを 克 服

す る所

に神経 難病 看護 の醍 醐 味が 存在 して い ると 考完 られた。

そ れに 対 じて 【難病 患 者へ の 思い 込みカミ覆さ れた こと に よる驚 き】 とい うカ テ ゴリ ーは、

前述 し危 カテ ゴリ ー の意 味 内容 と は異 な る性 質の も の であ っ た。 看 護師 は ［患者 は 本心 を

語らないと思っていたが聞けぱ話 してくれることに驚いた Ｈ 難病患者は悲観的になると決

め付 けて い たが 最 後 ま で他 人 を思 い やれ る 人も 驚い た］ な ど、 神 経 難 病 患者 に 対 して、
《

悲 観的 に物 事 を提 完 る 存在 》、 《 本 音 をな か荏 か語 っ てく れ な い存 在 》 な どの ステ レ
オタ

イ プ化 した見 方 で捉 え て いた、 し か し、 患 者と の 実際 の 関わ り を通 して、 そ のイ メ
ー ジカミ

覆 され た 驚き の 体験 を 意 味 して いた。 そ して、 こ のス テ レオ タイ
プ化 した 見方 を崩 す こと

が でき る こと が、 看 護 師 自
身 が 神 経難病 患 者の 看 護 を行 って いく た めの エネ ル ギ ー を充 電

する こと に つな がっ て い た。 神 経 難病 患者 へ のス テ レオ タイ
プ化 した見 方 は、 患 者 を個 人

と した提 完 た目 の 向 け方 で はな く、 神 経 難病 患者 と いう 疾 患 のイ メ
ー ジ から 作り 出 さ れた

見方 で ある。 看 護 師 は、 ステ
レ オタイ プ 化 した 見方 を もっ て いな が ら も、 患 者 に歩 み 寄り

近 づく 行 動 を起 こ した こと で、 固 定 観念 と いう壁 を 破っ て い る 体験 を し てお り、 そ して、

本 来の 患者 自身 の 人 と 松り に触 れ た こと を「驚き」と い う言 葉 で表 現 して いた。 この 驚 きの

体 験は神 経 難病 患 者 へ の対 象 理解 や 関 わり 方を 深め る た めの ヒ ン トに つ なが っ てい た。 し

か し、 裏を 返 せ ば、 ス テ レオ タイ プ化 した 見方 に陥 り、 そ の 状 態 を
脱 却 する 手 立て や 体験
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カミでき なけ れ ば、 看 護 師が 神 経難 病 患者 の 心の ケア を 行う こ とを 防 ぐこと に もつ なカ
ミる。

したが って、 看 護 師 の 心を 支 完る こ と を強化 す るた め に は、 こう したス テ レオタイ プ化 し

た目 で神 経 難病 患 者 を捉 え る こと を 妨 げる ため、 神 経 難病 患 者の 対 象 理解 を 深 める ため の

教育 的関 わり の 必要 が ある と考 完 られた。

３、 看護 師の 心 のケ アの 取り 組 み を阻む もの

神 経 難病 患 者 の心 の ケア の 実践 を 阻 んで いた も のは、 【身 の回 り の 世話 に 追 われ てい る

【ケアチーム肉の調和を重視する】 【難病看護は期待通りの成果が得られ奈 い】 【独特な

コ ミュ ニ ケー ショ ン方 法カミ存 在 する】 【信 頼関 係 は心 の ケア の基 盤 と い う思 い 込み】 【心

の ケア は 苦手 だ】 【患 者の 気 持 ちに 触 れる こと 淡不 安 な ので か かわ ら な い】 【聴 き だす 技

術】 の ８ つ の大 カテ ゴリーカミ描 出 され た。 これ ら看護 師の 心 のケ アの 実践 を 阻む もの は、

１）看 護体 制に 由 来する もの、 ２）神 経 難痛 患者 の特性、３）看護 師自 身が 抱 完る 壁の ３ つ内容 に

分 類でき た ため その 視 点 から考 察 する。

図 １．看 護師 の 心の ケア の 取り 組み を 阻むも の

看護 師自身カミ抱える壁
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１） 看 護 体制 に由 来す る もの 一業 務と 看護 一

看護 体制 の 由来 す る もの に は、 【身の 回り の 世話 に追 わ れ てい る】 【チ ー ム内 の 調和 を重

視 する】 の２ つ の大 カ テ ゴリ ーカミ抽 出 され た。 看護 師が 身の 回 り の世 話 に 追わ れ てい る様

子 は、 〔ロ ボ ッ トの よ う にオ ム ツや シー ツ 交換 に追 わ れ看護 の価 値
が 見 出せ な いコ 〔患 者の

気持 ちに目 を向 け るより 身 の 回り のケ アが優 先コ な どカテ ゴリ ー か らもそ の 状 況が 浮か ぶ。

看護 師は、 目々 の ル チー ン業 務 に 追 われ 患者 の心 より 身 体的 ケ ア が 中心 と なっ て い る現 状

にあ った。 そ の た め、 患 者 の話 を もっ と 聴き たい と 思っ て も 時間
那 生み 出 せ ず、 話 を切 ら

ざる 得な い状況 に あり、 患 者 の話 を聴く 時 間が 作れ ない こと を悲 しいと
感 じて いた。

こ のよ う な状 況 を 打破 する た め に は、 マ ンパワ ー の充 昆 な ど業 務整 理 や 業務 改 善 をす る

こと、 医 療 チー ム で の意 思 の疎 通 を円 滑 に強 化 でき るよ う な介 入 が 求 め られ ると 言 える。

しか し、 こ れ らの 体制 上 の 問題 は神 経 難 病看 護独 自 の問 題 で はなく 他の 分 野 でも 同 様の 課

題 である。 そ れで も、 神経 内 科の 看護 師の 多忙 さは他 科 にな い独 特 な忙 しさカ
ミ存在 する。

宮 晶 ら（２００６）は、 筋萎 縮性 側索 硬化 症（ＡＬＳ 患者）、
パ ーキ ン ソ ン病 患者（ＰＤ 患者）、 脊 髄

小脳 変性 症患 者の ３ 疾患 の 患者 を対 象に、 援助 項目 と 看護援 助 時 間を 調
べ 脳 梗塞 患者 の場

合と 比較 し分 析 して いる。 対象 者の うち ＡＬＳ 患者 の６０％カ将 吸 籍 管 理の
ため 胃 常生 活援 助を

必要 と し、ＰＤ患 者の ４６％の 患者 が 車椅 子介助 で冒 の離 せ ない 状態 に あり、ＳＣＤ 患者 は嚥 下障

害が 多く、 意 思伝 達 可能 な 患者 が少 な かっ た。 ＡＬＳ 患者 は 呼吸 関連、 体位 変 換、 コミ ュ ニケ

ー ショ ンな どの援 助、 ＰＤ 患 者は 与薬 関連、 移 動関連 の 援助 に時 閻 を要 し、 ＳＣＤ 患 者 では特

徴的 な援 助項 目 はみ られ な かっ たが、３疾 患と もに 主要 な援 助項 目 は
「身の 回り の 世話」であ

っ た。 脳 梗 塞 患者 と の 比較 で は神 経 難病 患 者の 方カ
ミ直 接看 護 時間 を要 し有意 差 が認 め られ

た。 紳 経難 病 患者 は 病 状の 進 行 に伴 い運 動 機能 淡低 下 し、 患 者自 身 で 体 の位 置 を安 楽 に収

め るこ とす ら困難 と な る 患者 も 多い。 神 経 難病 も疾 患 に より 障 害 の性 質 は異 な るが、 目 常

生 活の援 助 の多く に 時間 を要 す る。

筋萎 縮性 側 索硬 化 症 の 患者 で は、 ケア を 行っ て いる 最 申に も 連 続 して ナ ース コ ー ルが な

る 状態 が 続き、 その 訴 完 の ほと ん どは、 体 位 交換、 吸 引、 手と 足、 顔 の 位 置の 修 正 とい っ

た 身体 的な もの で、 体位 交 換 に３０ 分か ら一 時間 かかる こ とも し ば しぱ あり、 看護 者側 も 対

応 に追 われ、 患 者 が 何 を 考 え悩 ん で い る か な か な か 理 解 で き な い 状 態 に ある（土 田 ・ 小

原，至９９３）。 患 者自 身 も 心 の闘 題 を抱 え てい て も、
ベ ヅ ドに身 を 置く こと に さ 完も 思 い通 り

にな らな い 違和 感 や苦 痛 を 感 じる た め、 気 持 ち は自 ずと 体 に集 中 しや すい。 発病 初 期 の患

者 は自分 で 身の 回 りの こ と を行 う セ ルケ ア能 力 は残 さ れて いる が、 病 状が 進 行 すれ ば する

ほ ど機能 低 下 は著 しく 征り、 自 分 で 補乏 な いこ とを 看護 師 に求 めてく るこ と が らの 頻 度も

内容 も 多く なる。 こ う した 患者 の 二 … ズを どの よう に 捉え 答 えて いく か によ っ ても 心 のケ

アの あり 方は 変わ って く るの で はな いか と考 えられ た。

絶 え間 の な い患 者 の 要求 に 対応 し、 身 体管 理 に追 わ れる 状 況 は、 自 分が ロ
ボ ッ トの よう

に オム ツや シ ーツ 交 換 に追 わ れ看 護 の価 値 が見 出せ な いコ と 感 じ看 護 師カミ看 護 の価 値 を見
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出 せ ない と いう 状 況 を作っ て い た。 看 護 師が 心の ケア を 行 う上 で 大切 であ ると 思 って いる

こ と に 【心と 体 は 関連 が ある】 と いう こ とを 挙 げて いた が、 こ のカ テ
ゴリ ーと 神 経難 病患

者 の 身体 的 な要 求 で ⊂ロ ボ ッ トの よ うに オム ツや シ ーツ 交 換 に追 わ れ看 護 の価 値 淋 見出せ

ないコ と感 じてい るこ と との 間 には 隔たり が あり、 心 と体 が別 な もの と して扱 われ て いた。

また、 そ の一 方、 逐 語録 から以 下 のよ うな語 りに つ いても 抽 出す るこ とカ油 来た。

『ご自分 で 生活 と か自 立 が でき て い ない よ うな 患者 さ んが 割り と 多 い とい う とこ ろ で、 看

護 の 手を 必 要と して いる 患 者 さん が 多い と思 う んで すね。 そ う した 点 で、 自分 が 生 かさ れ

ると いう か、 自 分 が 生 か して もら える』 『コ ミュ ニ ケー シ ョ ンに 障 害 の 牡る 方が 多く て、

特に ＡＬＳ の患 者さ ん です ね。 そ うい う方 に接 してい る と難 しい なと か、 はっき りい うと 大

変だ なと 思 うこ と も あり ま す け ど、 でも、 そ の 患者 さ んに 関 われ た と 思う 時、 患 者 さん が

何か の反応 を示 してく だ さっ た時 に は、 やりカ
ミいみ たい 在も の を感 じま す』『な かな かお風

呂の 中に 全く 知 ら な い 医療 者 が入 るっ て こと は めっ た にな い わけ で、 入 らせ ても らっ て ケ

ア をする っ てい う 状 況の 申 で、 患 者 さん 淋 ぶと 話 してく れ る こと に、 も しか する と 回復 に

っ な 秘 る じゃ な い か な っ て 思 っ て、
・ ・（略）・ ・ お う ち に 帰 っ て や り た い こ と に つ な が る ん

じゃ な い か と 思 っ て、
そ こ か ら ど ん ど ん 発 想 して く る 感 じ で ・ ・（略） ・ ・ そ こ で 私 た ち が

何か を与 えれる も の ある じゃ ない かっ て思 う んです迎

患 者さ ん との 関 わり を 通 して 自 分が 生 かさ れる こ と を実 感 する こ と、 障 害 をも つ 患者 さ

ん からの 反 応 を返 して もら っ たこ と に看 護 師の やり が いを 感 じる こ と、 入 浴介 助 と いう 生

活の 援助 場 面 から も 患者 と の 関わ り を通 して 患者 が 何 かを 与 えら れて いる と感 じるこ と は、

Ｍ・メ イ ヤロ フ（１９７１／１９９６） が 「ケ アと は相 手 の成長 を助 け る もの で あり、 ケ アを す ること

を通 して ケ アす る 人 も成 長 す る」 と いう 考 え方 にも 共通 す る。 そ れ ぞ れの 看護 の 捉 完方 の

違い をも とに ここ で、 看護 と 業務 に ついて 考 えた い。

神 経難 病 患者 の 細 かな 訴 完 に答 える こ と は、 《 患 者の 言 い なり に な る業 務》 な の か、 《

患者 の ケア 》 なの か、 繭者 の 捉 え方 は大 き な違 いが ある。 前 者の 場 合 は、 患者 の 要 求と 看

護 師の 思い や 考 完が 一 致せ ず、 看 護 師淋 仕方 なく 患 者 の指 示 に従 っ て いる ロ ボ ッ ト的なイ

メ ー ジが浮 か ぶ。 そ れ に対 して後 者 は、 患 者が自 分 で補 う こ とが で き な い二 一 ズを 看護 師

が 代わり 充 足 した り 支 完るイ メ ー ジがあ る。 心 の ケア の理 念 と して、 患者 を 全人 的 に捉 え

た いと 思っ て いて も、 心と 体 の ケア は別 物 と して 取り 扱わ れ ざる を 得 な い多 忙 な状 況が 起

き てい る こと は事 実 で ある。 しか し、 患 者 の心 と 体の 乖離 を 少 なく して いく た めに は、 看

護 師が 提 える 業務 と 看 護の 違 い につ いて も 明 らか に してい く 必要 が あ る と考 完 られ た。 神

経 難病 患者 の 絶 え間 の な い訴 え や要 求 を、 どの よ うに 提 える の かと い う 見方 に よっ て も看

護 のあ り 方は 変っ て く る。 神 経 難病 患者 の 要求 を、 一 つ一 つ 受 け止 め る とい う意 味にっ い

て、 対象 の特 性 を踏 ま 完も う』 度考 完て いく 必要 があ るの と考 え られ た。

ま た、 【チ ーム 内 の調 和を 重視 する】 ことに 伴う 心の ケア の妨 げ は、 プライ マ リ ーナー ス

が 患者の 心の ケア にっ いて の計 画を 立て たい と思っ て も、 〔心の ケア を 他 のメ ンバ ーに 頼む
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と迷 惑カミか かるコ と い う遠 慮 の気 持 ちや、 ［患者 ・家 族・チ ーム メ ン
バ ー間 で 板 ばさ み にな

る 状況カミ辛 いコ 桂 ど、 患者 ・ 家族 ・ 医療 チー ム での コ ンセ ン サス や
協カ が 得 ら れな い 状況

を表 わ してい た。 安 東 ら （２００６） の 報告 によ れ
ば神 経 肉科 の看 護師 の バー ンア ウ トの ２ 大

要 因の 王 つ に 「同 僚と の葛 藤」 が 上げ られて いる。 安 藤 らが述
べ て いる 胴 僚 との葛 藤」

と は、 同 僚と の 気
持ち の 共有 が でき ず 患者 支援 に 伴う 気 持 ちを 一 人 で抱 完 こ んで いる 状 況

であ った。 つ ま り 看護 師 は 目々 の業 務 に追
わ れ看 護の 価 値 を見 出 せ ない 無力 感 を 味 わっ て

いて もそ の気 持 ち を共 有 でき る チー ム 内 での 人閻 関係カミ構 築さ れ て いな い 状 況 にある と も

い完 る。 心 のケ ア の妨 げと
なっ て いる も のは そ れぞ れに 絡 み合 い 聞 題 を複 鉾 化 して いる と

考 えら れた。 した がっ て、 看護 師 が 抱 乏る悩 み を同 僚や、 他
職 種 と 共 有 でき る 場、 看護 師

自 身が 他者 に自 分 の 思 いや 気 持ち を 共有 でき る 機会 を整 備 してい く こ と は優 先 度の 高 い課

題 である と考 え られ た。

２） 神経難病患者の特性

難病 は、 ①原 因不 明、 治療 法が 未確 立 であり、 かっ後 遺症 を 残す 恐 れ
が 少 なく ない 疾患、

② 経遇 が 慢性 に 渡り、 単 に 経済 的 な問 題の み な らず、 介 護
な どに 著 しく 人 手を 要 する た め

家庭 の負担 が 重く、 ま た、 精神 的 に も負 担の 大き い
疾 患 で ある（厚 生 労働 省，２００６）が、 看 護

師の 心の ケア の 取 り組 み を 阻む 要因 と して、 疾 患の 特性 か ら派 生 して いる と 考 えら れる カ

テ ゴリ ー 淡抽出 さ れた。

原 因 淡不明 で 治 療 法が 未 確 立で ある と いう 特性 に 関連 す る もの と し て、 【難病 看 護 は期

待通 り の成 果が 得 ら れ ない】 とい う ことカミあっ だ。 そ の理 由 と して は、 ［』 生 懸命 やっ て

も成果淡得られず無力感を味わうコ ［治療法が確立されておらず看護カ湖 確でないため看

護実践に確信が持てないコ ［退院させても介護破綻するの でやりカ§いないコ 〔神経内科の

患 者は 顕著 によく 荏ら ないコ な ど、 看護 の成 果や 手 ごた えを 得 られな い 状況 が あっ 危。

ま た、 後遺 症 を残 す 恐 れが 少 なく
な い疾 患 に起 因す る も のと して、 ヨ ミ ュニ ケ

ー ショ ン

障害 の対 処困難 が あっ た（鎮 守，古 和，１９９８
）。 看 護 師は、 文 字盤 を使 っ たコ ミ ュニ ケー ショ ン

が難 しいこ とや、 そ の人 なり のコ ミュ ニ ケ
ー ショ ン方 法カミつ かみ にく く、 こ う した 【独 特

荏コ ミュ ニケ ー ショ ン方 法が 存 在す る】 こと も心の ケ アを 阻む もの と なっ て いた。

【難 病看 護 は期 待 通り の 成 果が 得 られ な い】 と いう こと に っ いて は、 第一 に神 経難 病 患

者 の看 護 の成 果 を どの よう に 評 価 して いっ た らよ い かと いう 間 題が あ る の で はな い か。 そ

して、 閥 題解 決 思考 を 基盤 と す る看 護 方
式が どれ だ けフィ ッ トす る かと い う こと も 考完 る

必要 があ る。 間 題解 決 型 の看 護 方 式 は、 看護 間題 を 取り
除く こと や、 問 題 と して な って い

る現 象を 少 しも で 緩和 で き るこ と に焦 点 が置 かれ る。 そ の た め、 看護 師 自 身 にと っ て も、

目 に見 える 変化 を 実 感 でき る よう 恋看 護 ア プロ ーチ が行 え れ ば、 看 護
が 行え た と実 感 に結

びつ きや すい が、 回 復カ
ミ難 しい神 経 難病 患者 の看護 で は、 解 決に 至 らな い問 題 を多く

抱 え、

看護 の 達成 感 を得 にく いの で は 征い か。 神 経難 病の 看 護 は脳 外 科 の看 護 の よう に
患者 の回
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復 や 治癒 を 垣間 見 るこ と の でき る 看護 で はな い。 疾 患の 性 質上、 当 然、 身 体機 能 が 治癒 回

復 す るこ と は難 しい。 そ の 中で 看 護が 求 める もの が、 間 題解 決 に 力 点が 置 かれ る こと で は

実 際 に解 決不 可 能 なこ と も 多い。 ま た、 噺 待通 り の成 果一 と い う発 想 か ら看 護 の 見返り

を 求 めす ぎる と、 さ らに 無力 感 や やり が いの 喪失カミ生 じる 可能 性 が ある。 さ らに は、 看護

の 成 果が 得 られ な いこ と を看 護 師自 身 の能 カ 不足 と感 じて しま う こと も 本 来患 者が 向 か い

あ う閥 題 を看 護 師が 肩 代 わり して しま うと い う厄 介 な状 況 を生 み 出す。 そ れ ゆえ、 紳 経難

病 患考 の看 護 の 成果 に つ いて 何 を もっ て判 断 する か、 間 題解 決 と い う枠 組 みを 超 完た 看護

の 指標 も必 要に なる と 考え られ た。

そ し て、
【独 特 な コ ミ ュ ニ ケ 』 シ ョ ン が 存 在 す る】 に つ い て は 実 際、 文 字 盤、 口

ぱく
、

コ ミュ ニケ ー ショ ン機 器 の活用 な ど幅広 い コミ ュニ ケ ー ショ ン ン方 法 が 取 られ てい る。 言

語 的な コミ ュ ニ ケー シ ョ ンで の相 互 交流 が 敢り にく く、 患者 は 自分 の 訴 え を看護 師 に 分か

っ ても らう こ と に必 死 に 在り、 コミ ュニ ケ ー ショ ンの 内容 も さま ざま な 要求 に集 約 さ れる

場 合も 多い。 コミ ュ ニ ケー ショ ン障 害 は神 経難 病の 特 徴的 な 障 害 では あ るが、 実際 に コミ

ュ ニケー ショ ン を取 る 上 では、 さま ざま な 困難 さを 看 護師 も 経 験 して い るこ と から 既存 の

知識 やマ ニ ュ アル だ け で は対 応 困難 な部 分 をさ らに 明 ら かに して いく 必 要が ある と 考 えら

れ た
。

こ れ らの 結果 から は看 護 師が 難 病 の病 態的 な 特徴 や 障害 に つ いて 知識 と して理 解 して い

て も、 実際 に 患者 と 関 わる 中 で、 看護 の 手 ごた えが つ かめ ず 何も や れて いな いと 感 じて し

まう 状況 が ある こ と が 読み 取れ た。 これ ら の間 題を 解 消す る ため に は、 神 経 肉科 看護 の 実

践 を どの よ う に評 価 し意 昧 づ けて いく かの検 討 を して いく こ とや、 ニコミ ュ ニ ケー ショ ン障

害 をもつ 患 者と の コ ミュ ニ ケー ショ ンの あり 方、 看 護 チ山 ム での 話 し合 い の あり 方 にっ い

ても 再検 討する こ とが 課題 と なる。

３） 看護 師自 身が 抱 える壁

心の ケア の 妨 げと して 看 護 師自 信 が抱 完 てい たも の には、 【心の ケア に 対 する 苦 手意 識】

【信 頼関 係 は心 の ケア の 基盤 と い う思 い 込み】 【患 者の 気持 ちに 触れ る こ とが 不 安な の で

かか わら ない】 【聴 き だす 技術 の 不足】 の ４つ の大 カテ ゴリーカミ抽 出 さ れた。 ここ では（１）

心のケ ア に対す る 苦手 意識 （２） 信頼 関係 （３） 聴く 技術 の視 点 か ら考察 す る。

（１） 心の ケア に 対す る苦 手意 識

看護 師 の 中に は、 無 条 件に ［心 のケ ア は難 しい もの だ と決 め 付 けて い るコ と捉 完、 患者

の ぺ一ス にイ ライ ラ しも どか しさ を感 じる体 験な どか ら ［患者 に 寄り 添う 器が なく て辛 いコ

と 感 じて いた 人 もい た。 心の ケ アに 対す る 難 しさ の理 由に つ いて は、 ［傾 聴 しかな いの で

成 果に確 信 が 持て ず 達 成感 が ないコ 、 ［患者 の性 格 や 精神 症 状に 付き 合 う と気 が お か しく

なるコ と い った 患 者 に 対す る 思い や看 護 の評 価や 意 味 づけ が 出来 な いこ と か らも た らさ れ
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てい る壁 で あっ だ。 これ は、 患 者 の 特性 によ る壁 に もあ っ た 〔治 療 法が 確 立 され てお ら ず

看護 が明 確 でな い た め看 護 実践 に 確信 淋 持て な いコ とい う 現象 と も 関係 す る 聞題 で あり、

看護 の確 信 のも て 征 さ は、 心 のケ ア の確 信の 持て な さ を含 有 して い る。 こ の 苦 手意 識 は、

Ｅ心 のケ アは 難 しい もの だと 決め 付 けてい るコ と いっ たステ レオタイ プ化 した見 方や、 聴

者に 寄り 添 う器 が なく て 幸 いコ ［傾 聴 しか ない ので 成果 に 確信 が 持 て ず 達成 感が な いコ な

ど看 護 師カミ自分 自 身 の力 を 過小 評 価 した り、 傾 聴と いう 行 動 を起 こ してい て もそ の 意味
づ

け淋 十分 にで きず 悩ん で いた。

牛 久保 ら（２００５）が行 っ た、在 宅 難病 患者 訪間看 護 師養 成研 修 を対象 に 実施 した調 査で も心

理的 支 援は 【重 要】 と 思っ て いて も、 一難 しい】、 〔考 完 悩 む】、 【看護 師 の 資質 が聞 わ

れる】 な どの思 いカミある こ と が報 告 され てお り 訪間 看護 師 の 抱 完て い る悩 み は 病院 の看 護

師 にと って も同 様 と い 完る。 訪聞 看 護師 が 難 しいと 感 じて い た内 容 も ［当た り 前 だけ ど難

しいコ 〔心 と 心 の関 わり は 難 しい］ ［信 頼 関係 が築 け る前 に、 意 思 伝 達 障害 が ある の は難

じいコ な ど、 心 のケア は 無 条件 に難 しい もの である と 捉え られ てい た。

ま た、安東 ら（２００６）の 報告 によ れ ば紳 経難病 患者 のケ ア に携 わる 看護 師 のバ ー ンア ウ トに

影 響を 及 ぼす 職 場環 境 ス ト レソサ ー は、
「看 護 によ る不 全 感」カミ最 も 有 意 な要 因 で あり、 つ

い で 胴 僚 との 葛 藤」で あっ た。 また、 神 経 内科 へ の配 属 を して いな い 看護 師 の 場合、 個 人

的 達成 感 が得 ら れ にく いこ と が明 らか にな って いる。 年 齢、 性別、 臨床 経験 年 数、 勤 務 体

制、 職位 な どと の関 連で 有意 差 は示 され てい なから た。 こ の場 合 の看 護の 不 全感 は、
「患者

の 支 完に なっ て やれ 荏 い、 患 者 のそ ば に十 分い られ な い一こ とで あ っ た。 「看 護 に よる 不 全

感」「同 僚と の葛 藤」のス トレッサ ー は、 本 研 究でも 【難 病看 護 は期 待通 り の成 果 が得 られ な

い】 【チ ーム 内 の調 和 を 重視 す る】 のカ テ ゴリ ー の説 明 でも 触 れた よ う に 心の ケ ア を阻 む

要 因と して抽 出 さ れた。 看 護 師 が神 経 難病 患者 の 看護 に 取り 組 む 上 で はこ れ らの 間題 の 解

決 策 を模 索す る 必要 に迫 ら れて いる。 看護 への 不 全感 は、 神 経 難病 患者 や その 看 護 を どの

よう に捉 完看 護 師自 身 が意 味づ け られ る こと によ って も 回避 の 道 は 残 され て いる と 思う。

しか し、 看護 師 が 心の ケ ア を苦 手 だと 思っ たり、 患者 と の 関 わり で悩 む中、 同 僚と も話 し

合 う こと、 気 持 ち を表 出 す るこ と那 で き ない状 況 で ある とす れ ば、 それ は非 常 に苦 しい こ

とで あり、 そ の よ う な心 理 状態 の 中 で、 神 経 難病 患者 の 心 の ケア を 行 うこ と は 限界 も ある

だ ろ う
。

（２） 信 頼関係

看護 師は、 〔患 者 との 信 頼 関係 を作 る こと が 心の ケア の 基盤 と な るコ と い う 考 えか ら、

患者 と の信 頼関 係 を 築く こ と、 築 かれ て いる こ とが 心の ケ ア を行 う 上 で 大き な 前提 と なっ

ており、 それが できて い なけ れ ば心 のケア は成 り立 た ないと い う捉 完方 も あっ た。

こ の結 果も 牛久 保 ら（２００５）の調 査 で 〔信 頼関係 が築 け る前 に、 意思 伝 達 障害淡 あ るの は難

しいコ と訪 問看 護 師 が捉 え て いた 間題 と 関連 し、 看 護 師が 神 経難 病 患 者 との 信 頼関 係 を形
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成 する上 で の問題 が 生 じて いた。

今胃、 在院 人 数が 短 縮 され て いる
臨床 の 場 では、 患 者一 看 護 師の 信 頼 関係 を 形成 する た

めの 時間 は 限ら れる。 こ のよ う な 中で、 患者 淋、 ま さに 心の ケ ア を必 要 とす る 状態 で ある

と感 じ取 っ ても、 看護 師 淡 患者 と の信 頼 関係 がで き てい ない と 感 じ取 る こ とで、 患者 に介

入す るこ と は ｒお こ 淋ま しいこ と一 、
ｒ患 者 を傷 つ ける かも しれな い」と い う看 護 師自 身の

不安 要因 となっ て いた。 信 頼 関係 を基 盤と した コミュ ニ ケ
ー ショ ンは確 か に重要 で あるカミ、

し か し、 信 頼関 係 を コミ ュ ニ ケ
ー ショ ン の 前提 に して しま う こと は、 患 者 への 介 入 の機会

を妨 げる もの にも なる の で はな いかと 考 完られ た。

患 者・看 護 師 に お け る 人 間 関 係 の 構 築 の 重 要 性 に つ い て は こ れ ま で 多 く の 看 護 理 論

（Ｐｅｐ呈ａｕ，
Ｈ（１９９１），

０ｒａｎｄｏ（１９６１）、
Ｔｒａｖｅ１ｂｅｅ，

Ｊ＆ Ｄｏｏｎ凱，
Ｍ
，
Ｅ（１９７９）

，
Ｋｉｎｇ，

Ｉ
，
Ｍ（１９８１） で も 述 べ

ら れ て い る。 Ｊ ・
Ｔｒａｖｅ肪ｅｅ，

（１９６６／１９７４）は
、
看 護 の 冒 的 は 人 間 対 人 間 の 関 係 の 確 立 を 通 し

て 達成 される も ので、 患者 一看 護 師の 対人関係 の
プロセ ス の重 要性を 述べ て いる。

ま た 心の ケア に関 する 先行 研 究で も 「信頼 関係 の成 立」 はケア を 行 うう えで の重 要 な課題

と 述 べ ら れ て い る の 淋 多 く、 マ
ー ガ レ ッ ト ・ ニ ュ ー マ ン も 「マ ー ガ レ ッ ト・ ニ ュ ー マ ン の

看 護論 一拡 張す る意 識 と して の健 康 ㍉ の 中 でｒケアリ ングの 関係 が 維持 され て いる期 間、

信 頼関係 が 確 立さ れた目書点 で 転換カミ生 じる こと を観察 しだ。」 と述 べ てい るよ う に関係 性カ
§

確 立 すると そ れだ けで 参加 者 の（看護 緬や 患者 な ど）の局 面の 変 化な どカミ訪 れる と述 べ、 信頼

関係 の成 立の 重要 性 は繰り 返 し述 べ られて いる。

Ｍ・メ イ ヤ ロ フ（１９７１／１９９６）は、
「ＯｎＣａｒｉｎｇ（ケ ア の 本 質）」 の 中 で、

信 頼 と は ケ ア す る 相 手

の存 在の独 立 性を 尊 重す るこ と、 相 手を 信頼 する こと は、 任せ る こと で ある と述
べて いる。

つま り、 信 頼 は、 ケ ア する 人 がケ ア を受
け る人 から 自 分が 信頼 さ れ てい る か どう か とい う

視 点 から 見る こと が ら で はなく、 ケ アす る 人淋、 ケ ア され る相 手 が 自分 の やり 方 で 成長 し

て いく こと を 任 せる こ とが で きる こ と、 つ まり、 ケ ア する 人 がそ の 対 象 を信 じる こ と に
あ

る と提 え てい る。 メイ ヤ ロフ の視 点 か ら考 える の であ れ ば、 信 頼関 係 の出 発 点 は看 護 師自

ら秘 患者 を信 じる こと に あり、 患 者が 求め を 必要と して いる 際 に、 看 護 師が 患 者に とっ て

自 分 は信 頼 に値 する 看 護 師 であ る か どう かを悩 む こと より、 患 者の あり のま ま を受 け 入れ

る 姿 勢で、 看護 師自 身 狽患 者 を
信 頼 して関 われる こと 淋大 切 では な いか と考 完 られた。

ま た
、
信 頼 関 係 に つ い て、 Ｐ

・ベ ナ ー（Ｂｅｎ鵬ｒ，
Ｐ ＆ Ｗ正沁ｅ１・ Ｊ（１９８９）／難 波 卓 志（２００２）現 象

学的 人間 論．医学 書 院ｐ６）は、 気遣 う とい う関係 が信 頼 の条 件 を作 り 出 し、 看護 を受
ける 者

はこ の信 頼 と いう 条件 の 下 で 始め て 提供 され た援 助 を受 け 入れ る こと が でき る と いう 立場

を 敢 っ て い る。 看 護 師 の 気
遣 い（Ｃａｒｉｎｇ）と は、 人

が 何 ら か の 出 来 事 や 他 者、 計 画、 物 事 を
大

事 に思 うこ二と を意 味 し、 思 考 却感 情 を 区別せ ず 人間 の翻 の働 き と 存 在の 仕 方 を
一 体に 表 現

す る言 葉と して用 い ら れ、 《 巻き 込 ま れ関 与 してい る こ と》 と表 現 してい る
（Ｂｅｍｅｒ，Ｐ ＆

Ｗｒ油ｅ１・Ｊ（１９８９）／難 波 卓志（２００２）。 この 場合、 看護 師の 援助 を受 け 容 れる条 件 と して信 頼

関係 を挙 げて い るが、 信頼 関 係
が 作 り 出さ れる ため に は、 《 気づ かい 》と い う看 護 師の 主
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体的 荏営 み が前 提 に ある。 この こ と から も患 者 一看護 師 関係 にお け る信 頼 関係 につ いて
考

える 際 に、 患者 が 看護 師 で ある 自 分 を信 頼 してく
れ てい る の か どう か と自 分 に目 を 陶け る

ので はなく、 ま ず 目の 前 に患 者の あり よう に関 心を 寄せ 気
づ か うこ との でき る 視点 をも ち、

患者 を成 長 する 存 在 で ある 人間 と 捉 え、 たと え 体が 不自 由 に なっ て も 患者 が自 分自 身 をケ

ア でき るよ う にな る と 患者 に信 頼 を示 し支援 していく こと に よっ て、 し だい に信 頼 関係 が

成立 する ので はな い かと 考 えられ 危。

（４） 聴く 技 術

さら に看 護 師の 心 のケ ア を 阻 むも のと して、 患者 の 話を ［聴き だ す 技 術の 不 足コ や
〔患

者 の話 の聞 き 方、 聞 い た内 容 の 理解 の 仕方、 手 の さ しだ し方
が 分 らな いコ と い った 事 柄が

語 られ ていた。

看護 師 は、 ［患者 の 思 いを 引き 出 す よう に関 わ るコ こ
と に焦 点 を当 て 聴く 技 術 淋必 要と

感 じて い た。 しか し、 〔患者 からの 話 の聴 き方、 聴い た 話 の理 解 の仕 方、 手の 差 し出 し方

がわ から荏 いコ とい う深 刻 な間題 も 描出 され た。 そ のた め、 患者 の ［気持 ち を理 解 したり、

不安 を 解 消 した り 荏 ど問 題 解 決 を し た いが 恐 ろ しさ や 戸 惑 いカミあ る の で 手 出 しが でき な

いコ とい う 患者 へ の介 入 その も の への 不 安や 回避、 ［患 者 の方 が病 気 の こ と をよく 知 っ て

いるのでうかつなことが言完ないヨ という看護師の思いから患者の気持ちはあ完て聞か荏

かったり、 ［患者の行動や感清には左宥されず受け流すコ などの看護師自身の清緒的なコ

ー ピン グが 取 られ て いた。 こ れら の結 果 をみ ると、 看護 師 は神 経 難 病 患者 の 思 いや 気持 ち

を聴く 必 要 性 を実 感 して い て も、 聴き た いと 思っ て い ても 聴く と い う 行為 に 一 歩踏 み 出す

こと に不 安 を感 じて いる ことカミ読み 取れ た。

看 護師 が 患者の 話 を 聴 く」 と いう こと が心 のケア を 考 乏ていく 上で、 １つ の壁 と
なって

い たこ と は淫 胃す べ き 点 であ っ た。 海外 の 医療 施設 に お ける 健 康相 談 に お いて も、 傾 聴、

話 を促 す、 不 安 の受 け 止 め、 ポ ジティ
ブな 将来 を 築く、 生活 に 結 びつ け た助 言 な どの 看護

の 役 割 が 示 さ れ て い る（Ｋｅｔｔｕｎｅｎ Ｔ Ｐｏｓｋｉｐ砒ｔａ ＭｌＬＩｉ㎜ａｔａｉ羽ｅｎ Ｌ，
２００１）。

Ｋ・ロ ジ ャ ー ス（１９９３）は、
深 く 聴 く と い う こ と は

、
語 ら れ る 言 葉、 思 想、 気

持 ち
、 そ の 人

にと って の 意味、 そ の 人 の意 識 の 下に含 ま れ る意 味ま で も聞 き 取 る こと と い う。 ま
た、 斉

藤（２００６）は、 コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン は 意 味 と 感 情 の や り 取 り で あ り、

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が ク

リエイ テイ ブに 行 完 る関 係 で は、 話 をす る こと でお 互い に とっ て 新 しい 意
味 がそ の 場 で生

まれ、 聞 き 手が 発 した こと ば によ っ て話 し手淋 刺激 さ れ、 新 し い意 味 を 見つ け 出す こ
とで

ある と いう。 ま た、 聴く こ と に は話 し手カ
ミ今 の 時点 で は意 識 し てい な い 言葉 を 拾い 上 げる

こ とで、 話 し手の 過 去 に話 した 話と 現在 の 話とカ
ミ結 び つく 体 験 を促 す こ と、 つ まり 棉 手カ

ミ

気 づかな かっ た もの をつ な げる働 き をも つと いう。

これ らの こ と から ［聴くコ と いう 行為 を 単 にコミ ュ ニ ケー シ ョ ン技 法 と して 捉 える だ け

で なく、 患者 の 話 を聴く こと の 意 味を もう 一度 考 えて いく 必 要 が ある の で はな い かと 考 完
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ら れた。 した がっ て、 〔聴くコ こ と を、 看 護計 画を 立案 する ため の 情報 収集 と して網 の 胃を

め ぐ ら し患者 の 話を 聴く だけ で は なく、 患 者の 状況 を あり の まま 受 け 止 め理 解 する 姿 勢を

持 っこ と も大 切 で あろ う。 あり のま ま の患 者 を理解 す る こと が 新た な 患者 理 解 や看 護 の手

が かり を発 見 する こ と に もな る。 そ の ため、 神 経難 病 患者 の 心 のケ ア を より 発 展さ る ため

に は看 護 師が、 構 えず、 不 安 が ら ずに 患者 の 話を 〔聴くコ こ と が でき る 土台 を 築い て いく

こ と秘 重要 で ある と 考 完 られ た。 聴 く こと を看 護 師の 惰報 収 集 の 手段 と して の み位 置 づけ

た り、 患者 か ら 話 を聴く こと に は、 何 ら かの答 を返 して あ げる こと が 必 要 であ ると い う思

い に縛 られ ず、 あり の まま の 対象 の 理解 を 深 める こと や、 患 者 が自 分 の 考挙 や 思い に気 づ

く こと を支 える もの と して 聴く とい う行 為 を育ん でいく 必 要が ある の で は征 いか。

し か し、 神 経 難病 患 者 は、 病 状 の悪化 と とも に 苦悩 も 大きく なる た め、 そ の よう な状 況

に 置 かれた 患 者 と陶 か い合 い、 そ の状 況に 巻き 込ま れ る こと で 看護 師 の感 情 も 揺れ 動 かさ

れ る。 Ｖ・フ ラン ク ルや Ｍ・メ イ ヤロ フの 人間 理解 の立 場か ら見 るな ら ば、 悲 嘆にく れ る患

者 を目 の 前に して、 患 者 とい う 存在 を 人生 の意 味探 しが行 完 る、 《 一 人 の成 長 する 存在 》

と して 捉 完、 看護 師 が 患 者で ある 《 他 者を 信 じる力 》 を 持ち 患 者 か ら逃 げず に 向 かい 合え

る 《勇 気 》を 育 むこ と 邦 教育 的 に も必要 で ある と 考完 ら れた。 看護 師 自 身が 《 聴く 》 こと

を 薦 躍 して い た ら患 者 も 語れ る 場 はさ らに 狭ま る。 そ して、 そ れ は患 者自 身 の 人生 の 意味

探 しを支 援 する こと か らも遠 の いて しま うこ とを 意味 する の ではな い か。

した がっ て、 看護 師 が神 経 難病 患者 の話 を ［聴くコ と いう 行 為の 一 連の 過 程 に伴 う看 護

師 の 心の葛 藤 ・ 迷い ・ 混 乱な どを どの よう に対 躯 して いっ た ら い いの かと い う 点ま で も考

完 る必 要が ある だろ う。
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４． 神経 難病 看護 師 の 心の ケア の 実践 に向 けた課 題

神経 難 病患 者 の看 護 に あた る 看護 師 たち は、 心 のケ ア の目 標 を、 【患 者 が病 気 を
持 ち 征

が ら も本 来の 人 生 の意 味 を 再確 認 でき るよ う に働き かけ る】 こ と と して 捉 完て い た。 そ し

て、 【患 者が リ フ レッシ ュ でき る
よう に働 き か ける】 こ と や 【自 分 や患 者 の言 動 をふ り 返

る】 【患 者 の気 持 ち を察 知 でき る よ うにア ンテナ を 張る】 な どの 取 り組 み を 行っ て いた。

これ らの こと は、 神 経 難病 患 者の 理解 を深 める
上 で重要 な 要素 であ ると 考 えら れた。

看 護師 は、 【心 と体 は 関連が あ る】 と
患 者を 全身的 な視 点 で捉 完、 苦悩 の 驚減 に努

め てい

た。 豪た、【告知後 の 患者 の 心理 状態 のフ ォロ
ー】 や 【患者が 話 せる た めの 雰 囲気 作り】 を

す るこ と は、 大切 な 看護 であ ると
思 う傍 ら、 実 践す る こと に は難 し

さ を伴 う 看 護と しても

認 識 していた。 看護 師 は患者 固 有の 看護 援助 の方 法を創 造 して いく こ
とや 患者・家族と の目

標 が 共有 化 でき るこ と、 ケア を 通 して 患者 家族 に自 分 の
存在 を 承 認 して も ら 完る こと か ら

看 護 の醍 醐 味を 感 じて い た。 そ して、 神 経 難病 患 者 に対 する ス テ レオタイ
プ化 した 見方 を

崩 せ る 実践力 那、 神 経 難 病
患者 へ の 新た なる 発 見を もた らし二、 そ の 驚き

が、 さ らに 患者 と

関わ って いく た め の力 に 在 って い た。 看護 師カ
ミ心の ケア に 取り 組 む 上 で大 切 だと 思 うこ と

に は、 患者カ
ミ話 せ る 雰囲 気 作り な ど目造 の患 者 との 関 わり を通 して 重 要と 思 う 場合 も あれ

ば、 告 知後 の フォ ロ ー のた め の介 入 方法 に 対す る戸 惑 い、 医
師の 患 者 へ の接 し方に 対 する

不満 な ど、 実 際 に取 り 組み が でき て い
荏い こと か らケ ア の必 要性 を 感 じてい る も のも あっ

た。 そ の ため、 これ ら のケ ア を遂 行 する た めに は、
告 知後 の フォ ロ ー の あり 方 を検 討 して

いく こ とや、 医 師と 患者 と の関
係 調 整 を行っ ていく こ と は課 題と 荏る。

まだ、 看護 師 の 心を
支 完る こ と を強 化す るた め に は、 ステ レ

オタ イ プ化 した 目 で神 経 難

病 患者 を提 える こ とを 避 ける こと ができ る 教育 的関 わり が必 要と 考 えら れ た。

看護 師の 心の ケ ア の取 り 組み を 妨 げる もの と して、 期 待 する 看 護 の 成果 が 得 られ ない こ

とや、 神 経 難病 独 自 のコ ミ ュ ニ
ケ ー ショ ン 方法 の難 しさな ど、 神 経 難 病の 疾 患 特性 に 関連

したこ とが 看護 師 の 無力 感 や やり が いの 欠如 に つな がっ て い た。 ま た、 多大 な 業務 に 追わ

れ、 時 閻 が足り な い こ と から、
患者 の気 持 ちよ り身 の 回り の 世 話が 優 先 と なっ て いる な ど

看護 管 理上 の問 題カミ語 られ てい た。 看護 師は 心の ケア を考 える 際 に 【心と 体 は関
連が ある】

と 捉 え なが ら も、 ［ロ ボ ッ トのよ う に オム ツ や シー ツ 交 換 に追 わ れ 看 護 の 価 値
が 見出 せ な

い１と 感 じ、 心と 体 の ケア は 別 物と して取 り扱 わ れ ざる を得 な い 多１亡
な 状況カミ起き て いた。

神経 難病 患 者の 心 と 体の ケア の乖 離 を少 なく して いく た め に は、 看 護 師カ
ミ捉 える 業 務 と看

護 の違 いに つ いて も 明 らか に して いく 必 要 があ ると 考 え られ た。 神 経 難病 患 者 の絶 完 間の

荏 い訴 完や 要求 を、 どのよ う に捉 完 るの か とい う 見
方 によ っ て も看 護 の あり 方 は変 っ てく

る。 神 経難 病 患者 の 要 求を、
一つ 一 つ受 け止 め る とい う意 味 に っい て、 対象 の 特 性 を踏

ま

えもう一 度考 えて いく 必要 が あると 考 完られ た。

ま た、 看護 師 は目 々 の 業務 に
迫 われ看 護 の価 値 を見 出 せな い 無力 感 を 昧 わっ て い ても そ
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の 気 持ち を共 有 でき る チ ー ム内 で の人 間関 係 が構 築さ れ てい な い 状 況が あっ た。 この よう

に心 のケ ア の妨 げ と なっ て いる も の はそ れぞ れに 絡 み合 い複 雑 化 し てい ると 考 乏 られ た。

じた がっ て、 看 護 師カ
ミ抱 え る悩 み を 同僚 や、 他職 種 と共 有 でき る 場、 看 護 師自 身 が他 者 に

自分 の思 いや 気持 ち を共 有で きる 機会 を整 備 していく ご と は優 先度 の 高い 課題 と言 える。

さ ら に、 看護 師が神 経 難 病 の病 態 的准 特徴 や
障害 につ い て知 識 と して理 解 して い ても、

実 際に 患者 と 関 わる 中 で、 看 護の 手 ごた 完 がつ かめ ず 何 もや れて い な いと 感 じ て しま う 状

況 があ った。 こ れ らの 間題 を 解消 す るた め には、 神 経 難病 看 護の 効 果 を どの
よ うに 評価 し

意 味づ けて いく か、 閤 題解 決 思 考型 の 枠組 み
を 超 完検 討 して いく こ と や、 ニコミ ュニ ケー シ

ョ ン 障害 をも つ 患 者と のコ ミ ュ ニケ ー ショ ンの あり 方、 看護 チ ーム での 話 し合 いの あり 方

に つい ても 蒋検 討 する こと が課 題 とな る。

加 完て、 看護 師 自 が抱 える 【心の ケア に対 する 苦手 意 識】 や、
患 者 の話 を 聴 き だす 技 術

の 不足１が あ った。 ま た、 【信 頼関係 は心 のケア の
基 盤と い う思 い 込み】 によっ て、 看 護師

が患 者 に近 づく こ と を妨 げ て いた。 信 頼 関係 は看 護 を成 立 させ る 上 で 重要 な要 素 で ある。

しか し、 信頼 関係 が 成 立 してい ると 看護 師自 身が 実感 でき な い と患 者 に関 わる こと を
［お こ

がま しい〕こ と と思 って しまう こ とは 発展 的 ではな い。 患者 一 看護 師 関係 にお ける 信頼 関係

につ い て考 完る 際 に、 患者 が 看護 師 で ある自 分 を信 頼 してく
れて い る の か どう かと 自分 に

目 を向 ける の で はなく、 ま ず は目 の 前の 患者 の あり
よ うに 関 心を 寄 せ 気遣 う こ との でき る

視 点を 持つ こ とカミ重 要 で ある。 そ して、 患者 を 成長 する 存 在 で ある 人 間と 提 え、 た と 完体

が 不自 由 にな って も患 者が 自 分自 身 を ケア でき る よう にな る と 患者 に 信 頼を 示 し支 援 して

いく こ と によ って、 しだ いに 信 頼関 係 が成 立す る ので はな い か と考 え ら れた。 それ に は看

護 師自 身が 患者 を信 頼 する 勇気 を持 つ ことも 大切 であ ろう。

ま た、 看護 師 は ［患 者 の思 い を引 き 出す よ うに 関わ るコ こと に焦
点 を 当て 【聴く 技 術の

不足】 を 感 じて い た。 しか し、 〔患者 か らの 話の 聴き 方、 聴い
た 話の 理 解 の仕 方、 手の差

し出 じ方 淋 わ から な い］ と い う深刻 な間 題も 抽趨 さ れた。 その た め、 患 者 の ［気
持ち を理

解 したり、 不安 を 解 消 した り な ど問題 解 決 を した い が恐 ろ し さや 戸 惑 い
が ある の で 手出 し

カミでき ないコ と い う 患 者へ の 介入 そ のも の の不安 や 回避、 〔患者 の 方 が病 気 のこ と を
よく

知っ て いる の でう か つ なこ と が言 完 ないコ と い う看 護 師の 思 い から 患 者の 気 持ち は あえ て

闘 かな かっ た り、 ［患 者の 行 動 や感 情に は左 右 され ず受 け 流 すコ な どの看 護 師自
身 の情 緒

的 なコ ー ピ ング が取 られて い た。 こ れ らの 結果 を みる と、 看
護師 は神 経 難病 患者 の 思 いや

気 持 ちを 聴く 必 要性 を実感 して いて も、 聴 き
た い と思 って い て も聴く と いう 行為 に一 歩踏

み出 すこ と に不 安 を感 じて いる こ とが 読 み取れ た。 聴く こと を 看護 師 の 情報 収 集 の手 段と

して のみ 位 置づ け たり、 患者 から 話を 聴く こと に は、 何 ら かの 答 を返 して あ げる こと が必

要 である と 思い に 縛 られ ず、 あ り のまま の対象 の 理解 を 深め る こ と、 患 者
が 自 分 の考 えや

思い に気 づく こと を支 える 危 めに 聴く とい う行為 を 育ん でいく 必 要が あ るの で はな いか。

神 経難 病 患者 の 心 のケ ア をよ り 発展 さ るた めに は看 護 師が、 構 えず、 不 安が ら ずに 患者
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の話 を ［聴くコ こ とが で きる 土台 を築 いて いく こ とカミ重 要 であ る と考 完 ら れた。 し か し、

神 経 患 者 と向 か い う看 護 師 た ち は 不 安 や葛 藤 な ど多く の 感 情 労 働（Ｐ Ｓ蜘ｉｔｈ， １９９２／武 井，

２００１）を してい た。 そ のた めに は、 看護 師が神 経 難病
患者 の話 を ［聴くコ とい う 行為 の一連

の過 程 に伴 う看 護 師の 心 の葛 藤 ・ 迷 い・ 混乱 な どを どの よ う に対 処 して い っ た らい いの か

とい う点ま で も考 完る 必 要が ある と考 完 られた。

こ れ らの こ と から神 経 難 病 患者 の 心の ケア を行 う た めに は、 疾 患 特性 の 理 解や 看護 体制

の整 備 に加 え、 看 護 師が 抱 完 る間 題 を考 慮 に入 れた 看護 教 育
プロ グラ ムの 開 発 の必 要 性が

示唆 さ れた。 そ して、 神 経 難 病看 護 の
土台と な るも の を考 完 る際 には、 神 経 難 病患 者 を ど

の よう に人 間 と 理解 す る か、 難病 を 患 う患者 の 体験 を どの よ う に理 解 す ると い う原
点 か ら

見 つ めなお せ る機 会 を、 神 経 難病 患 者 の看 護 に携 わる より 多く の 看 護
師 と共 に 作り 語 り合

う こ と が 重 要 で あ ろ う。
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牛 久保 美 津子（２００５）： 訪間 看 護師 が と ら完 た神 経難 病 療養 者 の 苦 悩・ 葛 藤 場面 と 心理 的

援
， 冒 本 難

病 看 護 学 会，Ｖｏ１．９．ｎｏ３ｐ１８８
－ １９３、

鷲 岡 清 一（１９９９）： 聴 く」こ と の 力，
ＴＢＳ ブ リ タ ニ カ

，
東 京．
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「神 経難病 患者の心のケアに関する看護師の思い」 に関する

調査のお願い

神経難病は治療法が確立 していない疾患であり、病気の悪化 は患者 様カ
ミこれま で築い

て き た 生 活 や 役 割 を 変 化・喪 失 さ せ る 原 因 と な り ま す。 ま た、 介 護 負 担 が 増 大 す る こと

な どから患者と家族の絆をゆがめる深亥晦 事態を引 き起こすこともあります。このよう

に神経難病 患者の看 護にあた る看護師の 皆様 が目々遭遇 する間 題はと ても複雑 で多岐

にわたるものだと思われます。 これまでの、 神経難病患者の ⑲０Ｌ に貢献する看護研究

の 多く は、 患 者 や そ の 家 族 の ケ ア ニ ー ズや サ ポ ー トシ ス テ ム に 関 す る も の で、 ケア に携

わ る 看護 師 の 思 い や 意 識 に 焦 点 を あ て て い る も の は、ほ と ん ど見 当 た り ま せ ん。そ こ で、

私達は、 貝頃より神経難病患者様への看護に携わっている看護 師の皆様 に、 患者様との

関 わ り を 通 して 感 じて い る こ と、 特 に 心 の ケ ア に つ い て の 思 い や、 ケ ア に 取 り 組 む 際 に

大 切 に して い る こ と、 ま た、 こ れ ま での 看 護 体 験 の 申 で、 嬉 しい と 思 っ たこ と、 困っ た

こ と、 悩 ん だこ二と な どに つ い て の お 話 を伺 い、 神 経 難 病 看 護 に 携 わる 看 護 師 の サ ポ ー ト

の あ り 方 や 難 病 看 護 独 自 の 教 育 プ１コ グラ ム を 検 討 し て い き た い と 考 えま した。そ の た め、

神経難病患 者様への 看護に携 わった経験の ある看護師の 皆様に調 査の ご協カ をお願 い

した い 所 存 で す。

調 査 の 方 法 は、 ４ ０ 分 程度 のイ ンタ ビュ ー で す。 正 確 に お 話 を お 聞き す る た め でき

ま した らテ ー プ レ コ ー ダ ー で 録 音 を さ せ て い た だき た いと 思 い ま す。 お 聞 き した お 話 は

匿名 化 し、 個 人 が 特 定 で き な い よ う プライ バ シ ー に 十 分 注 意 い た しま す。 イ ンタ ビ ュ ー

は ご都 合の良いお 時間を指定 していただき予定を組ま せて いただきたいと思います。お

時 間 の都 合、 体調、 気 分 な どに よ り、 途 申 で の 中 断 な ども 可 能 で す。 そ の場 合 は伺 っ た

お話の内 容はすべて責任 をもっ て廃 棄させて いただき、 調査結果に は反 映させません。

調 査 へ の参 加 は、 自 由 意 志 で す。 参加 さ れ な い 場 合 で も、 不 利 益 に な る こ と は’ 切 ご ざ

い ませ ん。 尚、 お 話 い た だ い た 内容 は、 研 究 的 手 法 に よ り デ ー タ と し て 質 的 に 分 析 し、

調 査 結 果 は、 論 文 等 にま と め発 表 さ せ て いた だき た い と 思 い ま す。 そ の 際 に は、
プライ

バ シ ー を保 護 す る た め デ ー タ の 匿名 化 に 努 め たい と 思 いま す。 ま た、 お 聞 き した お 話 は

本調査以外の冒的では使用 しないことをお約 東いたしま す。 どうぞよろ しくお願い いた

し ま す
。

＜調査メ ンバー 〉

東京女子 医科 大学看護 学部 講師 原三紀子 助 教授 小長谷 百絵 助手 海老澤睦

教授 寺町優子 教授 水野敏子

＊研 究責任 者 東京女子医科大学看護学部 原 三 紀子

＜ 連 絡 先 〉 テ １６２・８６６６ 新 宿 区 河 田 町 ８ 一 王 東 京 女 子 医 科 大 学 看 護 学 部 旭Ｌ０３－３３５３－８ ｕ１ （７０３１）
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「神経難病患者の心のケアに関する看護師の思い」 の調査同意書

私 は、 調 査 研 究 に つ い て、 文 書 を も っ て 以 下 の 項 目 に つ い て 説 明 を 受 け、 十

分 理 解 しま した。 調
査 に 協カ し、 ま た そ の 記 録 を 研 究 デ ー タ と して 使 用 す る こ

と に 同 意 い た しま す。

口 本調査の目 的は、 神 経難病の患者様を看護する時のお気持ちや体験をお聞

き し て今 後 の 看 護 教 育 に 役 立 て る も の で す。

口 面 接 室 で ４０ 分 程 度 お 話 を 伺 い ま す。

口 伺 う お 話 は、 テ
ー プ レコ ー ダ ー で 録 音 さ せ て い た だ き ま す。

口 個 人 情 報 は、 厳 重 に 管 理 し個 人名 を
一 切 公 表 す る こ と な く、

プ ライ バ シ ー

の保 護 に 努 め ま す。

□ 研 究 へ の 協 力 は い つ で も 取 り や め る こ とカミで き ま す。 ま た、 研 究 へ の 協 力

を 取り や め る こ と で、
一 切 不 利 益 は 生 じま ぜ ん。

口 得られたデータは本研究の目的以外で使用 しないことをお約東します。

口 希望者には研究結果を送付致します。

ご署名 ：

ご住 所 ：〒

★ 研究結果の送付 を希望されますか １． 希望する ２． 希 望 し な い

平成 年 月 目

説 明 者 ： 氏名
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フェイスシート Ｎ Ｏ
．

担 当：

１、
年 齢 歳 ２、 性 別 ① 男 ・ ② 女

３． 看 護経 験 年 数 満 年 ヶ月

＊ 看護の 経験領域（今までどのような看護の領域で働いてきましたか？）

４． 神 経 内 科 の

看護経験年数 満 年 ヶ月 哩

５．神経内科への ①自分の 希望 ②人に勧められて ③希望ではない

配 属 につ いて

＊ あて はまる毛の に Ｏをつ けてください。

６．最終学歴 尊門：①看護専門学校 ②看護短大 ③看護大学 ④大学院（修士課程一博±課程）

一般（その他） （ 学 部・ 科）

７、 看 護 に関 係 ＊ あなた の毛って いる 資 格 に◎をつ けてください。

する資格

①看護師 ②保健 師 ③助産師 ④認定（領域＝ ）

⑤エキ スパ ート（領 域： ） ⑥ＣＮＳ（領 域： ）

⑦そ の 他：

８一 関 心 領 域 弓）赫 なた が ヨ 頃、看 護で 関 心 のある 領域 やテー マは ありま す か ？

①無し ②有り（主な内容； ）

２）研鰺参カ蟹の経験

①無し ②有り（主な肉容： ）

９． 神 経 内科 看 護につ いて の あなた の 思 いに ついてもっともあて はまる数 字 にＯをつ けてください。

１）神経 内 科 の 看 護 に 関 心 が ある。

非常にそう思う かなりそう患う ややそう思う あまりそう患わない 全くそう思わない
５ ４ ３ ２ １

２）神 経 内 科 の 看 護 が 好き である。

非當にそう思う かなりそう思う ややそう患う あまりそう思わない 全くそう思わない
５ ４ ３ ２ １

ご協カありがとうございます。
一 ５５ 一



神経難病一覧

神経難痛に指 定されている疾 患（厚生労働省２◎◎４）

病名 病名

１ 多発性硬化症 、 正常 圧氷頭症

２ 重 症 筋 無 カ 症 ２ ギラン・バ レー 症 候 群

３ スモン ３ フィッシャー症 候 群

４ 筋萎縮性側 策硬化症 ４ 多発限局性運動性 末梢神 経炎

５ 脊髄 小脳変性症 ５ 単クーロン抗体を伴う末梢神経 炎

６ パーキンソン病 ６ 脊髄 性進行性筋 萎縮症

７ アミ９イ淳一シス ７ 球 脊 髄 性 筋 萎 縮 症

８ 後縦靭帯骨化症

そ

の

他

の

特

定

疾

愚

（
毛

５

種

）

８ 脊髄 空洞症

厚

生

弟

働

省

指

定

紳

経

難

病

（
、

８

種

ｖ

９ ハンチン ゆ 舞踏痛 ９ 線条体 黒質変性症

榔 カイルス輸閉塞症 柵 ペル才キシソーム

椚 シャイ ギ レーガ ー 症 候 群 篶 ゲ形ストマン・ス 胴 イスラ… シャインカー病

狸 広範脊柱管狭窄症 被 致死性 家族性不眠症

鳩 ク国イッツフェルト・ヤ夏ブ痛（プ■）オ ン病） 鴻 進 行 性 多 巣 性 自 質 脳 症

桝 神 経線維腫症 脾 黄色靭 帯骨化症

禍 亜急性硬化症全脳装 朽 前従靭 帯骨化症

蝸 フアブリー 病

η 副腎皮質ジストロフイー

鴻 ライソゾーム病

１ 進 行 性 筋ジストロフィー

２ 慢牲装症性脱髄健多 発神 経炎

３ 母斑痛

東

京

都

指

定

（
８

種

）

４ ミオトニー症候群

５ 進行性核上性麻痒

６ ミトコンドリア脳 筋 痘

７ 先天性（本態性）ニューロパチー

８ 先天性ミオパチー

一 ５６ 一
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【看護師 淋思う心のケア】

大カテゴリー 中カテゴリー サブカテゴリー

病 気を持ちな がら
その 入らしさを引き出す 騒 者のそ の人らしさを看１き出桂たとき、自分毛癒され 救お れる

も本 衆の 人生の

意 醸を衷 確認でき 痛 気だけに捉 われるの ではなく人
仕 事帯 趣醸なεの患 者の 生き 赫いを再 発箆 できるぷうに羊 振う

るまうな鑑きか げ 笠に畠 が肉＜ように妙潔 一トする
孝 後の 人生菱繕み 並てていげるぷうなサ 泰一ト

患 者の 嚢められる身 体豹 状涙を見つ げて転 えることで前繭 劃こなって毛う

慈害綱 乾いと愚う幻な機会窪
慈 蓄 がりフレツ 援 僕し 病 気 に 宣 ち 向 か 気 る ぷうに

縞 気 を受 け 止 め て 繭 筒 書１＝二な れ る 楽う に す ること 郁 心 の ケ ア

シュで きるような 玄 る 慈 書 の 要 望 を 蹄 える

働きかけ

患 者が塗 溝を楽 晩 ことで穫鮪 意 欲が わく

気劣転 換をすすめる 数 歩など院 内でできる気 分車云換をすす める

藷をき髄く泌要 惟をキャッチできるぷうアンテナを鮎る

御 か 気になると感じたら関 わる 河 か菱だなと患ったらなるべく患看 の 樹 二いる

気 に なる こと淋 茜 っ従 らそ の 都、 慶 さり げ なく話 をきく

慈 奮⑳気 祷ちを
察知できるようア 患看 の 置かれ ている状 混を先に 責

任を毛って兜を見越した看言蓬討 函全般 を立 てることが心 のケアに訂ま璽要

ンテナを張る 見 越して関わる
患者 の心 の準備をさせるために言 わな１チれ ばいけ 飢 噂 を奮う

患 者の 馳、を無 理にきがず表 艶
患者 からの 表出を待つ

を待 つ 病 渕 二対する 馳 、を言乱 たくない 憲 割：二は無 灘二闘 かないでどうして藷した＜
ないの がを考える

竃 分の 馳、だけで憲 誉をみず 振
自分の 懸い繕げで患者一を見て はいけない

返りを大 鰍こしている

禽分 や憲霜 の言 患者の 感惰 義出 について振遼りをすると気づきが統る。

動をふり返る

慈 書の 隻の 簿を後輩 に聞 かせ 繕
後叢 錆導 は命令 するよりも患 着の 生の 声を闘 かせる

導に溝 かす
緩輩 指導 の凍動 刺ま過去 の失敗

らと体 は関遵 淋あ むのケアと体 のケアは関 遵している

る
心と体 は関遵 があると患う

ｂの藩ち込み は痛 気の 進術を皐める

葱 箸の 辛さを分 がろうとする
愚 者の 幸さやショックを理解 する

今表でできていたことができなくなるため議 者 は精紳 的なショックを受ける

苦悩の 軽減

患 蓄は着 糞に出 せないから先回りして身 体 的惰 報を伝える

憲 者を安心させるようにする
患 者の心 翻こ対し自分 は何ができるの か、どうしたら安 心させて 捌ザられるの
かを考えながら書舌す

患 看の告 知や 受容 に舎わせ て闇いていく

告知 後、告 知内 容や 受け止 め方

を確認し不 安を軽滅 する
告翻 のされ方 についての確 認

告 知後の 患者の 告痢 後の 不安 の軽 滅

心 理 状 態 の フ茅

口‘ 医師の 告 知方；去へ の不 溝 医者 の淡 々とした 告知の 方法 への 疑簡

告知 馴後 の患 者 の気 特ちをなんと
かした いが関 わり方 がわ からず 患

溝名 告知 前の 不安にどう答麦たらいいかという肩 惑い

誉を傷つ けてしまうの ではないか

と いう恐 ろしさをも つ

看 護 師 の 芦 購 け が 告 知 直 緩 の 愚 番 の 気 祷 ち に；追 い 討 ち を か け る の で は な い

がと怖い

紘しくてもベット妙イドｉ＝：短 時閤でも座る時 闘を作る

済か け１つで毛心のケア
話しやすい 雰麗 気や 場を整える

■乱 やすい雰 圏気を作る

患者 が話 ぜる 患 者 が言乳 やす い場所を設定 する

雰囲 気作り

患 者 が看護 鰍 こ言糺 カ・げられなし

ような雰圏 気に遠 慮していわない
患 者 は話を闘いてほしそうだがナースが バタパタしていると遼 慮して著わない

憲 者にいつも見られているというこ

患 劃ま看護 師の嚢 憶をよく見ているので一 挙 手一 投 足も酉己慮 する」とが心の
ケア

とを意…載して振舞う
患 者に霧 心を寄 世ているという姿 勢を見ぜる
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【看護 師の心を支えるもの】

大カテゴリー 申カテゴ１）一 秒ブカテゴリｉ

象 族 がこだ わっているケアの 方法
患 者を大 釧 こ恩う蒙 籏との関 わりが難しさ

を要 求されることが難しい
蒙 族に在 宅でいつもやっている方法を押し付 けられると率い

事故 防止と慈 者のＡＤＬ拡大 のど 転 倒事 故を避１ナるため逆 に歩行を制 隈してしまうことが心苦しい
ちらを 優 先さ せ て い い の かカミ難 し

い 患 者の 歩きたい気 祷ち は分 かる が転倒 事敬を 起こすことが不 安

自 分の 提供した僑 報 や技術を憲

者が 暮んでくれた箏
青報や 技術 の提供 ができたこと

慧 者の 個男Ｉｊ姓を理解し 勅苛ら看護
時 聞をかけて特き合ってケアできるところ

できた鱈しさ
病 態や 心理 固での 鰯別 燈を捉えて看 護 計画１こつなげられ た跨

ケ ア の 方；劃二慈

者園 蕎⑳ ヱ炎菱 慈者 が望む 羊 足や枕 の位 置 が星

箆つ１素塗 亨ことが つげられ た体験
手 足や械 の佼 置を患 嚢の 望む 位 勧 二収められた時

難溝看 嚢綴 嚢翻

醸
ヨ驚 生霧 のゲアの重 要 縫を案 感

できた嬉しさ
神 緩内 潮ま看 護の 塾本 に戻るところ が霞 白い ぢ

現在 のＡ眺 でできる生溝 上の二［夫を憲 者と期二考える

簿警された 日篇 生１養好動 の工 美

を患看と渕 こする
入院 葡の 生活 になるべく返づける

できなくなった 細Ｌの 生溝土 のヱ 夫を擬爺す る

細筆 かに丁 寧に関 わりき航 なかっ

た 患者 がいな＜なると後 悔する出
退院 や慈 変で患籍’がいなくなると毛っと丁 撃１；二関 われ ぼよかったと懸う

医 師が 看護 翻がしたいケアまで抱
医師と治療方 針などの 竃標 の笑 有郁 できない危 め看 護の 役翻 がみ えない

え込 みすぎて嚢護 節の 独 自性 が

発擦できない
神鰹 内科 の医 莇が看 護師 がしたいケアまで抱え 込みすぎて看 護師 の独 自惟
が発 揮でき 楓、

人工 呼吸 器を 榊ナて毛退院 できる１とに驚 いた 人工 呼吸 器を紡 けても退 院できることに驚いた

慈肴 の健 康状 態の変 化にナースの 気持ちも遵 動する。

退 院という目嬢 を憲 者 蒙族と共 に
遺院 緩元 気な姿を見 せてくれ た時

立てて逢 威できた喜 ぴ
邊院 指導により患 着淋 退院 できたことへ の逢 成 感

遜 翻 こ熱チて憲 退院 指導をする中 で患 者の 満足 や意 欲を引 き出せ たとき

蓄 脅 籏と滋働す

る
蒙 族カ憶 劃 二優しく介護をする姿

を見ると勇 気づ けら扱る
蒙族 が優しく介 護に関 わっている姿

家族 の 馳、を闘くことが 大切

憲 者 や家 族の 患いを漢く闘書意 見
憲看と蒙 籏の 慧見調 整をする

調整する。 患者 は看護 師 が思っても昆ない発想 で考瓦ているので患者 の 思いをまく闘くこ

とカ泌 のケア

できるだけ愚看 の誘を闇く

今
．
や って 欲 しい ケ ア に す ぐ に 答 え 精 ■ 杯 や って い て毛 ケア の タイミン グ 淋 ず 槻 ると 患 肴 椎 家 籏ｉこ批ヒ撃証さ れ ること
られ ないと憲者 や象 繍二批半■謄 れ

ること
自 分 の」とを 真っ 先 に や って ほ しいと 訴 尻 る 患 書 の 多く の 嚢 求 に せ かさ れ イフ

イラ玄る

憲蓄 潔 族の 鍔が 自翁 の存窪あ憶 者に必 要とさ航たとき

赴 螺言碇縛るこ
と餐滝 矛べ一ショ 患 劃 こ必要とされる婁 破 患者 や象 渕 こ感謝さ航 たとき
ン１こなる

機械 釣にケアをしていだ跨に 愚者カ、ら笑いお、けら槻 感 激し従

也の誰裟り婁紛 が 患者に選 ば 舵

る喜ぴ
痩の 震療蕎ぷり自分 が認められた＝とき

憲 蓄は 本心を藷ｂないと忍ってい

たが 翻予ぱ話してく槻ることに驚
患 蓄 は本心を簡 単に語らないと愚っていた淋 翻ナば慧 榊こ毬蕎ることに驚 い

いた
た

難病慈 書へ の愚
い込 み元曜 された

難 病患 蓄は 悲鶴 釣になると決 め

寸けていた 秘最 後窪で他人を 馳
難 病患 者は 悲観 鋤二なると決め 榊号てし淀 淋 最後 塞芯縫 書を患い 箏る 人 飢

ことによる驚き
や 杓る人 飢、て驚いた

て驚 いた

自 殺すｂで害 軌 嘱 気の 入 が蒋窪

するということに 驚いた
嘗 殺すらで奏 楓、構 気の 入が 存窪するということに驚 いた
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【看護師の 心のケアの取り組 みを鰻む毛の】

大カテゴリー 中カテゴリー サブカテゴリー

ロポ ットの ように 才 ム ツ やシ ー ツ 交
ロ ポットの よう１二お む つ 交 換 や シ ー ツ 交 換 に 追 わ れ 看 護 の 個 健 が 夏 出 せ ない

換 に追わ れ看 護の 価値 が見 出せ

軌 、 看 護 節 の ぺ 一 ス で ケァ を 進 め て い る が 本 剖 二こ れ で い い の かと 思う。

後 輩 指 導・リー ダ ー 業 務 に 追 わ 扱 て 憲 者 の ケ ア に 没……蔓でき な い

じの ケアの 優先 劇ま身 体ケアに皮ぺ て低い

慈者 の 気持ちに實を陶けるより身
身体 介助（身の團りの お樹講）郁中心

の圃りの介 勤赫 優発 身体 釣な安 楽を図り筈 痛を取り除くことが 心のケアそ のもの

豪の 鰯讐④ 戯舌に

邊 われている ひのケアの 前に診 療介 簸淋 優先

痛 院では治 療が 優党なので心 のケアはできない

跨 簡が 避１すないから姦着 の書養は闇カ、ない

毛っと話を闘きたいけど跨闘 が 楓、

ゆとりが 楓、の で心の ケアをする

蒔簡 が割 けない
時 間 がないため 話を髄 いて 捌 ヂた＜て毛切らざる終えなＬ養こと

ゆ っくりと患 誉 の葦書うことを 闘……≡≒従し、カ
｛跨 間カミイ乍 れ なくて 宰 い

むのケアをする跨聞 やゆとり赫 楓、

憲 蓄・象 族・チ ームメンパーとの 間 蒙
族 が患蓄 への 告葡を拒否して懇者と潔い言乱 カミできず 甥 楓、

で 板 ぼさ み１こなっ て 宰 い
家 族 希 望、 慈 者 の 慧 怒、 チ ー

ム メン バ ー の 慧＝向 と の 板 ばさ み に なる

心 のケアを他 のメンバ ーに類 むと
胞のメンバー１：迷 惑がか かるので心の ケアプランを立てに＜い

迷 惑 がか かる
ナ ースの勤務 は交 誉繍だ から患肴 の 心の動きを継 続して見 杓ないので淋しい

予一ム 駒の調 和を

蔓複ずる 蒙族毛愚蓄 のケアのチームの 一 副 こなるまうに妙添 一ト

医 鰯・Ｍ ＳＷ・家 族 とケ ア チ ー ム を

纏 む
患者 の心 理的 構報を医節と共有しケ 列こあたる

難 病 患 蓄 は 誰 定 診 断 後
、
ル チー ン でＳＷｌこつ なく“

職場 の人 闇関 係 がまいこと 上司 やスタッフに恵まれ 働きやすい

‘ 生 懸命やっても成臭 が得られず

無カ 感を味あう
‘ 生懸命 退院 への 援助をしても期 待通りの緒果 にならない無カ 感

今までの看 護 が通用 せず に患 者の 前で孚も足毛出 な＜なった

病 気の 原因 がはっきりし 楓 、という患者 の奇 立ちへの 嚇 応

台療方、去が 確立され ておらず看 護

難病 霧護 は期待 ゐ湖 確でないため 蕃護 実 闘 こ確 病 状の 提え方 や臭体 的なリハビリテーション の方 法

通りの成果カ鴨 ら 信 が持てない

枕ない 難病愚 奮の 急変 時の 斌処

脳 外科と比 べて掬経 内 科の 患者
神経 繍導は外科と逢い治療しても 副二見えてよくならな いので分かりにくい

は 顕箸によくならないこと
神縫 肉科 は脳 外科と同じかと考えていたが 全然 蓬っていた

退院させ ても難病 は介 護搬 綻する

のでやり甲斐 がない
一一空 懸命 援助しても介 護磁綻し緒業 が霧い

文 字 盤 や 目 の 動 きでコミュニ ケ ’

ション が 取 れ ると嬉 しい
文 字 盤 や 目 の 動 き でコミュニ ケ ー ション が 取 れ たとき

意 恩疎通 ができず園る

コミュニ＝ケ ー ション の そ の 人 なり の

独 持 な＝１ミュ ニ 方 法 が つ が み にくい

ケ ー ション 方 法 が
文 字 盤 の＝１ミュニ ケ ー ション が 難し い，

存 在する

量蔓者σ）もどゐ、し：ヂな噌奏りプ列二あ一寿ラ１±コ〔闘く
籟 者の 意恩 誰認 に時聞 が かかっ
ても分 かるまで闘く

呼 吸器をつけている人 の意 思が分 がるまであきらめない

一 ６３ 一



【看護師の 心のケアの取り組 みを阻むもの】

大カテゴリー 中カテゴリー サブカテゴリー

憲 者 との；１ミュニ ケ ー ション を 取る 箏 で 信 頼 関 係 を 作 る

患 劃 二心地 胤、時閥 を多く取る事で心 理釣 ケア ができる関係 を作 る

患者との信 頼関 係を作ることが心

鱈 籟驚 側ま心 の の ケア の基 盤となる

ケア⑳蓬 盤という 訪室 蒔間 の約 東を等る

懸む 泌 み

心の ケア のため慧 者との信 頼藺 係を築くことが 前提 である

病 風の核 心 につ いて ぱ籍り合兄な

がったとしても患者との 信頼 関 係
ｂのケアで大 切なの は本当 のことを患 者と誘し合 えなくても鰭黙 の７ 解が 存

ま 成 立 す る
在 す る。

む の ケ ア に つ い て は 深く考 え 挫こと は な い

心のケア１ま難しいものだと決 め付

けている

ひのケアは無 条件 に難しい

禅縫 内科の 憲 割ま苦しんで死１二ゆくので看護 の達 威 感がない

煩 穂しかないので 威果に 礎信 が

持てず 逢威感 淋ない
むの ケア都できているのか 確億 が持てない

愁蛎 依列こ滋する ｂの ケアとして看 護師 ができることには 纏 聴して、寄り添うことしかない

警等議載

治らない患 看はひ ねくれていて意 地葱をするので宰 い

霧 者の 縫格 や精 紳症 状に付き含

うと気 がおかしくなる

矯 神症 状郁強 い愚者お｛いると自分までおかしくなりそうで参る

懇 者の ぺ一スに：イライラしたりもどかしさを感じる

憲者に 寄り添う器がなくて宰 い

患 者 の気涛ちを受け丘める器 がない

本人 の感箆 でしが 劣からない症 状や 替しみを理 解することの難しさ

姦蓄 の心 惰を襲解しようと勤 めても、看護 翻こは分 かるはず はないと拒絶さ抗

気 涛ちを理解したり不 安を解消し
ること

たりなど筒 題を解決したい が戸 惑

いや 櫛ろしさがあるので手 出しゐ
竈者 の蕃 悩に直 面した 時、患 者がどうしたら前 向き１こなれるカ、を導き螢 賛こと

できない

今 後 どうなってむ、くかという 不 安 に ど の よう に 返 した らい い か 分 か らな い

ゴールを曇期 蜘二考えな１ナれ ばらならない ので難しい

慧 蓄⑳ 気祷ちに

鰹 級る；二とが不 安
患着の 患い や気持ちはあえてきかない

熔顯で騒わらなし

患 書の 方が 績気 のことをよく鎌っ 看
護 甑ごときが長 議いしている難蒲 慈者 の 心を救えるわけカ｛ない

て い る の で、
う か つ なこと 猟 、え な

い
愚蕎 の方 郁痛 気のことをぷく知っているので、自 分 にできることに鰻りが 統る

婁 分が病 気のことをよく分かっていないと話 は 翻ナない

患 者 に 奮 うべ 害こと は い い
、
あと の 緑 動 は 患 者 の 選 ん だ こと だと 考 気る

患着の 行 動や 感構 には左 右され

ず 受１ナ流 す
ＮＳ那 イうイラしな い た め に は 慈 着 の イライラ に 鯖 して 受１ナ，流 貧 という裁 拠 方、去

を取る
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【看護師 の心のケアの 取り組みを阻むもの】

大カテゴリー 中カテゴリー サブカテゴリー

むは星 えないので態 者の 懸いをどう週解していいの か が分 がらない

愚客の 恩いを闘き出 す方 法が 難しい

憲 者 の 議 の 闘 き 渚、 凱
、た 肉 容 の

理 解 の 仕 方、 手 のさし 出 し方 が 分
憲 者 の 置 か 抗 て いる 状 睨 は 昆 え る が、 心 の ケ ア ほ 臭 体 的 に どう関 わ れ ば いし

らない
のか わから 楓、

量糺 てくれ 棚 ま闘くが、誘してこなｉナ棚 ま患蕎 の 思いに踏 み 込めない

退院を 帥＝した患者 の気 持ち や症 獣へ の対 処が 分 からない

藷す場を載めて設 けるの ではなく８常 ケアの印 でさりげなく患者 の話を鱒く

醤 殺の 会講 栄ケアの 中でさりげな ポ
〈患 者の 藷を闘く 叢ず病 状について懸き、次１二竈 者の 懸い妾聴く

鑑慈慧す鐘 葡の

苓 罷
世聞話 や翼 味ある言舌から徐 々に 病気 の講 につなげていく

心のケアは看 護節 のカ量 次 第で出来る

むのケアをするに は懇箸 の 患いを
引き畿 すように関 わる

晋段の 会藷 から患 者の恩 いを弓１き出す１二は 看護 師の カ塁 が 必要

姦審の 反庵を見ながら姦者 の愚いを引き幾す 絞俄を身１＝つけている

慈 者の 忍いを膏謄出 すように関 わ
憲 者の 気持ちを全 都 畦き出さ世る

る

ｂのケアの目 穣は 患者 が恩いを書舌すこ

竈 者からの表 出を待つ

愚看 の患 いを無 理に聴 かず 表出

を待つ 病 状に対 する怒 いを言乱 た＜軌 嶋 割 二は無 理に闘 かないでどうして話したく
ないの かを考 える
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